
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
七
号
（
一
九
八
一
年
三
月
）

人
家
和
歌
集
（
解
説
・
錯
簡
考
と
翻
刻
）

要
旨
鎌
倉
時
代
反
御
子
左
派
の
私
撰
和
歌
集
の
一
つ
「
人
家
集
」
は
、
永
く
伝
本
が
知
ら
れ
ず
、
か
つ
て
は
散
快
し
た
も
の
と

思
わ
れ
て
い
た
が
、
先
年
巻
八
’
十
の
零
本
な
が
ら
大
倉
山
精
神
文
化
研
究
所
本
が
発
見
・
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
全
く
同
内
容
の
島
原

松
平
文
庫
本
も
知
ら
れ
る
に
至
『
た
。

た
だ
、
こ
の
両
本
の
本
文
に
は
祖
本
の
錯
簡
と
脱
落
に
起
因
す
る
錯
乱
が
あ
っ
て
、
今
ま
で
十
分
活
用
さ
れ
て
い
な
い
憾
象
が
あ
っ

た
。
筆
者
は
現
存
本
の
本
文
を
種
々
検
討
し
た
結
果
、
そ
の
錯
乱
を
か
な
り
復
元
し
得
た
と
信
ず
る
の
で
、
今
川
未
翻
刻
の
島
原
松
平

文
庫
本
を
一
先
ず
そ
の
ま
ま
の
形
で
翻
刻
し
た
上
、
推
定
し
得
た
限
り
の
復
元
案
を
示
し
、
か
つ
若
干
の
解
説
と
復
元
根
拠
と
を
述
べ

て
、
索
引
等
を
付
し
た
。

福
田
秀
一
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「
代
集
」
に
そ
の
名
が
見
え
、
「
夫
木
抄
」
に
も
（
伝
本
に
よ
っ
て
集
付
に
若
干
の
異
同
は
あ
る
が
）
二
十
首
近
く
採
ら
れ
て
い
る
「
人
家

集
」
（
六
条
行
家
撰
）
は
、
永
く
伝
本
が
知
ら
れ
ず
、
か
つ
て
は
散
侠
し
た
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
先
年
、
水
沢
利
忠
氏
は
大
倉
山
文
化
科
学
研
究
所
（
当
時
は
国
立
国
会
図
書
館
支
部
大
倉
山
文
化
科
学
図
書
館
、
現
称
は
大
倉
精
神

文
化
研
究
所
）
に
蔵
せ
ら
れ
る
一
冊
本
（
但
し
巻
八
’
十
の
零
本
）
を
発
見
さ
れ
、
先
ず
同
本
の
大
要
を
報
告
さ
れ
た
（
「
人
家
和
歌
集
の
研
究
」
、

『
大
倉
山
学
院
紀
要
』
第
一
輯
、
昭
二
九
・
一
二
）
後
、
書
誌
・
成
立
・
作
者
考
証
等
を
内
容
と
す
る
解
題
と
初
句
お
よ
び
作
者
の
索
引
と
を

付
し
て
、
同
本
を
翻
刻
さ
れ
た
（
「
人
家
和
歌
集
」
、
『
大
倉
山
論
集
』
第
五
紺
、
昭
三
一
・
三
）
。

こ
の
水
沢
氏
の
発
見
と
紹
介
は
、
中
世
和
歌
研
究
の
上
に
き
わ
め
て
有
益
で
あ
っ
た
が
、
惜
し
む
ら
く
は
同
本
が
僅
か
三
巻
（
原
形
は
十

巻
か
）
の
零
本
で
あ
る
上
に
、
本
文
に
祖
本
の
錯
簡
に
基
く
錯
乱
や
欠
脱
が
あ
る
こ
と
を
見
落
さ
れ
、
た
め
に
現
存
部
分
も
資
料
的
に
十

分
利
用
し
が
た
い
憾
み
が
あ
っ
た
。
筆
者
は
早
く
そ
の
こ
と
に
言
及
す
る
（
「
「
和
歌
口
伝
」
の
著
者
源
承
の
作
歌
生
活
」
、
『
国
語
と
国
文
学
』
昭

三
三
・
六
、
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
第
二
篇
第
二
章
Ⅱ
）
一
方
、
他
の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
完
本
も
し
く
は
よ
り
よ
い
伝
本
の
出
現
を
期
待
し
つ

つ
多
少
の
探
索
も
心
が
け
て
き
た
が
、
そ
の
後
に
知
ら
れ
た
島
原
松
平
文
庫
本
も
、
後
述
の
如
く
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
と
き
わ
め
て

近
い
関
係
に
あ
っ
て
、
拙
著
（
前
記
、
一
九
一
頁
注
７
後
半
）
に
記
し
た
通
り
、
内
容
や
本
文
の
錯
乱
状
況
も
全
く
同
一
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
島
原
松
平
文
庫
本
を
底
本
と
し
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
に
よ
る
校
合
を
加
え
て
現
存
本
の
本
文
を
示
す
と
共

に
、
筆
者
の
認
め
る
錯
簡
の
跡
を
例
示
し
て
本
文
の
錯
乱
を
で
き
る
限
り
復
元
し
、
資
料
的
に
も
内
容
的
に
も
本
集
が
今
後
一
層
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
た
だ
、
現
存
本
に
は
途
中
に
欠
脱
が
あ
る
た
め
、
そ
の
錯
乱
は
今
回
相
当
に
訂
し
得
た
と
思
う
け
れ
ど
も
、

遺
憾
な
が
ら
完
全
な
復
元
に
は
至
り
得
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

一
、
は
じ
め
に

－ 7 2 －



人家和歌集（福田）

１
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵
本
（
図
書
番
号
テ
Ｂ
’
一
八
）

こ
の
本
に
つ
い
て
は
水
沢
氏
（
前
記
向
文
献
）
の
報
告
も
あ
る
が
、
先
年
（
昭
和
三
十
一
年
）
の
筆
者
の
実
見
を
加
え
て
記
せ
ば
、
二
九
・

五
×
二
二
・
○
糎
の
斐
紙
（
楮
を
交
漉
）
袋
綴
一
冊
本
で
、
表
紙
は
練
色
、
左
上
に
「
人
家
和
歌
集
」
と
打
付
外
題
（
恐
ら
く
は
本
文
と
別

筆
）
。
墨
付
五
四
丁
、
一
面
一
○
行
、
一
首
一
行
書
。
第
一
丁
表
か
ら
書
き
起
し
、
作
者
名
は
歌
頭
よ
り
約
三
字
下
げ
、
題
・
詞
書
は
歌

頭
よ
り
一
字
下
げ
。
江
戸
初
中
期
（
寛
文
頃
）
写
。
奥
書
等
な
し
。
ま
ま
不
審
紙
が
あ
る
。
前
見
返
し
に
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図

書
館
蔵
書
」
の
朱
方
印
を
捺
し
、
ま
た
「
二
五
八
九
六
・
一
九
」
（
原
文
横
書
、
算
用
数
字
）
の
登
録
印
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
昭
和
四
年
の

登
録
で
あ
る
。
第
一
丁
表
一
面
の
影
印
が
、
水
沢
氏
の
翻
刻
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
八
八
頁
追
記
参
照
。

２
島
原
公
民
館
蔵
松
平
文
庫
本
（
一
二
九
’
二
○
）

こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
（
総
合
研
究
）
に
よ
っ
て
調
査
し
撮
影
も
し
た
が
、
一
七
・
三
×
二
○
・

二
糎
の
楮
紙
袋
綴
一
冊
本
で
、
表
紙
は
藍
色
地
に
唐
草
文
様
、
左
上
に
小
紙
片
を
貼
っ
て
題
祭
と
し
、
「
人
家
和
歌
集
」
と
墨
書
（
本
文
と

は
別
筆
）
、
墨
付
五
四
丁
、
前
後
遊
紙
各
一
丁
。
一
面
一
○
行
、
一
首
一
行
書
。
第
一
丁
裏
か
ら
書
き
起
し
、
末
尾
に
「
尚
舎
源
忠
房
」
お

よ
び
「
文
庫
」
（
文
字
白
ヌ
キ
）
の
印
が
あ
る
。
島
原
松
平
本
の
多
く
と
同
じ
く
江
戸
初
中
期
（
寛
文
頃
）
の
書
写
で
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
書
写

前
述
の
よ
う
に
、
「
人
家
集
」
の
伝
本
と
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵
本
と
島
原
公
民
館
蔵
松
平
文
庫
本
と
の

二
本
（
い
ず
れ
も
巻
八
’
十
の
零
本
）
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
先
ず
、
こ
の
両
本
に
つ
い
て
、
書
誌
の
大
要
を
記
し
て
お
く
。

二
、
菫
同
垂
心
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と
見
ら
れ
る
大
倉
山
本
と
比
べ
る
と
、
鈴
乱
の
状
態
か
ら
配
行
・
字
商
、
更
に
漢
字
仮
名
の
使
い
分
け
や
仮
名
の
字
体
ま
で
か
な
り
よ
く

一
致
し
（
但
し
作
者
名
は
歌
頭
よ
り
約
二
字
下
げ
）
、
両
者
は
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
両
者
が
共
通
の

親
本
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ま
見
ら
れ
る
両
本
の
異
同
、
例
え
ば
三
二
番
歌
の
二
句
や
四
○
六
番
歌
の
前
の
詞
書
の
書
き
方

（
マ
マ
）

（
大
倉
山
本
は
四
四
三
の
詞
書
「
日
吉
社
に
・
・
…
・
懐
」
と
四
○
六
の
題
「
寄
花
無
常
」
と
を
一
続
き
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
）
、
そ
し
て
島
原
本
に
多
い

見
せ
消
ち
訂
正
箇
所
等
に
よ
れ
ば
、
大
倉
山
本
が
島
原
本
を
転
写
し
た
こ
と
は
あ
り
得
て
も
、
そ
の
逆
は
あ
り
得
な
い
。

１
現
存
本
文
の
錯
乱

現
存
す
る
「
人
家
集
」
の
本
文
に
錯
乱
や
脱
落
の
あ
る
こ
と
は
、
本
文
を
一
見
す
れ
ば
明
白
と
思
う
が
、
念
の
た
め
証
例
を
挙
げ
て
若

干
の
付
言
を
試
ゑ
る
。
引
用
本
文
と
歌
番
号
は
後
掲
の
翻
刻
に
よ
る
が
、
歌
番
号
は
か
つ
て
水
沢
氏
の
付
さ
れ
た
も
の
と
同
一
で
あ
る
。

Ｈ
作
者
名
が
掲
げ
ら
れ
て
、
そ
の
後
に
題
・
詞
書
お
よ
び
歌
が
続
か
な
い
例
。

（
例
１
）
二
九
三
の
次
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

道
意
法
師
一
首

安
嘉
門
院
右
衛
門
佐
八
首

文
永
八
年
七
月
七
日
白
河
殿
百
首
に
鴬

一
二
茜
鶯
も
物
う
か
ら
て
や
ふ
く
か
せ
の
（
後
略
）

三
、
錯
簡
小
考

’

‐
１
１
１
１
■
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
凸
１
１
１
‐
４
１
１
‐
・
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ｉ
‐
Ｌ
‘
ｌ
Ｉ
ｌ
ｂ
ｒ
・
Ｉ
ｄ
１
１
１
１
１

’
一
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人家和歌集（福田）

本
集
は
、
か
つ
て
も
一
言
し
た
（
前
記
拙
稿
・
拙
蒋
）
し
一
見
し
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
作
者
別
に
類
聚
し
て
一
人
の
作
を
一
箇
所

に
集
め
、
作
者
の
地
位
身
分
に
よ
っ
て
巻
を
分
け
て
ゐ
る
」
の
で
あ
っ
て
、
作
者
別
に
集
め
ら
れ
た
歌
群
（
一
首
ま
た
は
二
首
以
上
）
の
前

に
、
い
わ
ば
小
見
出
し
（
以
下
、
標
記
も
し
く
は
標
目
と
呼
ぶ
）
と
し
て
「
誰
某
何
首
」
と
記
す
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に

「
道
意
法
師
一
首
」
と
の
承
あ
っ
て
そ
れ
に
相
当
す
る
歌
と
そ
の
題
も
し
く
は
詞
書
が
な
い
の
は
不
審
で
、
元
来
「
安
嘉
門
院
右
衛
門
佐

八
首
」
へ
続
い
て
い
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

口
題
も
し
く
は
詞
書
が
あ
っ
て
、
そ
の
次
に
そ
れ
に
相
当
す
る
歌
の
な
い
例
。

（
例
２
）
毛
一
の
次
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
一
三
花
は
猶
心
も
し
ら
す
は
る
の
よ
の

（
例
３
）
三
宝
の
次
も
同
様
で
あ
る
。

作
者
の
地
位
身
分
に
よ
っ
て
巻
を
分
け
て
ゐ
る
」
の
で
あ
っ
て
、
作
者
別
に
集
め
ら
れ
た
歌
群

わ
ぱ
小
見
出
し
（
以
下
、
標
記
も
し
く
は
標
目
と
呼
ぶ
）
と
し
て
「
誰
某
何
首
」
と
記
す
体
裁
を
と
つ

法
師
一
首
」
と
の
承
あ
っ
て
そ
れ
に
相
当
す
る
歌
と
そ
の
題
も
し
く
は
詞
書
が
な
い
の
は
不
審
で
、

へ
続
い
て
い
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

も
し
く
は
詞
書
が
あ
っ
て
、
そ
の
次
に
そ
れ
に
相
当
す
る
歌
の
な
い
例
。

Ⅷ
２
）
毛
一
の
次
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

|言
を百前｜

闘駕
｜ さに師大｜
Iね三臣
て首家
そ の

｜ま 百
’、つ 首

|：［

マ
マ
・

題
不
智

文
永
七
年
八
月
十
五
夜
内
裏
五
首
許
秋
曙

全
教
法
師
一
首

（
後
略
）

（
後
略
）

Ｉ
１
１
１
０
Ⅱ
１
０
Ⅱ
０
０
．
口
１
１
４
口
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｐ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
‐
Ｉ
・
‐
■
Ｉ
０
１
Ⅱ
Ⅱ
０
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

’
1

1
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
１
１
卜
－
１
■I
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こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
文
永
七
年
…
．
：
」
も
し
く
は
「
前
関
白
左
大
臣
家
…
…
」
の
詞
書
を
受
け
る
歌
が
右
の
部
分
に
落
ち
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
三
八
の
次
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

（
例
４
）
二
晨
の
次
を
挙
げ
て
み
る
。

こ
れ
ら
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
題
な
い
し
詞
書
が
二
つ
並
記
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
初
め
の
題
・
詞
書
す
な
わ
ち
「
月
前
萩
」
「
秋

の
舟
に
」
に
相
当
す
る
歌
が
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。
例
５
の
場
合
は
、
水
沢
氏
の
翻
刻
で
は
二
禿
の
詞
書
「
浦
月
を
よ
め
る
」
が
他
の

題
・
詞
書
よ
り
一
字
下
げ
て
組
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
前
行
の
「
秋
の
計
に
」
が
「
浦
月
を
よ
め
る
」
を
優
位
に
包
括
し
て
二
元
に
か
か
っ

て
い
る
か
の
如
く
に
も
読
み
取
れ
る
が
、
「
浦
月
・
…
：
」
の
一
行
は
大
倉
山
本
で
も
右
に
示
し
た
よ
う
に
「
秋
の
舟
に
」
と
同
じ
高
さ
に

記
さ
れ
て
お
り
、
不
審
は
消
え
な
い
の
で
あ
る
。

一
一
巨
玉ｌ

（
例
５
）
二

夏
舟
中
に

二
三
す
み
染
の
袖
の
よ
そ
成
あ
や
め
草

月
前
萩

｜

l
i

５
）
三
へ
の
次
も
同
様
で
あ
る
。

秋
の
計
に

浦
月
を
よ
め
る

一
三
九
秋
の
よ
の
月
に
は
つ
ら
き
煙
と
も
（
後
略
）

二
晨
の
次
を
挙
げ
一

（
後
略
）

ｊ
■
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
１
１
■
１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
ｌ
Ｌ
０
Ｆ
ｌ
■
■
■
１
１
１
１
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

１
１
１

’
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人家和歌集（福田）

題
も
し
く
は
詞
書
同
志
が
続
い
て
初
め
の
題
・
詞
書
を
受
け
る
歌
が
脱
け
て
い
る
と
い
う
、
同
様
な
ケ
ー
ス
は
、
右
の
他
に
三
奎
・
二
一
．

三
舌
・
四
三
の
各
歌
に
続
く
部
分
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
一
重
の
如
き
は
、
一
見
何
の
問
題
も
な
い
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
よ
く
見
る
と

題
（
海
辺
時
雨
）
と
歌
と
が
合
っ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
に
本
又
錯
乱
の
疑
が
あ
る
。

日
各
歌
人
の
入
集
歌
数
が
、
標
目
す
な
わ
ち
各
人
の
歌
群
の
冒
頭
に
作
者
名
に
続
け
て
記
さ
れ
た
も
の
と
相
違
す
る
か
に
見
え
る
例
。

（
例
６
）
三
の
次
に
「
前
大
僧
正
澄
覚
十
五
首
」
と
あ
る
が
、
続
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
三
Ｉ
ｇ
の
九
首
で
あ
っ
て
（
か
っ
こ

一
茜
・
美
‐
’
淫
は
確
か
に
澄
覚
の
歌
で
あ
る
。
後
掲
本
文
脚
注
参
照
）
、
ｇ
の
次
に
は
次
の
作
者
名
「
権
律
師
円
勇
十
五
首
」
が
来
て
い

四
巻
十
に
お
け
る
作
者
の
順
序

現
存
三
巻
の
う
ち
、
巻
八
・
九
の
両
巻
の
作
者
は
僧
侶
の
み
で
あ
る
が
、
巻
十
に
は
女
子
と
僧
侶
が
混
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一

応
現
存
本
の
作
者
表
記
に
従
っ
て
巻
十
の
構
造
を
追
っ
て
行
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
、
便
宜
標
記
の
下
に
該
当
す
る
歌
番

号
と
必
要
な
注
記
と
を
加
え
て
お
く
。

こ
う
し
た
例
は
、
巻
十
の
首
尾
す
な
わ
ち
式
乾
門
院
御
厘
・
平
親
清
女
妹
の
ケ
ー
ス
を
含
め
て
、
全
体
に
甚
だ
多
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い

て
か
つ
て
水
沢
氏
（
前
記
翻
刻
の
解
題
）
は
、
例
６
の
澄
覚
に
つ
い
て
「
十
五
首
と
あ
る
が
実
際
に
は
九
首
で
あ
る
」
と
い
う
風
に
、
歌
数

に
誤
写
も
し
く
は
誤
記
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
例
が
多
け
れ
ば
、
本
文
の
錯
乱
も
し
く
は
脱
落
を
疑
う
べ
き

で
あ
る
。 （

例
７
）
温
の
次
に
「
禅
空
上
人
五
首
」
と
あ
る
が
、
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
の
は
茎
・
美
の
二
首
に
過
ぎ
な
い
。

（
例
８
）
尖
の
次
に
「
順
真
法
師
三
首
」
と
あ
る
が
、
次
の
作
者
名
「
心
海
上
人
六
首
」
の
前
ま
で
続
く
歌
は
全
ｌ
茜
の
八
首
で
あ

る
。

る
0
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今
出
川
院
近
衛
十
三
首

全
教
法
師
一
首
（
三
）

西
円
法
師
三
首
（
雪
工

定
宣
法
師
二
首
（
一
美
‐
一

本
蓮
法
師
三
首
（
一
見

式
乾
門
院
御
厘
廿
二
首
（
一

静
範
法
師
六
首
（
一
笑
’
三
）

源
勝
法
師
一
首
（
三
一
ｌ
一
美
、
不
審
）

安
嘉
門
院
高
倉
三
首
（
一
毛
’
一
麦
）

今
出
川
院
近
衛
十
三
首
（
一
見
一
ざ
’
三
の
十
二
首
し
か
な
い
こ
と
に
な
り
、
か
つ
垂
の
後
の
部
分
の
不
審
は
口
に
例
２
と
し
て
挙
げ
た
）

猶
貞
法
師
二
首

宝
遍
法
師
二
首

玄
覚
法
師
四
首

室
町
院
中
納
言
二
首
（
一
見
一
毛
Ｉ
一
夫
の
十
二
首
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
不
審
で
あ
る
が
、
一
空
・
一
若
は
水
沢
氏
も
指
摘
さ
れ
た
通
り
定
円
の
作
で

上
海
法
師
三
首
三
夫
ｌ
一
美
）

あ
る
）

遍
法
師
二
首
（
三
’
三
一
）

覚
法
師
四
首
（
一
見
一
三
’
一
三
の
二
十
三
首
の
よ
う
で
あ
る
が
、
一
言
と
一
三
と
の
次
に
錯
乱
・
脱
落
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
口
の
例
４
．
例
３
で

述
べ
た
。
ま
た
、
言
査
一
男
・
一
三
・
一
三
一
は
勅
撰
集
そ
の
他
に
よ
っ
て
式
乾
門
院
御
匡
の
作
、
一
三
・
一
元
・
一
三
は
同
様
に
尚
侍
家
中
納
言
Ⅱ
典
侍
親
子

朝
臣
の
作
と
判
る
。
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、
水
沢
氏
も
気
づ
い
て
お
ら
れ
る
）

で
あ
る
）

（
一
壱
六
－
一
七
七
）

（
一
見
一
天
’
一
灸
の
九
首
と
な
り
、

（
一
七
三
ｌ
一
七
垂
）

（
一
丸
丸
’
二
一
つ
） （

一
見
画
工
豊
の
五
首
し
か
な
く
、
そ
の
不
審
は
国
に
ふ
れ
た
）

不
審
で
あ
る
が
、
一
尖
は
後
掲
本
文
の
脚
注
に
示
す
通
り
中
納
言
典
侍
Ⅱ
典
侍
親
子
朝
臣
の
作
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人家和歌集（福田）

法
眼
覚
基
三
首
酋
呉
‐
望
ｅ

法
眼
源
承
三
首
（
一
見
豐
一
ｌ
空
毛
の
十
七
首
と
な
る
が
、
雲
一
・
豐
四
は
鷹
司
院
帥
の
歌
で
あ
り
、
一
方
源
承
の
少
く
と
も
二
首
は
三
平
一
三
に
あ
っ
た
）

平
親
清
女
妹
七
首
（
一
見
酉
交
’
三
一
の
三
十
五
首
と
な
る
が
、
四
毛
．
四
先
・
窒
一
は
法
印
源
全
の
名
の
下
に
見
え
る
四
只
と
共
に
実
伊
の
作
、
四
突
・
四
究

澁
三
は
後
深
草
院
弁
内
侍
の
作
）

巻
八
・
九
が
僧
侶
し
か
収
め
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
巻
十
で
は
右
に
首
尾
を
示
し
た
よ
う
に
女
子
群
と
僧
侶
群
と
が
頻
繁
に
交
代
し

て
お
り
、
し
か
も
そ
の
交
代
の
行
わ
れ
る
箇
所
で
は
殆
ん
ど
常
に
本
文
の
連
続
に
不
審
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｈ
１
日
ほ
ど
に
は

客
観
的
で
な
い
に
し
て
も
、
少
く
と
も
現
存
本
の
巻
十
に
何
ら
か
の
錯
乱
や
脱
落
の
あ
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る
、
相
当
に
有
力
な
徴
証
で
あ

園
僧
侶
の
順
序

次
に
、
本
集
に
採
ら
れ
た
僧
侶
の
官
位
表
記
も
し
く
は
称
号
に
着
目
し
て
承
る
と
、
巻
八
は
前
大
僧
正
に
始
ま
っ
て
以
下
権
律
師
・
法

橋
と
、
こ
の
順
に
三
種
で
一
応
す
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
巻
九
で
は
上
人
ｌ
法
師
ｌ
上
人
ｌ
法
師
ｌ
権
僧
正
Ｉ
前
権
僧
正
ｌ
法
師
と
な
っ

て
い
て
、
や
や
乱
れ
た
感
じ
が
あ
り
、
巻
十
で
は
更
に
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
円
で
も
問
題
に
し
た
現
存
本
に
お
け
る
巻
十

ろ
う
。

寂
忍
法
師
三
首
（
一
美
‐
一
三
）

寂
音
法
師
二
首
（
一
見
一
三

法
印
尊
家
二
首
酋
邑
１
塁
）

法
印
公
宗
二
首
（
一
見
窒
一
土
豐
の
四
首
と
な
り
、
不
審
）

法
眼
有
海
二
首
（
塁
〈
ｌ
圏
ち

（
中
略
）

’
三
’
三
〈
の
五
首
の
よ
う
で
あ
る
が
、
一
三
・
一
三
は
水
沢
氏
や
拙
稿
が
指
摘
し
た
よ
う
に
源
承
の
作
で
あ
る
）
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の
構
成
を
、
一
応
各
標
記
の
作
者
を
信
じ
て
、
今
度
は
作
者
の
身
分
別
に
全
部
羅
列
し
て
承
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

女
子
（
西
一
‐
一
豐
）
ｌ
法
師
（
一
呉
ｌ
一
美
）
ｌ
女
子
（
一
考
’
一
三
ｌ
法
師
三
一
工
尖
）
ｌ
女
子
（
一
全
‐
夷
）
Ｉ
法
師
（
一
究
‐
一
三
）
１

１
法
眼
（
一
三
‐
一
雲
）
ｌ
権
僧
正
（
一
更
’
三
）
ｌ
女
子
（
一
三
’
一
兵
）
ｌ
法
師
（
一
禿
‐
一
二
の
次
）
ｌ
女
子
（
一
語
‐
一
曼
、
後
文
参
照
）
ｌ

法
師
（
一
堯
‐
三
）
ｌ
女
子
（
一
三
’
一
三
）
ｌ
法
師
（
一
三
ｌ
一
言
）
ｌ
権
大
僧
正
（
一
三
‐
三
）
ｌ
法
印
実
一
二
究
）
Ｉ
権
少
僧
都
（
皇

‐
皇
）
Ｉ
法
眼
會
〒
里
）
ｌ
法
印
西
三
‐
豐
巴
ｌ
女
子
（
空
干
豐
さ
ｌ
法
印
（
窟
？
酉
豐
）
ｌ
法
眼
言
不
酉
杢
、
但
し
雲
一
以
下

に
つ
い
て
は
四
参
照
）
Ｉ
女
子
（
空
父
’
三
一
、
但
し
実
七
以
下
に
つ
い
て
は
四
参
照
）

し
か
も
右
に
「
女
子
」
と
か
「
法
師
」
と
か
一
括
し
た
一
群
の
中
に
実
は
他
の
群
（
女
子
に
対
し
て
法
師
や
法
印
と
か
法
眼
に
対
す
る
女
子
と

か
）
の
作
者
が
入
っ
て
い
る
と
他
の
撰
集
等
で
判
明
す
る
ケ
ー
ス
の
あ
る
こ
と
は
四
で
も
ふ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
そ
の
例
を
挙
げ

る
と
、
「
新
院
弁
内
侍
十
一
首
」
と
標
記
さ
れ
て
い
る
歌
群
三
〒
一
曼
）
の
中
で
、
少
く
と
も
二
翌
一
三
・
三
七
の
三
首
は
、
水
沢
氏
も
注
し

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
法
印
も
し
く
は
前
大
僧
正
良
覚
の
作
で
あ
る
。

こ
う
し
た
例
は
他
に
も
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
群
の
内
部
に
立
入
ら
な
く
と
も
、
右
に
示
し
た
巻
十
の
構
造
を
一
見
し
た
だ
け
で
、
一

応
の
不
審
は
生
ず
る
。
本
文
の
錯
乱
を
疑
う
客
観
性
は
四
よ
り
更
に
弱
く
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
四
と
併
せ
て
考
え
た
と
ぎ
、
元
来
は
僧
侶

と
女
子
と
が
別
々
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
の
承
で
な
く
、
僧
侶
は
僧
位
僧
官
等
の
称
号
別
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
更
に

言
え
ば
そ
れ
が
一
定
の
順
序
で
、
恐
ら
く
僧
正
・
法
印
あ
た
り
を
先
頭
に
、
僧
都
・
律
師
と
法
眼
・
法
橋
と
の
順
序
は
検
討
の
余
地
が
あ

る
か
も
知
れ
ず
「
上
人
」
と
い
う
の
も
位
置
に
問
題
は
あ
る
が
、
「
法
師
」
と
の
み
記
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
凡
僧
を
最
後
に
置
い
て
、
一

定
の
規
準
に
よ
る
配
列
を
と
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
そ
う
な
る
と
巻
十
に
見
ら
れ
る
混
乱
は
巻
九
か
ら
更
に
巻
八
と
も
関

係
し
て
、
現
存
本
の
祖
本
（
成
立
当
初
の
原
本
と
は
限
ら
な
い
）
が
あ
る
時
期
に
こ
の
三
巻
に
わ
た
る
か
な
り
大
き
な
錯
簡
（
そ
れ
に
後
述
か

ら
明
ら
か
な
如
く
脱
落
も
）
を
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

－ 8 0 －



人家和歌集（福田）

十
三
六
二
首

と
、
い
か
に
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
れ
と
四
あ
る
い
は
国
に
言
及
し
た
事
実
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
現
存
本
の
巻
十
に
は
元
来
巻

八
も
し
く
は
巻
九
に
入
っ
て
い
た
歌
が
か
な
り
混
入
し
て
い
る
こ
と
を
疑
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
と
こ
の
集
の
構
成
や
題
号
と

を
勘
案
す
れ
ば
、
巻
十
は
元
来
女
子
の
み
か
ら
成
り
、
僧
侶
の
歌
は
巻
八
・
九
の
両
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
原
形
に
つ
い
て
の
そ
れ
以
上
の
推
測
は
、
項
を
改
め
て
述
べ
る
。

２
、
復
元
推
測
の
手
が
か
り

前
項
の
指
摘
・
考
察
に
よ
っ
て
、
現
存
本
の
本
文
に
恐
ら
く
は
祖
本
の
錯
簡
（
そ
れ
に
あ
る
い
は
脱
落
も
）
に
よ
る
錯
乱
も
し
く
は
欠
脱

の
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
の
で
、
次
に
は
そ
れ
を
原
形
に
復
元
す
べ
く
、
そ
の
手
が
か
り
を
考
え
て
ぷ
た
い
。

そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
筆
者
は
以
下
の
よ
う
な
事
実
を
規
準
と
し
て
採
用
し
あ
る
い
は
想
定
す
る
。

’ ㈹
現
存
三
巻
の
構
成

最
後
に
、
現
存
三
巻
に
収
め
ら
れ
た
歌
数
を
見
る
と
、

前
項
の
日
に
対
応
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
挙
げ
た
例
６
で
言
え
ば
、
そ
こ
に
注
し
た
と
こ
ろ
か
ら
二
ｌ
巴
の
九
首
は
前
大
僧
正
澄
覚
の

ィ
、
作
者
名
表
記
の
下
に
付
さ
れ
た
入
集
歌
数
は
信
じ
得
る
も
の
で
、
現
存
本
の
実
態
が
そ
れ
と
合
わ
ぬ
箇
所
に
は
、
錯
乱
も
し
く

巻
八
七
二
首

九
六
八
首

は
欠
脱
が
あ
る
。

’

’

｜
I
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こ
れ
は
、
す
で
に
水
沢
氏
（
前
記
解
題
）
も
部
分
的
に
採
っ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
前
項
四
な
ど
に
も
一
部
示
し
た
よ
う
に
、

こ
れ
に
よ
っ
て
現
存
本
の
錯
乱
を
指
摘
で
き
る
箇
所
は
多
く
、
か
つ
右
に
公
朝
に
つ
い
て
ふ
れ
た
よ
う
に
、
あ
る
程
度
ま
で
本
文
復
元
の

手
が
か
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
三
一
は
後
島
羽
院
二
条
の
歌
で
あ
る
が
、
彼
女
の
名
が
標
目
の
中
に
見
え
な
い
こ
と
は
、
現

存
本
文
に
欠
脱
が
あ
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る
。

｜
ロ
、
中
世
の
他
の
撰
集
や
定
数
歌
・
歌
合
な
ど
に
見
え
る
歌
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
に
記
さ
れ
た
作
者
名
を
尊
重
す
る
。

一
方
、
例
７
に
示
し
た
「
禅
空
上
人
五
首
」
と
あ
っ
て
一
見
二
首
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
や
巻
十
の
首
尾
の
「
式
乾
門
院
御

厘
廿
二
首
」
「
平
親
清
女
妹
七
首
」
の
例
な
ど
、
前
項
日
で
指
摘
し
た
よ
う
に
本
文
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
、
や
や
具
体
的
に
は

円
に
列
挙
し
た
折
に
も
記
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
箇
所
の
復
元
に
は
、
他
の
規
準
を
も
併
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

歌
と
認
め
て
よ
さ
そ
う
な
の
で
、
彼
の
作
が
ｇ
の
後
に
更
に
六
首
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
通
り
の
例
は
他
に
は
な
い
が
、
巻

十
に
「
権
大
僧
正
公
朝
廿
八
首
」
と
あ
っ
て
一
毛
平
三
一
の
八
首
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
部
分
は
、
こ
れ
に
類
す
る
。
但
し
そ
の
八
首
の

中
で
他
書
に
よ
っ
て
公
朝
の
作
と
確
認
で
き
る
の
住
一
三
の
み
で
あ
り
、
一
方
四
面
に
彼
の
作
が
あ
る
の
で
、
現
存
本
で
公
朝
の
作
と
さ
れ

て
い
る
歌
群
（
一
毛
千
三
一
）
の
末
尾
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
三
台
以
後
の
ど
こ
か
ら
空
西
以
前
の
ど
こ
へ
続
く
べ
き
か
は
、

て
い
る
歌
群
（
一
三
‐
三
一
）
の
末
匡

こ
れ
だ
け
で
は
推
定
で
き
な
い
。

こ
れ
は
、
イ
・
ロ
の
規
準
に
よ
っ
て
本
文
に
錯
乱
・
欠
脱
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
「
前
大
僧
正
公
豪
九
首
」
（
一
ｌ
お
や
「
前
大
僧
正
隆

ハ
、
一
人
の
作
者
の
歌
は
「
誰
某
何
首
」
と
い
う
標
記
の
下
に
一
箇
所
に
集
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
各
人
の
歌
群
自
体
は
四

季
恋
雑
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

’
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弁
十
七
首
」
（
三
ｉ
－
さ
、
特
に
「
権
律
師
円
勇
十
五
首
」
念
一
‐
芸
）
か
ら
帰
納
さ
れ
る
も
の
で
、
本
文
に
錯
乱
が
あ
る
巻
十
の
中
で
、
ロ
の

規
準
に
よ
っ
て
知
っ
た
各
歌
の
作
者
が
同
一
人
と
な
る
群
に
お
い
て
も
、
こ
の
法
則
は
当
て
は
ま
る
。
例
え
ば
「
鷹
司
院
帥
州
五
首
」
と

あ
る
歌
群
は
現
存
本
の
形
態
で
は
二
十
五
首
（
一
美
‐
一
臺
）
し
か
な
く
て
前
項
日
の
不
審
が
あ
り
、
規
準
イ
に
よ
っ
て
検
討
す
べ
き
箇
所
で

あ
る
が
、
規
準
ロ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
中
の
一
実
１
一
三
の
十
六
首
は
目
下
他
書
に
見
ら
れ
な
い
一
三
ｌ
云
一
の
三
首
を
除
い
て
藻
壁
門
院
少
将

の
歌
で
、
し
か
も
こ
の
十
六
首
は
四
季
恋
雑
の
順
に
並
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
法
則
〈
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
現
存
本
が
「
鷹
司
院
帥
州
五
首
」
と
標
記
し
て
い
る
歌
群
を
見
る
と
、
一
妄
ｌ
三
毛
は
春
か
ら
夏
へ
か
け
て
季
節
の
順
に

並
ん
で
い
る
の
に
、
一
実
に
至
っ
て
夏
か
ら
春
へ
戻
っ
て
お
り
、
今
用
い
て
い
る
規
準
に
合
わ
な
い
。
今
の
場
合
三
穴
が
鷹
司
院
帥
の
作
で

な
い
こ
と
は
、
た
ま
た
ま
他
書
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
が
、
た
と
え
そ
う
し
た
明
証
が
な
く
と
も
、
一
天
ヤ
ー
実
の
間
が
元
来
続
く
も

の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
規
準
〈
か
ら
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
右
の
考
証
（
決
め
手
と
し
て
は
規
準
ロ
）
に
よ
っ
て
一
実
’
一
三
の
十
六
首
は
藻
壁
門
院
少
将
の
作
と
判
明
し
た
が
、
そ
れ
は
一
菫

の
次
に
記
さ
れ
た
「
藻
壁
門
院
少
将
十
六
首
」
と
正
に
符
合
す
る
。
す
な
わ
ち
本
集
に
収
め
ら
れ
た
藻
壁
門
院
少
将
の
歌
は
二
交
’
一
蚕
の

十
六
首
で
あ
っ
て
、
「
冬
冊
に
」
と
詞
書
す
る
一
実
は
彼
女
の
歌
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
現
存
本
の
形
態
を
信
ず
れ
ば
一
美
の
た
だ
一
首
と

な
る
こ
と
は
、
す
で
に
規
準
イ
に
も
反
し
て
い
る
が
、
十
六
首
も
あ
る
筈
の
歌
群
が
冬
の
歌
か
ら
始
ま
る
こ
と
も
〈
の
基
準
か
ら
不
審
と

言
う
べ
く
、
か
り
に
二
交
’
一
臺
が
存
在
し
な
く
て
も
、
二
美
を
藻
壁
門
院
少
将
の
作
と
考
え
る
こ
と
は
、
か
な
り
困
難
で
あ
る
。

こ
の
規
準
〈
を
用
い
る
と
、
他
に
も
何
箇
所
か
錯
乱
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
で
は
そ
う
し
た
箇
所
や
現
象
は
前
項
に
Ｈ

１
田
の
他
に
立
て
て
説
く
べ
き
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
は
論
旨
を
戻
さ
ず
、
問
題
の
箇
所
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
い
。
い
ず
れ

も
規
準
イ
を
も
適
用
す
べ
き
箇
所
で
あ
る
が
、
一
言
ｌ
一
室
の
続
き
、
二
尖
’
一
毫
の
続
き
、
姜
圭
一
実
の
続
き
、
四
面
’
四
宝
の
続
き
な
ど
が
、
こ

の
規
準
か
ら
見
て
元
来
続
い
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
冤
三
は
雑
（
述
懐
の
如
く
で
あ
る
が
、
「
玉
葉
集
」
で
は
釈
教
の
部
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に
入
る
）
、
四
釜
は
秋
で
、
間
の
四
茜
は
雑
（
述
懐
）
と
も
秋
と
も
と
れ
る
か
ら
前
後
い
ず
れ
と
一
続
き
か
は
今
ま
で
の
規
準
だ
け
で
は
決
め

が
た
い
け
れ
ど
も
、
四
茜
が
前
後
ど
ち
ら
か
の
歌
と
は
元
来
続
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
規
準
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

前
半
は
直
観
的
に
明
ら
か
で
、
説
明
不
要
で
あ
ろ
う
。
現
存
本
文
の
錯
乱
の
状
況
か
ら
見
て
、
そ
れ
は
祖
本
の
錯
簡
（
あ
る
い
は
そ
れ

に
加
え
て
欠
脱
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
前
述
）
と
い
っ
た
機
械
的
な
原
因
に
由
来
す
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

後
半
す
な
わ
ち
そ
の
段
階
の
本
が
一
面
九
行
の
冊
子
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
説
明
を
付
し
て
お
く
。

イ
ー
ハ
の
規
準
や
前
項
の
Ｈ
１
日
に
よ
っ
て
現
存
本
文
の
問
題
箇
所
（
元
来
は
続
い
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
）
を
拾
い
出
し
た

上
、
そ
の
間
の
部
分
に
は
錯
乱
欠
脱
が
な
い
と
見
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
前
後
の
問
題
箇
所
ま
で
の
行
数
を
数
え
て
み
る
と
、
次
の
よ
う

な
注
目
す
べ
き
結
果
が
得
ら
れ
る
。
但
し
行
数
の
計
算
に
当
っ
て
は
、
現
存
本
と
同
じ
く
、
作
者
標
記
・
題
・
歌
は
各
一
行
、
詞
書
は
ほ

ほ
現
存
本
の
行
数
で
数
え
た
。

壼
一
歌
’
二
舌
歌

一
室
題
ｌ
一
一
君
の
次

一
美
詞
’
一
毫
歌

二
交
詞
’
二
尖
歌

二
毛
題
ｌ
一
室
の
次

一
重
歌
’
一
一
三
の
次

二
、
現
存
本
文
の
錯
乱
は
祖
本
の
錯
簡
と
そ
れ
に
加
え
て
脱
落
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
、
か
（

原
因
を
作
っ
た
本
は
、
一
面
九
行
の
冊
子
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
八
行

一
八
行

一
八
行

三
六
行

一
八
行

三
六
行
（
一
茜
一
に
つ
い
て
は
前
項
ロ
に
ふ
れ
た
）

か
つ
そ
う
し
た
事
態
を
生
じ
て
錯
乱
の

｜

’
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一
三
〈
題
ｌ
三
宝
歌
一
八
行

三
尖
題
’
二
一
の
次
一
八
行

す
な
わ
ち
、
前
項
の
Ｈ
１
国
（
特
に
Ｈ
１
日
）
や
本
項
の
イ
ー
ハ
に
照
ら
し
て
知
ら
れ
る
現
存
本
文
の
錯
乱
は
、
そ
の
移
動
の
明
ら
か
な

部
分
を
見
る
と
、
常
に
一
八
行
ま
た
は
そ
の
二
倍
の
三
六
行
を
一
続
き
と
し
て
い
る
。
と
言
う
こ
と
は
、
錯
簡
・
脱
落
を
起
し
た
段
階
の

本
が
、
一
八
行
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
八
行
を
一
単
位
と
す
る
写
本
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
紙
一
八
行
の
巻
子
本
か
一
面
九
行
の
冊
子
本
か
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

で
、
中
世
の
歌
集
、
特
に
そ
れ
が
原
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
巻
子
本
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
（
文
献
に
見
る
勅
撰
集
の

例
や
か
っ
て
『
群
書
解
題
』
に
言
及
し
た
「
続
門
葉
集
」
醍
醐
寺
本
の
例
な
ど
）
が
、
本
集
の
場
合
錯
乱
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
本
が
巻
子
本

で
あ
っ
た
と
い
う
根
拠
は
な
い
（
無
論
そ
の
反
対
の
根
拠
も
な
い
）
上
に
、
巻
子
本
で
は
毎
紙
常
に
同
一
行
数
（
し
か
も
紙
の
継
目
に
か
か
っ
た

行
は
な
か
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
）
と
い
う
こ
と
も
や
や
考
え
に
く
い
の
で
、
そ
う
し
た
事
態
は
考
え
な
い
で
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
そ
う
な
る
と
冊
子
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
一
面
一
八
行
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
一
面
九
行
と
推
測
さ
れ
（
そ

の
こ
と
は
巻
九
・
十
の
冒
頭
な
ど
で
補
強
さ
れ
る
）
、
そ
れ
は
中
近
世
に
お
け
る
歌
集
書
写
の
方
式
と
し
て
、
き
わ
め
て
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。

か
く
て
、
現
存
本
文
の
錯
乱
は
、
一
面
九
行
の
本
が
あ
る
段
階
で
生
じ
た
錯
簡
と
欠
脱
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
本
の
装
訂
が

列
帖
で
あ
っ
た
か
袋
綴
で
あ
っ
た
か
は
な
お
検
討
を
要
す
る
け
れ
ど
も
（
末
尾
環
牢
三
一
の
状
況
か
ら
は
列
帖
の
可
能
性
が
高
い
）
、
こ
の
規
準

一
一
を
用
い
る
と
、
現
存
本
文
の
錯
乱
を
復
元
す
る
際
に
イ
ー
ハ
だ
け
で
は
処
理
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
も
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
前
項
口
で
例
５
と
し
て
示
し
た
二
六
の
次
の
部
分
、
「
秋
の
悪
に
」
と
「
浦
月
を
よ
め
る
」
と
の
間
が
切
れ
る
こ
と
は
、
そ
こ

に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
ど
こ
か
ら
「
秋
の
爵
に
」
ま
で
が
一
続
き
な
の
か
と
言
う
と
、
三
の
歌
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
の
間
は
丁

度
一
八
行
で
あ
っ
て
そ
の
間
に
は
切
れ
目
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
な
い
上
、
一
元
の
前
に
「
資
円
法
師
二
首
」
と
あ
る
の
が
一
元
・
一
三
の
二
首
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一
ホ
、
そ
の
他
、

を
指
す
と
考
え
て
何
の
支
障
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
巻
十
の
冒
頭
に
見
え
る
式
乾
門
院
御
匡
の
歌
は
面
一
か
ら
ど
こ
ま

で
か
と
言
う
と
、
こ
の
巻
の
端
作
り
か
ら
数
え
て
九
行
目
の
一
圀
歌
ま
で
で
あ
っ
て
、
一
豐
と
そ
の
詞
耆
は
一
実
と
一
続
き
で
、
某
法
師
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
実
は
規
準
ハ
か
ら
一
応
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
式
乾
門
院
御
厘
が
二
十
二
首
も
入
っ
て

い
る
と
す
れ
ば
春
夏
計
四
首
の
後
に
雑
（
釈
教
）
が
来
る
の
は
早
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
ロ
の
規
準
に
よ
っ
て
三
〈
以
下
に
式
乾
門

院
御
厘
の
歌
が
発
見
さ
れ
、
前
項
口
で
例
４
と
し
て
示
し
た
一
言
の
次
と
一
三
の
詞
書
と
の
間
の
切
れ
目
に
着
目
す
る
と
、
一
三
の
詞
書

「
夏
計
中
に
」
は
一
患
か
ら
直
ち
に
続
く
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
今
度
は
今
の
規
準
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
一
八
行
後
の
一
宝

歌
ま
で
十
一
首
が
一
続
き
に
御
厘
の
歌
と
推
定
さ
れ
（
一
三
と
一
美
と
の
間
の
切
れ
川
は
、
一
三
の
次
の
行
か
ら
逆
に
一
八
行
数
え
て
き
て
も
知
る

こ
と
が
で
き
る
）
、
彼
女
の
歌
は
現
存
本
で
十
五
首
が
確
認
さ
れ
る
（
言
い
か
え
れ
ば
七
首
は
確
認
さ
れ
な
い
）
わ
け
で
あ
る
。
因
承
に
、
一
三
〈

か
ら
三
宝
の
次
行
ま
で
は
規
準
ロ
に
よ
っ
て
尚
侍
家
中
納
言
（
Ⅱ
典
侍
親
子
朝
臣
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
作
者
名
が
現
存
本
の

標
記
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
も
、
現
存
本
に
は
欠
脱
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
が
、
た
だ
前
項
の
国
か
ら
出
る
問
題
に
ふ
れ
て
お
く
と
、
原
形
に
お
け
る
巻
八
・
九

両
巻
の
構
成
と
区
分
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
確
言
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
巻
八
・
九
両
巻
の
各
首
尾
の
部
分
は
原
形
を
止
め
て
い
る
と
仮

定
す
れ
ば
、
巻
八
は
僧
位
僧
官
を
有
す
る
僧
を
（
恐
ら
く
僧
正
ｌ
法
印
ｌ
僧
都
ｌ
法
眼
ｌ
律
師
Ｉ
法
橋
の
順
に
）
、
巻
九
は
上
人
お
よ
び
法
師
す

な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
凡
僧
を
、
そ
し
て
巻
十
は
女
子
を
、
そ
れ
ぞ
れ
収
め
て
い
た
と
推
測
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
凡
僧
や
女

子
の
配
列
に
も
あ
る
程
度
の
規
準
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
大
凡
推
測
し
た
一
斑
は
、
後
掲
復
元
私
案
に
よ
っ
て
察
せ
ら
れ

た
い
・

池
、
前
項
の
倒
国
を
も
念
頭
に
置
き
、

必
要
に
応
じ
て
常
識
的
・
合
理
的
な
推
測
を
行
う
。

■
■
１
１
４
且
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
△
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
・
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｔ
ｌ
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人家和歌集（福円）

３
、
復
元
推
測
の
実
際

今
呵
は
、
以
上
の
よ
う
な
仮
定
・
規
準
に
よ
っ
て
、
で
き
る
限
り
の
復
元
推
測
を
試
ゑ
た
。
そ
の
推
測
は
、
後
掲
翻
刻
本
文
の
切
れ
目

ご
と
に
角
括
孤
に
入
れ
て
注
し
た
上
、
末
尾
に
は
私
案
を
一
覧
表
形
式
で
示
し
た
。
本
文
の
翻
刻
中
、
角
括
孤
内
の
注
記
の
文
末
に
「
。
：

．
：
ヵ
」
と
「
ヵ
」
の
字
を
添
え
た
の
は
推
定
に
多
少
と
も
根
拠
が
不
足
で
あ
る
こ
と
を
、
「
力
」
の
字
を
付
さ
ず
断
定
し
た
の
は
推
定
が

相
当
に
客
観
的
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。

錯
乱
の
多
い
現
存
本
を
翻
刻
す
る
に
当
っ
て
は
、
能
う
限
り
鈴
乱
を
訂
正
復
元
し
て
示
し
た
方
が
よ
い
と
の
意
見
も
あ
ろ
う
が
、
以
上

の
所
説
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
恐
ら
く
は
現
存
本
が
欠
脱
を
有
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
復
元
も
完
全
に
は
で
き

な
い
の
で
、
今
は
現
存
二
本
の
中
で
未
翻
刻
の
島
原
松
平
文
庫
本
（
尤
も
、
前
述
の
よ
う
に
現
存
二
本
は
互
に
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
）
の

姿
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
伝
え
る
こ
と
に
、
一
つ
の
主
眼
を
置
い
た
。

翻
刻
に
際
し
て
取
っ
た
具
体
的
な
方
針
は
、
一
般
の
慣
習
と
違
わ
な
い
つ
も
り
で
あ
る
が
、
末
尾
に
付
し
た
も
の
の
こ
と
を
含
め
て
要

点
を
順
不
同
に
箇
条
書
で
示
せ
ば
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
本
文
は
、
原
則
と
し
て
底
本
（
島
原
松
平
文
庫
本
）
を
忠
実
に
翻
刻
し
た
。
す
な
わ
ち
、
改
行
や
漢
字
仮
名
の
別
、
仮
名
遣
・
送
仮
名

等
は
底
本
の
通
り
で
あ
る
が
、
変
体
仮
名
は
通
常
の
平
仮
名
に
改
め
た
。
漢
字
の
字
体
は
な
る
べ
く
底
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、
若
干
当

用
字
体
等
に
改
め
た
も
の
が
あ
る
。

二
、
歌
頭
に
、
現
存
本
の
配
列
に
従
っ
て
一
連
番
号
を
付
し
た
が
、
こ
れ
は
前
述
の
水
沢
利
忠
氏
が
か
つ
て
付
さ
れ
た
も
の
と
同
一
で
あ

－ 8 7 －



三
、
底
本
の
誤
脱
と
見
ら
れ
る
部
分
で
大
倉
山
本
（
略
称
「
大
本
」
）
そ
の
他
に
よ
っ
て
訂
し
得
る
も
の
は
訂
正
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

四
、
下
段
に
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
大
倉
山
本
と
の
校
異
と
他
の
歌
集
・
歌
書
へ
の
入
集
・
採
録
状
況
な
ら
び
に
そ
こ
に
見
え
る
語
句
と

の
異
同
を
注
し
た
。
そ
の
際
、
勅
撰
集
入
集
歌
に
付
し
た
の
は
国
歌
大
観
番
号
、
「
万
代
集
」
に
つ
い
て
も
筆
者
が
付
し
た
一
連
番
号

で
あ
る
が
、
「
夫
木
抄
」
の
場
合
は
国
書
刊
行
会
本
の
頁
数
で
あ
る
。

五
、
底
本
各
丁
の
表
・
裏
の
終
を
そ
れ
ぞ
れ
」
と
』
で
示
し
、
丁
数
を
付
し
た
。

六
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
考
察
に
よ
っ
て
、
本
文
に
元
来
切
れ
目
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
も
し
く
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
部
分
に
は
○
印

を
挿
入
し
、
そ
の
前
後
に
角
括
孤
に
入
れ
て
錯
乱
復
元
の
推
定
・
推
測
を
記
し
た
。
そ
の
場
合
、
右
に
も
述
べ
た
通
り
〔
・
・
・
、
・
・
へ
続
ク
〕

等
と
あ
る
の
は
筆
者
と
し
て
断
定
的
な
推
定
を
、
〔
．
：
：
．
へ
続
ク
ヵ
〕
等
と
あ
る
の
は
必
ず
し
も
断
定
で
き
な
い
推
測
を
意
味
す
る
。

七
、
各
作
者
名
と
入
集
歌
数
の
標
記
の
下
に
、
そ
の
入
集
歌
の
歌
番
号
を
、
筆
者
の
推
定
・
推
測
に
基
き
、
角
括
孤
に
入
れ
て
示
し
た
。

八
、
末
尾
に
、
現
存
部
分
の
復
元
私
案
の
骨
子
と
初
二
句
お
よ
び
作
者
の
索
引
と
を
付
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
凡
例
的
事
項
は
そ
れ
ぞ
れ
の

冒
頭
に
記
し
た
。

（
追
記
）
校
正
に
際
し
て
二
十
五
年
ぶ
り
に
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
を
訪
ね
、
職
員
山
野
氏
の
お
話
を
伺
っ
て
い
る
う
ち
に
、
大
倉
山
本

は
榊
原
家
旧
蔵
本
（
柵
原
忠
次
旧
蔵
書
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
同
研
究
所
は
昭
和
初
年
に
榊
原
忠
次
旧
蔵
和
書
を
か
な
り
入
れ

た
由
で
あ
り
、
こ
の
「
人
家
集
」
に
は
例
の
蔵
書
印
は
な
い
け
れ
ど
も
、
本
の
外
見
と
島
原
松
平
本
と
の
密
接
な
関
係
と
か
ら
、
こ
れ

も
榊
原
忠
次
旧
蔵
本
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

る
○

必
ず
下
段
に
断
っ
た
。
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人家和歌集（福田）

七
ょ
は
り
行
老
の
ね
ざ
め
の
暁
は
み
る
と
し
も
な
ぎ
夢
そ
は
か
な
き

一
〈
な
か
ノ
、
に
ぬ
る
か
う
ち
に
や
ゑ
す
も
あ
ら
む
う
つ
皇
の
夢
は
さ
む
る
よ
も
な
し

１

垂
此
秋
は
日
か
す
を
そ
へ
て
な
か
月
の
今
日
を
再
ひ
惜
み
つ
る
哉

四
宮
こ
人
と
は
い
恨
永
も
今
さ
ら
に
身
に
し
む
許
秋
風
そ
吹

三
あ
つ
め
を
く
窓
の
螢
よ
今
よ
り
は
衣
の
玉
の
ひ
か
り
と
も
な
れ

前
大
僧
正
公
豪
九
首
〔
一
ｌ
お

前
左
大
臣
家
の
十
首
計
に
帰
鵬

１

２

－
か
り
か
ね
は
秋
と
契
て
帰
ら
ん
老
の
い
の
ち
を
い
か
＆
た
の
ま
む

郭
公
を

一
一
老
か
ょ
に
か
た
ら
ひ
つ
く
せ
郭
公
ふ
る
ぎ
昔
を
し
の
ひ
れ
な
ら
は

人
家
和
詩
集
巻
第
八

懐
旧

暁
夢

題
不
知

閾
九
月
燕

閑
居
秋
風

螢

』
一
ウ
／

五
１
か
ｌ
底
本
「
り
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
か
」
（
可
）

ト
改
ム
。

菫
ｌ
続
拾
遺
釈
教
三
奎
、
五
百
弟
子
品
、
天
台
座
主
公
豪
。

吋
輪
嬢
輔
蘓
一
霞
鮒
柵
弦
月
妖
淵
無
性
垂
濠
か
」

（
可
）
卜
改
ム
。
茜
１
参
照
。
２
ら
ん
ｌ
続
拾
遺
「
と

９
℃
」
ｏ
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三
承
や
ま
に
は
我
を
か
た
ら
ん
時
鳥
ま
た
こ
し
に
す
む
人
し
な
け
れ
は
』
ニ
ゥ

西
も
る
と
も
に
物
や
思
ふ
と
ふ
ふ
へ
ぎ
に
な
き
て
過
ぬ
る
郭
公
か
な

１

三
老
か
身
は
い
つ
も
こ
と
し
と
思
ひ
し
に
む
そ
ち
の
春
を
猶
惜
哉

１

壷
す
ぎ
に
け
る
年
は
六
そ
ち
の
秋
を
へ
て
を
ぎ
そ
ふ
露
は
老
の
涙
か

己
あ
か
月
の
嵐
や
か
は
る
ま
き
の
や
に
お
な
し
時
雨
の
を
と
そ
さ
ひ
し
き

１

な
か
月
の
こ
ろ
は
つ
せ
に
詣
け
る
時
三
輪
山
の
ほ
と
り
に
て

２

二
お
し
ね
ほ
す
ゑ
わ
の
山
田
に
か
り
な
き
て
夕
日
時
雨
る
陛
杉
の
村
立

前
大
僧
正
隆
弁
十
七
首
〔
三
’
一
六
〕

美
月
か
け
も
ふ
け
や
し
ぬ
ら
む
か
ら
さ
き
の
松
吹
風
の
を
と
の
す
め
る
は

プL‘ 〃凡

な
鼻
そ
ち
に
あ
ま
り
う
き
身
の
こ
し
か
た
を
思
ひ
い
つ
る
も
ひ
と
む
か
し
哉

ｌ

身
の
上
そ
ゑ
か
な
ひ
て
か
し
こ
ま
り
申
侍
け
る
つ
い
て
に

２

か
く
許
う
ぎ
こ
と
き
か
ぬ
み
よ
な
れ
は
い
は
ほ
の
中
に
す
む
人
も
な
し
」
ニ
ォ

前
大
僧
正
道
慶
二
首
〔
己
’
二
〕

郭
公

暮
春
を

前
大
僧
正
道
慶
二
首

暁
時
雨
と
い
ふ
こ
と
を

月
を 〔

字
高
マ
、
〕

中
務
卿
親
王
家
百
首
に

九
１
侍
ｌ
底
本
右
傍
補
入
。
２
は
ｌ
底
本
「
や
」
ヲ
兇

セ
消
チ
ト
シ
、
「
は
」
ト
改
ム
。

二
ｌ
新
続
古
今
秋
下
奎
宝
、
題
し
ら
ず
、
前
大
僧
正
道

慶
。
万
代
秋
下
一
玉
〈
、
同
、
同
。
拾
遺
風
体
秋
、
田
家
、

大
僧
正
道
慶
・
１
は
ｌ
底
本
「
い
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、

「
は
」
（
者
）
ト
改
ム
。
２
杉
ｌ
底
本
「
椙
」
ヲ
見
セ
消

チ
ニ
テ
「
杉
」
（
木
篇
二
久
）
ト
改
ム
。

三
１
か
ｌ
底
本
「
り
」
ヲ
兇
セ
消
チ
ト
シ
、
「
か
」
（
川
）

卜
改
ム
。

宝
１
六
Ｉ
底
本
判
読
シ
ガ
タ
キ
草
体
ヲ
兄
セ
消
チ
ト

シ
、
槽
書
二
改
ム
。
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人家和歌集（福田）

宝〃 可
一
一
一
一

一

一
一
一
一

一
一
つ

一
一
一

一一

プし〃、 毛
い
つ
く
に
も
あ
と
を
は
と
め
し
白
雪
の
ふ
る
に
ま
か
せ
て
過
る
身
な
れ
は

昔
ゑ
し
人
も
な
ぎ
さ
に
よ
る
舟
の
我
許
こ
そ
朽
の
こ
る
ら
め

は
ら
か
ら
あ
ま
た
ゑ
ま
か
り
ぬ
る
事
を
思
ひ
て

し
け
か
り
し
草
の
ゆ
か
り
も
か
れ
は
て
、
ひ
と
り
末
葉
に
残
る
白
露

１

文
永
八
年
熊
野
に
ま
う
て
侍
け
る
に
あ
ま
の
か
は

の
ほ
と
り
を
と
を
り
侍
と
て
お
と
こ
や
ま
は
る
か
に

ゑ
え
侍
け
れ
は
』
三
ウ

２
ゞ

こ
皇
に
て
は
雲
ゐ
に
見
え
て
お
と
こ
山
あ
ま
の
川
こ
そ
麓
成
け
り

１

を
の
つ
か
ら
さ
そ
ひ
し
水
も
絶
は
て
坐
身
を
う
ぎ
草
の
よ
る
か
た
を
な
ぎ

む
は
た
ま
の
は
か
な
き
夢
と
き
か
す
と
も
誰
か
ら
の
よ
を
う
つ
上
と
は
み
む

こ
の
世
を
は
い
と
ひ
ば
て
た
る
老
か
承
に
猶
す
み
よ
し
と
思
け
る
哉

ま
つ
ら
舟
と
ま
り
や
近
く
成
ぬ
ら
む
な
み
ち
の
末
に
雲
の
か
ふ
れ
る

１

ゑ
ち
の
く
の
ま
か
ぎ
の
鴫
の
松
そ
ル
デ
も
い
か
て
都
の
人
に
語
ら
ん
」
三
オ

す
み
よ
し
に
ま
う
て
上

述
懐

１旅
謡
に

六
帖
題
嵜
中
に
ふ
れ

題
不
知

茜
Ｉ
夫
木
二
十
山
毫
四
、
前
大
僧
正
隆
弁
、
左
注
、
上
ノ

詞
書
二
酷
似
。
１
か
ｌ
底
本
「
千
」
（
草
体
）
ヲ
見
セ

消
チ
ト
シ
、
「
か
」
（
可
）
卜
改
ム
。
－
１
参
照
。
２
け

り
Ｉ
夫
木
「
け
れ
」
。

毛
Ｉ
続
後
拾
遺
雑
上
己
豐
、
題
し
ら
ず
、
前
大
傾
正
隆

弁
。

言
１
を
ｌ
ア
ル
イ
ヘ
「
そ
」
ノ
誤
写
力
。

天
１
旅
Ｉ
底
本
「
懐
」
ノ
如
キ
字
（
手
篇
二
哀
）
ヲ
兄

セ
消
チ
ト
シ
、
「
旅
」
ト
改
ム
。
四
実
１
参
照
。

元
１
そ
ｌ
大
本
「
に
」
（
耳
）
。
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三
ふ
か
草
を
ほ
か
に
は
間
し
こ
の
里
も
秋
か
せ
ふ
け
は
鶉
な
く
な
り

１

一
三
吉
野
山
桜
に
ま
し
る
峯
の
松
を
の
れ
さ
か
て
も
は
る
や
知
ら
ん

花
を

三
何
事
も
か
は
り
は
て
た
る
い
に
し
へ
の
な
け
き
や
花
に
猶
残
ら
ん

三
思
ふ
こ
と
色
に
は
出
し
中
ノ
、
に
よ
に
随
て
よ
を
は
す
く
さ
ん

前
大
僧
正
澄
覚
十
五
首
三
一
ｌ
ｇ
、
他
六
首
散
侠
ヵ
〕

元
身
に
し
め
て
承
る
も
思
へ
は
あ
は
れ
な
り
月
に
い
か
な
る
契
有
け
ん

一
六
こ
の
ほ
か
に
さ
と
り
は
な
し
と
さ
と
る
こ
そ
心
を
し
れ
る
心
な
り
け
れ

前
大
僧
正
道
勝
三
首
〔
元
’
三
〕
」
四
オ

み
か
象
の
山
に
て
南
海
雲
は
れ
て
月
く
ま
な
く
侍
け
れ
は

１

－
宍
波
と
を
ぎ
南
の
う
ゑ
は
雲
晴
て
ゑ
か
ゑ
の
山
に
す
め
る
月
か
け

あ
さ
く
ま
の
宮
に
ま
う
て
里
月
を
ゑ
て

宅
神
代
よ
り
光
を
と
め
て
あ
さ
く
ま
の
か
鼻
象
の
宮
に
す
め
る
月
か
け

述
懐
丹
に

藤
尾
草
庵
に
て

題
不
知

本
覚
の
こ
上
ろ
を

百
首
謡
の
中
に

』
四
ウ

一
天
ｌ
夫
木
二
十
三
海
七
三
、
み
か
み
山
に
て
南
海
は
れ

て
月
隈
な
く
見
え
け
れ
は
、
南
の
海
百
首
歌
合
、
前
大

僧
正
隆
弁
。
１
め
ｌ
底
本
・
大
本
「
す
」
、
夫
木
抄
ニ

ョ
リ
改
ム
。

毛
ｌ
続
拾
遺
神
祇
西
三
、
神
祇
の
歌
の
中
に
、
前
大
僧

正
隆
弁
。

三
１
ま
１
大
本
「
さ
」
（
底
本
「
万
」
の
草
体
）
。

一
三
ｌ
澄
覚
法
親
王
集
春
、
花
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人家和歌集（福田）

一
天
お
い
ぬ
れ
は
ね
ら
れ
い
ま
シ
に
月
を
み
て
夜
深
き
鹿
を
ひ
と
り
聞
哉

百
首
計
の
中
に
」
五
オ

完
こ
の
こ
ろ
は
を
き
の
は
風
に
ね
さ
め
し
て
む
な
し
く
秋
の
夜
を
の
こ
す
哉

邑
吹
か
せ
の
い
つ
も
身
に
し
む
を
と
羽
山
松
に
は
秋
や
と
ぎ
は
成
ら
ん

〔
以
下
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
三
へ
続
ク
カ
〕

一一一

--上フ肯三丘 茜
誰
ゆ
へ
に
あ
く
か
れ
そ
め
し
山
ち
と
て
我
を
は
よ
そ
に
花
の
ち
る
ら
ん

ロョ
ー

何
と
な
く
な
か
む
れ
は
け
に
う
か
り
け
り
い
ひ
な
ら
は
せ
る
秋
の
夕
く
れ

心
か
ら
な
か
め
て
も
の
を
思
ふ
哉
我
た
め
に
う
き
秋
の
空
か
は

こ
の
秋
も
さ
す
か
命
の
な
か
ら
へ
て
お
な
し
う
ぎ
身
に
月
を
み
る
か
な

・
１

を
ら
て
こ
そ
人
に
も
み
せ
め
鶯
の
な
き
て
う
つ
ろ
ふ
や
と
の
梅
か
ゑ

〔
字
高
マ
、
〕

光
俊
朝
臣
よ
ま
せ
は
へ
り
け
る
百
首
の

秋
計
に

落
花

月
前
鹿

梅
を
よ
め
る

〔
一
酉
カ
ラ
続
ク
〕

権
律
師
円
勇
十
五
首
〔
里
ｌ
妾
〕

○

受
ｌ
澄
覚
法
親
王
集
秋
、
月
前
鹿
。

一
茜
ｌ
続
拾
遣
春
下
一
安
、
山
路
落
花
、
澄
覚
法
親
王
。

現
存
汁
六
人
詩
歌
丙
帖
、
同
、
座
主
宮
。

一
元
Ｉ
澄
覚
法
親
王
集
秋
、
秋
歌
中
に
。

畠
ｌ
壷
三
葉
秋
下
、
秋
歌
に
、
前
権
仙
正
澄
覚
。

美
ｌ
続
拾
遣
秋
上
一
三
、
秋
の
歌
の
中
に
、
澄
覚
法
親

王
。

一
毛
ｌ
澄
覚
法
親
王
集
雑
、
月
前
述
懐
。

望
１
ゑ
１
１
大
本
「
え
」
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豐
時
鳥
秋
の
心
は
ま
た
し
ら
し
何
の
う
れ
へ
に
ね
を
は
な
く
ら
む
』
五
ウ

型
か
す
ゑ
つ
鼻
わ
た
る
日
か
け
も
長
閑
に
て
夕
く
れ
と
を
き
は
る
の
空
哉

|ノL1
－Q－.

〃，、 里
時
わ
か
ぬ
こ
げ
の
衣
の
い
か
な
れ
は
袖
の
み
秋
の
露
を
糸
す
ら
ん

閑
あ
す
か
ら
は
月
日
の
ゆ
へ
は
見
え
ね
と
も
な
か
れ
て
早
き
五
月
雨
の
比

増
く
る
と
ゑ
て
あ
る
へ
き
物
を
年
月
の
う
た
て
我
身
に
つ
も
り
ぬ
る
哉

〔
字
高
マ
、
〕

中
務
卿
親
王
家
当
座
舟
合
に
夏
待
恋

突
夕
た
ち
は
く
る
ふ
た
よ
り
に
成
い
と
も
く
も
る
に
付
て
人
や
こ
さ
ら
ん
」
六
オ

塊
さ
て
も
猶
か
ぎ
り
あ
る
よ
の
契
り
と
て
う
き
に
ま
け
ぬ
は
命
な
り
け
り

舌
行
さ
き
に
こ
ゆ
へ
ぎ
山
は
み
え
わ
か
て
霞
に
う
か
ふ
は
る
の
た
ひ
人

ま
た
れ
つ
る
夕
の
空
に
か
は
ら
ぬ
は
松
の
雨
な
る
山
の
は
の
月

郭
公
を

歳
暮

残
月

題
不
知

恋
の
母
中
に

百
首
計
に

五
月
雨

春
の
舟

棚
鷆
蓄
套
・
’
三
、
恋
の
歌
の
中
に
權
少
僧
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人家和歌集（福田）

空
な
か
ら
へ
て
物
や
思
は
ん
さ
ぎ
の
よ
の
む
く
ひ
の
程
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は

奎
い
て
か
た
ぎ
よ
を
う
ぐ
ひ
す
の
谷
の
と
に
残
て
な
く
や
我
承
成
ら
ん

１

２

廿
八
品
計
中
に
随
喜
品
』
六
ウ

茜
人
っ
て
に
き
シ
わ
た
り
て
も
吉
野
山
あ
た
に
は
花
を
思
ひ
や
は
す
る

君
は
つ
せ
山
こ
す
ゑ
に
あ
ま
る
花
の
色
に
霞
そ
薄
ぎ
は
る
の
あ
け
ほ
の
」
セ
オ

妾
い
け
る
ょ
は
有
に
も
あ
ら
ぬ
身
な
れ
と
も
な
き
人
か
す
に
い
つ
か
と
は
れ
ん

権
律
師
円
範
二
首
〔
君
ｌ
美
〕

垂
一美

い
つ
ま
て
の
な
さ
け
成
け
ん
い
つ
は
り
の
こ
と
の
は
ざ
へ
そ
今
は
恋
し
き

垂
ゆ
き
か
へ
る
雲
の
か
よ
ひ
ち
と
を
く
と
も
お
と
め
の
す
か
た
身
を
は
は
な
れ
し

六
帖
題
計
の
中
に
村
雨

１
２

う
ぎ
雲
の
と
た
え
て
か
上
る
を
の
へ
よ
り
夕
日
に
み
え
て
村
雨
そ
ふ
る

陀
羅
尼
肋
十
羅
刹
女

述
懐
の
心
を

恋
の
舟
に

題
不
知

１

同
法
衆
を
む
す
ひ
て
さ
き
た
つ
を
は
と
ふ
ら
ふ
わ
さ

し
侍
け
る
に
よ
め
る

権
律
師
聖
勝
一
首
〔
美
〕

垂
１
え
ｌ
底
本
「
み
」
（
ミ
）
ヲ
見
セ
淵
チ
ト
シ
、
「
え
」

ト
改
ム
。
二
一
四
１
参
照
。
２
か
壁
Ｉ
底
本
「
よ
坐
」
、
大

本
ニ
ョ
リ
改
ム
。
一
昊
１
参
照
。

美
１
さ
ｌ
底
本
「
き
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
さ
」
卜
改

ム
。

/-、チ茜
草ト1
体シ廿
、-ノ、八

蕊
消四本
チ,-,ヨ
ト行廿
シ書八
、、-ﾉ思
周トー

壽葦蟇

誌
想蓋

天
ｌ
続
拾
遺
恋
五
・
一
室
、
題
し
ら
ず
、
権
律
師
円
範
。

－ 9 5 －



１

歪
と
き
は
山
峯
の
う
き
雲
い
く
か
へ
り
染
ぬ
梢
の
猶
し
く
る
ら
ん
」
八
オ

茜
色
か
は
る
を
野
の
は
き
原
露
を
ち
て
涙
か
す
そ
ふ
は
っ
脇
の
こ
ゑ

杢
そ
こ
と
た
に
し
ら
れ
て
過
る
別
哉
い
つ
く
か
は
る
の
と
ま
り
成
ら
ん

１

２

杢
し
な
は
や
と
思
ふ
心
に
か
な
は
い
や
う
き
を
も
し
ら
ぬ
命
な
る
ら
ん
』
セ
ウ

権
律
師
守
円
二
首
宍
一
丁
菫
〕

莞
し
の
ひ
れ
も
な
か
て
そ
す
ぎ
む
郭
公
卯
花
さ
か
ぬ
堵
ね
な
り
せ
は

１

２

師
匠
身
ま
か
り
て
の
ち
か
の
墓
前
に
て
経
よ
み
侍
と
て

３

台
露
の
み
を
い
か
な
る
風
の
さ
そ
ひ
け
む
あ
は
れ
は
か
な
き
草
の
原
哉

権
律
師
兼
済
一
首
只
一
〕

、
浄
乙

１

い
つ
と
て
も
露
け
ぎ
袖
は
あ
や
し
と
も
思
ひ
そ
わ
か
ぬ
秋
の
夕
く
れ

権
律
師
定
勝
三
首
〔
盃
ｌ
実
〕

時
雨

秋
野
に

秋
夕

題
不
知

述
懐
計
に

郭
公 権

律
師
良
性
二
首
〔
莞
ｌ
否
〕

歪
１
猶
ｌ
底
本
「
於
屍
草
体
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
猶
」

（
草
体
）
ト
改
ム
。

奎
ｌ
し
ｌ
底
本
「
祈
烏
草
体
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
し
」

ト
改
ム
。
空
２
．
孟
一
１
参
照
。

杢
ｌ
続
門
葉
雑
下
、
題
し
ら
ず
、
権
律
師
兼
済
。

な
は
ｌ
続
門
葉
「
ま
か
せ
」
。
２
る
ｌ
底
本
「
さ
」

セ
消
チ
ト
シ
、
「
る
」
（
留
）
卜
改
ム
。

ヨセ/-,き
り消満1
チー、-ﾉま

融鎚
セ、ム本

難塞

燕
ト
シ

、

弓、-ﾉ本ヲ
けトヨ見
一改線セ
トムー消
改。ノチ
ム3如ト
。けキシ

艤臺
本見L

ヲl

見か
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人家和歌集（福田）

１

菫
は
か
な
し
と
い
ふ
許
に
て
そ
む
か
ぬ
や
心
の
と
か
の
う
ぎ
よ
な
る
ら
ん

〔
三
行
余
白
〕

」
九
オ

菫
こ
れ
も
又
む
く
ひ
有
て
や
散
花
に
身
を
も
か
へ
む
と
思
ひ
そ
め
げ
ん

１

三
さ
す
か
又
こ
シ
ろ
に
物
を
わ
け
は
こ
そ
う
き
を
り
ふ
し
の
ね
も
な
か
る
ら
め

法
橋
弁
全
二
首
唱
一
’
三
〕

く
し

参
ナ

１

美
今
日
ま
て
は
何
な
か
ら
へ
て
露
の
承
の
う
ぎ
に
は
き
え
ぬ
命
な
る
ら
ん

権
律
師
全
家
三
首
〔
宅
１
発
〕

春
修
行
に
い
て
ん
と
し
け
る
に
花
を
見
て

１

宅
あ
か
す
承
る
心
を
花
に
と
坐
め
お
き
て
わ
れ
に
も
あ
ら
す
急
ぐ
た
ひ
哉

１春
曙
を

夫
な
か
め
て
も
た
鼻
わ
れ
か
ら
の
つ
ら
さ
に
て
か
こ
つ
か
た
な
ぎ
春
の
曙

ゑ
こ
し
ち
や
は
る
か
に
み
れ
は
あ
ら
ち
山
雲
と
ひ
と
つ
に
積
る
白
雪

１

権
律
師
隆
範
〔
三
〕
』
八
ウ

春
野
中
に

権
律
師
隆
範

述
懐
の
こ
上
ろ
を

題
不
知

百
首
奇
中
に

題
不
知

麦
ノ
次
１
１
．
首
」
ト
ア
ル
ベ
キ
カ
。

菫
１
か
Ｉ
底
本
「
り
」
（
里
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
か
」

（
可
）
ト
改
ム
。

三
１
こ
上
ろ
ｌ
底
本
「
こ
ろ
」
（
一
続
キ
ノ
字
）
ト
シ
、

「
こ
」
ノ
部
分
ヲ
見
セ
消
チ
ニ
テ
「
こ
と
ト
改
ム
。

老
１
急
ｌ
底
本
「
忘
」
ノ
如
キ
字
ヲ
書
キ
（
「
総
ノ
労
」

ト
ハ
読
メ
ズ
）
、
右
二
「
急
」
ト
書
ク
。
一
奎
１
参
照
。

交
１
春
７
‐
底
本
「
松
」
（
篇
ヲ
上
二
置
ク
字
ノ
草
体
）

ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
春
」
（
草
体
）
ト
改
ム
。

葵
１
る
ｌ
底
本
・
大
本
、
字
体
「
か
」
（
可
）
ニ
近
シ
。
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茎
は
る
山
の
煙
と
な
し
て
承
し
人
の
お
も
か
け
さ
ら
す
た
つ
霞
哉

在
世
菩
提
滅
後
凡
夫
同
被
照
摂
取
光
明
の
心
を

茜
く
も
り
行
人
の
心
の
す
ゑ
の
よ
を
昔
の
ま
ま
に
て
ら
す
月
か
け

禅
空
上
人
五
首
〔
き
’
茜
〕

１

呉
ぶ
ち
絶
て
人
も
間
は
れ
は
う
し
と
思
ふ
も
の
か
ら
ゑ
つ
る
庭
の
白
雪

ロ
ー
晟
ノ
次
カ
ラ
続
ク
カ
〕

芸
月
に
猶
の
こ
る
あ
は
れ
も
有
け
り
と
思
ひ
し
ら
す
る
お
き
の
う
は
か
せ
』
九
ウ

円
空
上
人
二
首
〔
菫
ｌ
這
〕

春
の
こ
ろ
み
ま
か
り
に
け
る
人
の
坐
ち
の
わ
ざ
し
て

秋
剖
に

よ
み
侍
け
る

雪初
冬
時
雨
と
い
ふ
こ
と
を

人
家
和
詩
集
巻
第
九

任
弁
法
師
一
首
〔
君
〕

〔
以
下
舌
一
一
統
ク
〕

○

茜
Ｉ
続
拾
遺
釈
教
三
灸
、
在
世
章
提
滅
後
凡
夫

（
以
下
同
上
）
、
円
空
上
人
。

美
１
れ
ｌ
「
ね
」
ノ
誤
力
。
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人家和歌集（福田）

合
あ
は
れ
け
に
う
ぎ
よ
の
夢
を
い
く
た
ひ
か
な
か
ぎ
眠
の
う
ち
に
み
つ
ら
ん

良
位
法
師
二
首
只
一
ｌ
全
〕

支
霧
は
る
ふ
あ
か
し
の
浦
の
秋
か
せ
に
し
ま
か
く
れ
ま
て
月
そ
さ
や
け
き

１

父
藤
原
仲
敏
承
さ
か
り
て
の
ち
昔
に
も
か
は
ら
す

申
へ
き
よ
し
な
と
申
け
る
人
の
返
事
に
」
一
○
オ

２

克
こ
と
の
は
の
露
の
な
さ
け
の
か
上
る
と
も
草
の
か
げ
に
は
し
ら
す
や
あ
る
ら
ん

全
さ
め
て
よ
の
か
す
な
ら
ぬ
身
は
そ
む
か
す
や
す
て
は
や
と
た
に
身
こ
そ
い
は
れ
ね

良
和
法
師
二
首
〔
全
ｌ
茜
〕

夏
奇
に
』
一
○
ウ

会
今
は
坐
や
時
す
ぎ
ぬ
ら
し
郭
公
い
つ
か
間
し
と
人
の
と
ふ
ま
て

△
人
の
よ
に
よ
そ
へ
て
そ
ゑ
る
女
郎
花
た
上
一
時
の
花
の
ち
ぎ
り
を

程
け
さ
よ
り
は
秋
を
へ
た
て
鼻
い
こ
ま
山
よ
そ
に
な
か
め
し
雲
そ
し
く
る
シ

仲
恵
法
師
三
首
〔
天
１
台
〕

浦
月
を
よ
め
る

述
懐

百
首
笥
中
に

題
不
知

〔
字
高
マ
、
〕

平
等
性
智
を

亮
１
さ
Ｉ
底
本
・
大
本
「
さ
」
（
佐
）
ナ
レ
ド
、
「
ま
」
ノ

誤
写
力
。
杏
１
参
照
。
２
に
ｌ
底
本
右
傍
補
入
。
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全
す
み
わ
ふ
る
身
は
中
ノ
、
に
た
ひ
に
て
そ
し
は
し
立
よ
る
や
と
も
有
け
る

全
さ
と
り
入
承
山
か
く
れ
の
草
木
ま
て
心
の
外
の
種
や
な
す
ら
ん

良
心
法
師
二
首
〔
全
ｌ
尖
〕

灸
夜
を
か
さ
ね
上
さ
め
の
空
の
郭
公
老
の
し
る
し
の
は
つ
れ
を
そ
間

尖
い
り
か
た
き
ま
こ
と
の
道
の
せ
き
も
り
は
や
か
て
我
み
の
心
な
り
け
り

順
真
法
師
三
首
〔
令
ｌ
全
〕

落
花
を
よ
め
る

」
一
一
オ

宅
山
に
て
も
猶
う
き
時
の
な
く
さ
め
と
思
ふ
桜
の
い
つ
ち
塗
る
ら
ん

九
一

ル
ー 先

暁
の
と
り
の
は
つ
ね
に
わ
か
れ
き
て
夜
ふ
か
き
月
を
ひ
と
り
承
る
か
な

〔
以
下
続
キ
未
考
〕

〔
富
ノ
次
カ
ラ
続
ク
〕

１

あ
か
月
の
枕
に
な
る
坐
き
り
ノ
、
す
涙
の
下
に
ね
お
や
な
く
ら
ん

ふ
け
ぬ
と
も
思
は
て
よ
は
の
あ
け
い
る
は
月
に
心
や
う
つ
り
は
つ
ら
ん

後
朝
恋

題
不
知

旅
行
の
心
を

暁
郭
公

○

当
１
お
ｌ
「
を
」
ノ
誤
力
。
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人家和歌集（福田）

〔
字
高
マ
、
〕
１

道
親
上
人
身
ま
か
り
て
の
ち
か
の
ふ
る
き
あ
と

に
て
よ
ゑ
侍
け
る

２

（
マ
マ
）

空
う
ゑ
を
き
し
や
と
の
松
こ
そ
ふ
り
に
け
り
昔
の
ぬ
し
や
と
を
ざ
か
る
ら
ん
』
ニ
ウ

奎
我
を
ま
つ
池
の
蓮
に
お
く
露
や
心
の
か
よ
ふ
涙
な
る
ら
ん

茜
と
り
の
ね
に
な
か
き
ね
ふ
り
の
さ
め
ぬ
れ
は
や
か
て
有
曙
の
月
を
典
る
哉

心
海
上
人
六
首
〔
釜
Ｉ
－
ｇ
〕

１深
山
郭
公
を

圭
お
な
し
く
は
我
を
か
た
ら
へ
郭
公
山
深
く
す
む
思
ひ
て
に
せ
ん

１

も
ろ
こ
し
に
わ
た
り
け
る
時
日
本
の
山
も
み
な
ゑ
え
す

突
け
さ
は
又
山
の
は
も
な
く
成
は
て
與
波
の
う
へ
に
そ
雲
も
か
上
れ
る

弟
子
に
て
侍
り
け
る
法
師
の
外
に
ま
か
り
侍
て

ゑ
と
せ
へ
て
か
へ
り
す
む
へ
き
よ
し
い
ひ
お
く
り
て

老
さ
の
承
又
身
の
う
き
度
に
す
み
か
へ
は
と
ま
り
は
つ
へ
ぎ
や
と
や
な
か
ら
ん

寳
池
蓮
花
を

下
輩
観

述
懐
寄
中
に

侍
り
け
れ
は

な
り
侍
に
け
れ
は

」
一
二
オ

,-,体奎
草、1
体判親
、･ﾉ読｜
トショ
スガ観
・ター

奎シノ
1,-ﾉ誤
参ヲ写
照見力
・セ・

消2
チし

卜｜
シ底
、本

雷
司

新へ
L草

妾
１
み
ｌ
底
本
「
と
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
み
」
卜

改
ム
。

私
瞬
柵
劇
椛
蹴
怡
昨
砿
一
栄
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
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一
扇
な
を
さ
り
に
か
へ
ら
ん
程
を
契
哉
命
は
し
ら
ぬ
別
な
れ
と
も

勝
秀
法
師
三
首
〔
三
ｌ
一
宅
〕

正
嘉
二
年
三
月
高
野
山
に
御
幸
の
お
り
ふ
し

１は
な
の
ざ
か
り
に
侍
け
れ
ば

一
皇
宮
こ
人
糸
は
や
す
山
の
桜
花
今
日
こ
そ
物
は
お
も
は
さ
る
ら
め

’
三
老
ぬ
れ
は
月
に
心
も
な
く
さ
ま
す
今
い
く
秋
と
ね
の
み
な
か
れ
て

夫
命
を
は
い
か
成
人
の
惜
ら
ん
う
き
に
は
い
け
る
身
こ
そ
つ
ら
け
れ

金
剛
般
若
経
の
不
應
取
法
不
應
取
非
法
の
心
を

究
い
か
に
せ
む
惜
め
と
あ
た
に
ち
る
花
の
と
ま
ら
ぬ
色
に
と
ま
る
こ
ふ
ろ
を

１

２
３

過
去
心
不
可
得
現
在
心
可
得
未
来
心
不
可
得

一
皀
水
の
お
も
に
や
と
れ
る
月
の
か
け
を
見
て
み
よ
の
佛
の
心
を
そ
し
る
』
三
ウ

円
嘉
法
師
四
首
〔
三
ｌ
己
巴

弓
一
あ
た
ら
よ
の
雨
の
う
ち
に
そ
ふ
け
に
け
る
い
り
か
た
は
る
上
山
の
は
の
月

己
一
お
い
ぬ
れ
は
身
こ
そ
か
な
は
ね
心
を
は
花
承
る
人
に
た
く
へ
て
そ
や
る

別
の
心
を

月
寄
中
に

雨
後
月

百
首
奇
中
に
花

」
一
三
オ

一
室
１
は
Ｉ
底
本
「
は
」
（
波
）
ヲ
見
セ
消
チ
ニ
テ
「
は
」

（
者
）
ト
改
ム
。

忌
ｌ
続
千
載
覇
旅
老
一
、
別
の
心
を
、
円
嘉
法
師
。

一
ｇ
１
心
Ｉ
底
本
「
以
」
（
草
体
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、

降
刺
」
「
制
敏
弘
肝
浬
綱
引
吐
圭
、
「
郭
升
Ⅷ
愉
師
邸
煉
Ｉ

三
ｌ
新
和
歌
秋
、
題
し
ら
ず
、
円
智
法
師
。

夫
ｌ
新
後
撰
雑
中
西
語
、
題
し
ら
ず
、
心
海
上
人
。
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人家和歌集（福田）

一
三
う
き
人
の
か
た
み
と
承
る
も
は
か
な
き
は
身
を
か
へ
て
け
る
蝉
の
羽
衣
」
一
四
オ

三
け
ふ
は
又
誰
を
た
の
め
て
い
そ
の
か
承
ふ
る
に
も
雨
と
秋
の
行
ら
ん

一
男
老
ぬ
れ
は
思
ふ
も
か
な
し
あ
た
ら
よ
の
月
と
花
と
を
い
つ
ま
て
か
ゑ
ん

一
己
吹
風
の
身
に
し
む
ま
て
は
な
け
れ
と
も
け
し
ぎ
秋
な
る
夕
暮
の
空

百
首
野
中
に

一
安
承
る
ま
、
参
に
桜

月
前
花
を

一
実
こ
上
も
猶
う
き
よ
の
中
の
や
と
な
れ
は
い
な
や
心
も
と
ま
ら
さ
り
け
り

同
法
身
ま
か
り
け
る
を
お
く
り
侍
て

一
宅
問
れ
ん
と
思
ひ
し
人
は
さ
き
た
ち
ぬ
わ
か
山
ち
を
は
誰
か
お
く
ら
ん

心
円
法
師
九
首
〔
一
実
’
三
〈
〕
』
二
一
ウ

寄
衣
恋

百
首
寄
中
に

暮
秋
雨

初
秋

修
行
し
侍
け
る
と
ぎ
い
な
や
の
別
所
と
い
ふ
所

１そ
し
は
し
立
よ
り
て
侍
け
る
を
あ
る
し
の
僧
と
鼻

め
げ
る
返
事
に

１

参
に
桜
そ
し
る
き
お
の
へ
成
雲
と
は
人
の
そ
ら
め
成
け
り

一
只
１
ら
ｌ
底
本
「
と
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
ら
」
卜

改
ム
。

｜
実
１
そ
Ｉ
「
に
」
（
耳
）
ノ
誤
写
力
。

－103－



三
一
瀧
の
う
へ
に
又
た
き
つ
せ
の
を
と
す
也
承
ふ
れ
の
山
の
五
月
雨
の
比

三
時
烏
ざ
し
も
や
待
ん
ぎ
か
て
こ
そ
こ
そ
の
秋
よ
り
今
日
ま
て
も
あ
れ

一
禿
さ
く
花
の
つ
ゐ
の
別
は
ざ
も
あ
れ
や
こ
れ
は
あ
る
ょ
に
帰
鴫
か
ね

一
言
よ
そ
に
見
る
心
の
せ
め
て
あ
か
な
く
に
た
ふ
さ
に
げ
か
す
山
桜
哉

１

－
毛
い
は
か
ね
に
玉
も
か
き
し
き
住
吉
の
あ
さ
か
の
浦
の
月
を
み
る
か
な

１

懐
旧
』
一
四
ゥ

一
天
わ
す
ら
れ
ぬ
昔
な
り
け
り
う
し
と
見
し
事
を
あ
ま
た
に
思
ひ
い
て
シ
も

志
遠
法
師
十
首
〔
三
’
三
凸

１
２

三
く
な
を
い
と
ふ
山
の
お
く
に
も
す
ま
れ
ぬ
は
誰
身
に
そ
へ
る
心
な
る
ら
ん

導
世
法
師
二
首
〔
二
了
天
〕

一一一

一一一

垂四三三

ひ
と
り
ね
を
い
か
に
せ
よ
と
て
恋
衣
こ
ろ
も
よ
さ
む
に
成
ま
さ
る
ら
ん

１

待
事
の
と
に
も
か
く
に
も
あ
ら
は
こ
そ
な
か
ら
へ
は
や
と
身
を
も
思
は
め

１

さ
す
か
よ
も
か
く
て
は
と
こ
そ
思
し
に
か
な
は
て
早
く
身
そ
老
に
け
る

春
奇
中
に

郭
公
を

題
不
知

五
月
雨

海
邊
月
を

一
天
ｌ
新
後
撰
雑
中
三
天
、
題
し
ら
ず
、
心
円
法
師
。

１
は
ｌ
新
後
撰
「
や
」
。
２
誰
ｌ
新
後
撰
「
我
」
。

一
西
ｌ
続
拾
遣
雑
中
三
『
題
し
ら
ず
、
心
円
法
師
。

１
か
ｌ
底
本
「
か
」
（
閑
）
ヲ
見
セ
消
チ
ニ
テ
「
か
」

（
加
）
ト
改
ム
。

一
三
１
そ
ｌ
底
本
「
ろ
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
そ
」
卜

改
ム
。

一
毛
１
玉
ｌ
底
本
「
玉
」
（
草
体
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、

「
玉
」
（
槽
書
）
ト
ス
。

一
天
１
旧
ｌ
底
本
「
旧
」
（
正
字
ノ
草
体
）
ヲ
見
セ
消
チ

ト
シ
、
「
旧
」
（
正
字
ノ
行
書
）
ト
ス
。
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人家和歌集（福田）

１

一
二
や
は
ら
く
る
光
は
ち
り
に
ま
し
る
と
も
も
と
の
さ
と
り
の
月
は
く
も
ら
し

〔
以
下
続
キ
末
考
〕

三
〈
あ
く
か
れ
て
立
帰
る
に
そ
思
ひ
し
る
心
の
し
ら
ぬ
心
あ
り
と
は
」
一
五
ウ

資
円
法
師
二
首
口
一
元
’
三
巳

藤
原
信
實
朝
臣
身
ま
か
り
て
後
周
忌
の
日
新
院

弁
内
侍
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

一
元
猶
も
ま
た
つ
ぎ
せ
し
物
を
か
な
し
さ
は
け
ふ
に
は
て
ぬ
と
思
な
す
と
も

１

－
毛
ゆ
く
す
ゑ
を
思
ふ
に
い
た
く
こ
ほ
る
シ
は
う
き
み
の
は
て
や
涙
成
ら
ん

一
茜
し
は
し
こ
そ
忍
ひ
あ
へ
し
か
恋
し
さ
の
外
に
人
め
は
お
ほ
え
さ
り
け
り

一
三
お
の
つ
か
ら
ま
ち
え
た
る
夜
は
も
る
と
も
に
い
か
に
と
い
ひ
て
こ
と
の
は
も
な
し

も
ろ
こ
し
に
と
し
ひ
さ
し
く
あ
り
て
帰
朝
し
て
月
を
見
て

１

２
３

－
美
古
里
の
お
も
か
け
そ
ひ
て
み
し
月
は
又
も
ろ
こ
し
の
か
た
み
成
け
り

竹
雪

」
一
五
オ

ー
菫
ふ
る
雪
を
は
ら
は
し
と
こ
そ
思
へ
と
も
の
き
は
の
竹
の
を
れ
ぬ
へ
け
れ
は

尺
教
を

題
不
知

述
懐

恋
寄
中
に

一
二
１
も
ｌ
底
本
「
こ
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
も
」
卜

改
ム
。

一
美
ｌ
新
後
撰
覇
旅
否
寒
帰
朝
の
後
月
を
見
て
唐
土
の

事
を
思
ひ
出
で
上
よ
み
侍
り
け
る
、
志
遠
上
人
。
１
古

ｌ
底
本
「
旧
」
（
正
字
ノ
草
体
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
古
」

ト
改
ム
。
２
て
ｌ
新
後
撰
「
し
」
・
３
み
し
月
は
ｌ
新

後
撰
「
よ
る
の
月
」
。

一
毛
１
‐
ヱ
ー
大
本
「
ら
」
（
字
形
ヤ
ャ
不
分
明
）
。
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１

－
昊
ほ
か
よ
り
も
我
や
と
に
な
げ
時
鳥
か
坐
る
涙
は
誰
か
塁
す
へ
ぎ

螢

三
七
山
里
の
ま
と
に
螢
を
あ
つ
め
て
も
く
ら
ぎ
心
は
猶
や
ま
よ
は
ん

三
五
見
す
し
ら
ぬ
ょ
坐
の
昔
も
忍
は
れ
て
あ
は
れ
と
そ
恩
ふ
し
か
の
は
な
そ
の

三
四
は
か
な
し
な
野
ば
ら
の
草
の
末
の
露
風
ま
つ
程
の
人
の
あ
は
れ
は

前
権
僧
正
道
玄
八
首
〔
三
’
三
〈
・
一
酉
丁
一
室
〕

一
三
秋
の
よ
の
か
た
ふ
く
月
の
か
け
承
れ
は
あ
は
れ
涙
そ
袖
に
こ
ほ
る
坐

〔
僧
正
某
－
首
以
上
〕
〔
三
〕
〔
ｇ
カ
ラ
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
続
ク
カ
〕

三
た
き
つ
せ
に
三
と
せ
し
ほ
れ
し
こ
け
衣
い
く
よ
を
ふ
と
も
神
な
忘
そ

権
僧
正
定
済
三
首
〔
三
’
三
巴

風
前
惜
落
花
と
い
ふ
こ
と
を

三
ｌ
続
門
葉
春
下
、
百
首
歌
よ
み
け
る
中
に
、
前
大
僧

三
一
か
き
り
あ
れ
は
さ
ら
て
も
今
は
散
花
を
い
か
に
せ
よ
と
て
山
を
ろ
し
の
か
せ
」
実
オ
正
定
済
。

郭
公

無
常
の
心
を

山
早
秋

名
所
花
を

月
催
涙

○

』
一
六
ウ

三
〈
１
か
ｌ
底
本
「
よ
」

改
ム
。
五
一
１
参
照
。

一
三
ｌ
続
拾
遣
雑
春
盟
七
、

心
を
、
前
大
僧
正
道
玄
。

ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
か
」
卜

お
な
じ
〔
故
郷
花
と
い
ふ
〕
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人家和歌集（福田）

西
一
氷
せ
し
山
の
た
き
つ
せ
お
と
た
て
↓
畠
玉
ち
る
程
に
春
風
そ
吹

一
ｇ
わ
す
れ
し
の
契
り
は
か
り
を
か
こ
と
に
て
さ
す
か
に
た
の
む
く
れ
そ
は
か
な
き

〔
一
行
余
白
〕

」
一
七
オ

三
充
秋
の
よ
の
月
に
は
つ
ら
き
煙
と
も
猶
こ
り
す
ま
の
あ
ま
そ
塩
や
く

１

三
八
白
露
も
お
ぎ
こ
そ
あ
へ
ね
う
ち
な
ひ
く
み
さ
か
の
山
の
秋
の
朝
か
せ

春
舟
の
中
に

百
首
崎
に

恋
副
中
に

浦
月
を
よ
め
る

秋
の
舟
に

１

人
家
和
詞
集
巻
十

式
乾
門
院
御
匡
廿
二
首
〔
一
空
’
一
窟
・
一
菫
’
一
三
、
他
七
首
散
快
ヵ
〕

道
妙
法
師
一
首
〔
西
白

〔
ア
ル
イ
竺
一
空
ノ
次
カ
ラ
続
ク
カ
〕

〔
以
下
一
酉
一
へ
続
ク
〕

○

１
十
ｌ
上
二
「
第
」
脱
ヵ
。

二
六
１
み
さ
ｌ
底
本
「
き
」
ヲ
兇
セ
汕
チ
ト
シ
、
「
み
さ
」

ト
改
ム
。
大
本
「
く
さ
」
。
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１

－
受
ま
つ
こ
と
の
今
ゆ
く
す
ゑ
に
あ
り
と
て
も
た
陽
さ
は
か
り
の
夢
の
よ
の
中
」
一
八
オ

１
人
ツ
ム

一
望
袖
ぬ
る
坐
野
さ
は
の
わ
か
な
今
日
そ
摘
昔
の
春
の
わ
す
れ
か
た
み
に

一
零
ょ
の
中
の
人
か
す
な
ら
て
す
く
す
み
を
す
て
歩
も
ゆ
か
ぬ
年
の
暮
哉

一
異
ひ
と
こ
ゑ
に
思
ひ
そ
す
つ
る
郭
公
ま
た
れ
し
程
の
う
さ
も
つ
ら
さ
も

〔
某
法
師
一
首
以
上
〕
〔
一
豐
〕
〔
以
下
続
キ
未
考
〕

１

金
剛
般
若
経
中
に
法
当
應
捨
何
況
非
法
』
一
七
ウ

２

－
豐
身
の
う
さ
の
あ
は
れ
な
ぐ
さ
む
月
を
た
に
つ
も
れ
は
老
と
猶
い
と
ふ
か
な

静
範
法
師
六
首
〔
雲
’
三
〕

一
豐
郭
公
ぎ
な
か
ぬ
ょ
を
や
恨
み
ま
し
身
を
卯
の
花
の
か
き
ね
な
ら
す
は

一
患
五
月
雨
と
物
思
ふ
空
の
郭
公
お
な
し
心
に
な
か
ぬ
夜
そ
な
き

〔
以
下
二
霊
へ
続
ク
〕

１

－
要
あ
は
す
は
と
思
ひ
し
ろ
と
も
玉
の
緒
の
な
と
な
か
ら
へ
て
恋
し
か
る
ら
ん

述
懐

歳
暮
の
爵
と
て

初
郭
公
を

郭
公
を

恋
の
野
中
に

○

一
望
１
況
ｌ
底
本
・
大
本
「
院
」
、
今
改
ム
。
一
三
１
参
照
。

２
は
Ｉ
底
本
「
る
」
（
留
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
は
」

（
者
）
ト
改
ム
。

一
現
１
今
ｌ
底
本
「
入
よ
」
（
字
形
不
分
明
）
ヲ
見
セ
消

チ
ト
シ
、
「
今
」
ト
改
ム
。

西
－
１
ツ
ム
（
ル
ビ
）
Ｉ
大
本
ナ
シ
。

一
受
１
緒
Ｉ
底
本
「
尾
」
ヲ
見
セ
消
チ
ニ
テ
ト
シ
、
「
緒
」

卜
改
ム
。

－108－



人家和歌集（福田）

１

－
菱
墓
な
し
や
夢
の
う
ち
に
て
す
く
す
よ
を
う
つ
上
と
急
ぐ
と
し
の
く
れ
哉

〔
後
鳥
羽
院
二
条
五
首
以
上
〕
〔
三
ｌ
一
美
〕
〔
一
三
カ
ラ
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
続
ク
カ
〕

一
彗
墨
染
の
袖
の
氷
も
解
や
ら
す
う
ぎ
身
の
春
そ
つ
れ
な
か
り
け
る

１

２

三
一
水
無
瀬
山
昔
の
春
の
色
な
か
ら
我
み
そ
今
は
花
の
よ
そ
な
る

五
月
雨
を

』
一
八
ウ

ー
舌
住
な
れ
し
あ
ま
の
と
ま
や
は
朽
ぬ
ら
ん
主
な
き
跡
の
五
月
雨
の
此

菫
い
つ
ま
て
か
我
身
の
よ
そ
の
あ
は
れ
と
て
な
ぎ
か
シ
す
そ
ふ
名
を
も
聞
へ
ぎ

１

土
御
門
院
小
宰
相
秋
こ
ろ
身
ま
か
り
侍
け
る
後

２

十
月
は
か
り
か
の
す
ゑ
な
れ
た
り
け
る
山
さ
と
に
ま

か
り
け
る
に
し
く
れ
し
侍
り
け
れ
は３

－
舌
露
き
え
し
秋
よ
り
袖
の
し
ほ
れ
き
て
ま
た
時
雨
そ
ふ
神
無
月
か
な

１

－
美
忘
れ
す
よ
秋
の
浦
風
浪
わ
け
て
八
十
鴫
出
し
お
ぎ
の
に
し
ま
を

歳
暮

過
去
帳
よ
む
を
聞
て

題
不
知

源
勝
法
師
一
首

〔
以
下
統
キ
未
考
〕

○

三
一
Ｔ
夫
木
四
花
空
、
春
歌
中
、
人
家
、
後
鳥
羽
院
二

条
。
１
春
Ｉ
夫
木
「
花
」
。
２
花
ｌ
夫
木
「
春
」
。

ヲ消,-､＝

蕊
ト畿本
シ,一

薙
満改本見
、-ノムヨセ
ト。さ消
改3L-チ

奄鯵
奎筧雪
LセL－

一
妻
１
急
ｌ
底
本
「
総
ノ
秀
」
ノ
如
キ
字
ヲ
書
キ
、
右
二

「
急
」
ト
書
ク
。
毛
１
参
照
。

一
美
１
１
に
「
小
」
ノ
誤
写
力
。
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１

－
奎
あ
か
ざ
り
し
袖
か
と
に
ほ
ふ
梅
の
か
に
思
ひ
な
ぐ
さ
む
暁
の
空
一
奎
ｌ
続
拾
遺
恋
四
・
毛
九
、
題
し
ら
ず
、
典
侍
親
子
朝

臣
。
１
の
ｌ
続
拾
遺
「
か
」
。

中
務
卿
親
王
家
の
百
首
奇
に

１

｜
茜
帰
か
り
わ
か
れ
を
う
し
と
思
は
す
は
あ
り
も
す
ら
め
と
ね
を
そ
な
く
な
る
』
一
九
ウ
言
１
そ
ｌ
底
本
右
傍
補
入
。

一一一

プざ
二二

一
沓
か
く
許
す
み
う
ぎ
よ
に
も
は
る
の
月
く
も
り
は
て
い
や
な
さ
け
な
る
ら
ん

１
２

天
一
色
に
出
て
い
は
い
も
し
る
き
思
ひ
か
な
た
か
し
た
そ
め
の
山
吹
の
花

〔
以
下
欠
脱
力
〕

一
夫
夢
に
た
に
か
よ
は
ぬ
な
か
の
忍
ふ
山
心
の
お
く
を
誰
に
と
は
ま
し
」
一
九
オ

ー
尭
恋
わ
ふ
る
わ
か
ま
つ
山
は
空
し
く
て
い
か
な
る
か
た
に
浪
の
こ
ゆ
ら
ん

今
出
川
院
近
衛
十
三
首
〔
室
Ｉ
玉
、
他
十
一
首
散
快
ヵ
〕

安
嘉
門
院
高
倉
三
首
〔
壽
’
一
尭
〕

寳
治
二
年
奉
り
け
る
百
首
に
寄
枕
恋

１

－
老
ひ
と
り
の
承
か
た
敷
袖
の
手
枕
に
よ
か
れ
ぬ
物
は
涙
な
り
け
り

〔
典
侍
親
子
朝
臣
二
十
八
首
力
〕
〔
宍
一
丁
三
・
三
本
’
一
二
・
一
克
ｊ
‐
一
桑
〕
〔
コ
ノ
前
欠
脱
〕

１

心
あ
て
に
春
や
知
ら
ん
今
日
と
て
も
猶
ふ
る
雪
そ
鴬
の
な
く

春
奇
に

春
計
中
に

恋
寄
中
に

○

一
空
１
そ
ｌ
「
に
」
（
耳
）
ノ
誤
写
力
。
天
１
参
照
。

一
毛
ｌ
新
千
載
恋
二
・
三
雪
、
宝
治
の
百
首
の
歌
に
寄

枕
恋
、
安
嘉
門
院
高
倉
。
宝
治
百
首
恋
、
寄
枕
恋
、
同
。

新
時
代
不
同
歌
合
下
四
十
七
番
右
、
同
。
１
か
ｌ
底
本

「
末
」
（
草
体
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
か
」
ト
改
ム
。

シ/-,美

､毒T

髄
改。本
ム2司

・卜住
底ヲ
本見
ヨセ
く消
L一チ
ヲト

見シ
セ、

消司
チな
トー
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右
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安
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。



人家和歌集（福田）

前
内
大
臣
基
家
の
百
首
副
合
寄

一
奎
吹
風
の
め
に
ゑ
ぬ
か
ら
に
う
つ
る
ふ
や
し
の
ひ
に
花
を
ざ
そ
ふ
成
ら
ん

題
不
知

１

２

－
美
人
に
の
み
つ
ら
さ
は
ゑ
せ
て
吹
風
の
こ
上
ろ
に
か
な
ふ
山
さ
く
ら
か
な

前
関
白
左
大
臣
家
の
百
首
夏
寄

一
宅
永
あ
れ
と
て
神
の
ま
れ
ノ
、
ゆ
る
す
な
り
あ
ふ
ひ
も
い
さ
や
契
し
ら
れ
は

一
夫
け
ふ
と
て
も
あ
や
め
そ
わ
か
ぬ
身
の
う
き
に
人
し
れ
ぬ
ね
は
絶
す
な
か
れ
て

一
麦
承
る
程
も
み
し
か
き
夏
の
月
か
け
は
あ
く
る
よ
な
か
ら
あ
く
る
し
の
当
め

一
さ
か
き
く
ら
し
ふ
り
つ
る
物
を
夕
立
の
跡
た
に
ふ
え
ぬ
庭
の
う
た
か
た
」
二
○
オ

１

毛
一
あ
や
し
く
も
れ
を
の
み
忍
ふ
螢
か
な
も
ゆ
と
は
人
に
ぶ
ゆ
る
物
か
ら

文
永
七
年
八
月
十
五
夜
内
裏
五
首
寄
秋
曙

〔
以
下
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
ー
三
三
続
ク
〕

中
務
卿
親
王
家
の
百
首
に

百
首
奇
合
に

〔
以
下
統
キ
未
考
〕

全
教
法
師
一
首
〔
三
〕

１

題
不
知

○

一
奎
ｌ
建
長
八
年
百
首
歌
合
二
百
八
十
七
番
左
、
〔
院
〕

中
納
言
。

一
美
’
三
十
六
人
大
歌
合
十
七
番
左
、
院
中
納
言
。
女

房
三
十
六
人
歌
合
十
六
番
右
、
後
嵯
峨
院
中
納
言
典

侍
。
１
せ
’
三
十
六
人
大
歌
合
・
女
房
三
十
六
人
歌
合

「
え
」
。
２
に
ｌ
底
本
右
傍
補
入
。

毛
－
１
に
ｌ
底
本
右
傍
補
入
。

一
三
１
知
ｌ
底
本
「
智
」
、
大
本
ニ
ョ
リ
改
ム
。
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吾
一
花
は
猶
心
も
し
ら
す
は
る
の
よ
の
月
そ
昔
の
か
け
は
か
は
ら
ぬ

１西
円
法
師
三
首
〔
三
丁
一
茎
〕

一
妄
こ
え
は
て
は
里
か
と
思
ふ
夕
く
れ
に
猶
山
み
え
て
か
上
る
し
ら
雲

定
宣
法
師
二
首
〔
一
其
’
一
毛
〕

一
茎
花
ち
ら
す
風
を
は
ま
た
し
宮
城
野
の
も
と
あ
ら
の
こ
萩
露
を
も
く
と
も

題
不
知
』
二
○
ウ

ー
窟
け
さ
見
れ
は
は
ら
ひ
か
ね
た
る
嵐
哉
氷
に
け
り
な
松
の
白
雪

１

－
輻
こ
の
里
も
月
そ
待
る
上
あ
つ
ま
ち
や
山
こ
え
な
は
と
な
に
思
ひ
け
ん

本
蓮
法
師
三
首
〔
天
・
一
毫
・
一
妄
ヵ
〕

百
首
奇
に

」
一
二
オ

ー
夷
散
花
の
な
か
る
鼻
川
の
せ
を
は
や
み
せ
か
れ
ぬ
水
に
春
そ
暮
行

〔
以
下
ア
ル
イ
全
令
へ
統
ク
カ
〕

一
笑
く
れ
て
後
さ
き
は
し
め
げ
る
夕
か
ほ
の
花
は
夜
の
ま
や
盛
な
る
ら
ん

題
不
知

旅
行

秋
の
野
中
に

百
首
吾
中
に

○

一
三
１
西
ｌ
底
本
「
雨
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
西
」
ト

改
ム
。

一
毛
１
ち
ｌ
底
本
「
ち
」
（
字
形
不
分
明
）
ヲ
見
セ
消
チ

ニ
テ
改
ム
。
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人家和歌集（福田）

一
尖
身
を
さ
ら
ぬ
う
さ
を
忘
れ
て
よ
の
中
に
し
ら
れ
ぬ
山
と
な
に
た
つ
ぬ
ら
ん

室
町
院
中
納
言
二
首
〔
一
全
、
他
一
首
散
快
ヵ
〕

式
乾
門
院
か
く
れ
さ
せ
給
て
後
日
か
す
に
つ
け
て
へ

た
つ
る
御
事
な
と
御
匝
の
も
と
へ
申
つ
か
は
す
と
て

１

－
全
す
ゑ
ま
さ
る
い
け
の
心
に
あ
ら
は
れ
て
も
と
の
こ
た
ち
の
か
け
も
み
え
け
り

１

－
全
か
く
許
わ
す
る
鼻
こ
と
の
や
す
か
ら
は
入
っ
て
に
て
も
お
し
ゑ
や
は
せ
む

一
念
ち
ぎ
ら
れ
と
み
野
の
を
山
の
ひ
と
つ
松
久
き
友
と
思
ひ
や
る
哉
』
三
ウ

内
裏
に
て
源
氏
の
ま
き
ノ
、
を
題
に
て
奇
よ
ゑ
侍

一
全
せ
き
も
り
の
い
か
な
る
ひ
ま
の
昔
に
て
又
も
と
を
さ
ぬ
合
坂
の
山

穴
一
と
わ
れ
ぬ
も
さ
こ
そ
は
あ
れ
と
思
ふ
よ
の
つ
ら
さ
し
ら
す
る
風
の
音
哉

１

－
尭
さ
き
の
よ
に
い
か
に
結
ひ
て
人
つ
ら
く
身
を
う
ら
め
し
き
契
な
る
ら
ん

一
合
お
ほ
か
た
の
な
さ
け
は
か
り
の
こ
と
の
葉
に
忘
ら
れ
ぬ
み
と
猶
た
の
む
か
な

題
不
知

け
る
に
ぎ
り
つ
ほ

中
務
卿
親
王
家
百
首
に

北
野
社
三
首
奇
合
に

寄
風
恋
を

〔
三
宝
ノ
次
カ
ラ
続
ク
〕

一
全
１
こ
ｌ
底
本
「
ら
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
こ
」
ト

改
ム
。

一
尖
ｌ
新
時
代
不
同
歌
合
上
廿
二
番
右
、
中
納
言
典
侍
。

一
全
１
ゑ
ｌ
底
本
右
傍
補
入
。

一
莞
１
つ
ｌ
底
本
「
つ
」
（
川
）
ヲ
見
セ
消
チ
ニ
テ
「
つ
」

（
伝
）
ト
改
ム
。
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一
公
そ
れ
も
猶
お
な
し
涙
や
か
ゞ
る
ら
ん
こ
け
の
た
も
と
は
露
も
か
わ
か
す

〔
以
下
ア
ル
イ
全
茜
ノ
前
へ
続
ク
カ
〕

一
発
山
桜
を
く
れ
て
さ
け
る
色
み
て
も
は
や
さ
き
た
ち
し
春
そ
恋
し
ぎ

一
八
へ

一
茜
な
か
む
る
に
涙
を
つ
と
は
お
ほ
え
ね
と
あ
や
し
き
袖
の
秋
の
夕
く
れ

一
釜
露
さ
へ
と
思
ひ
し
秋
を
お
く
り
て
も
い
と
土
ひ
か
た
く
袖
そ
し
く
る
ゞ

玉
な
か
ノ
、
に
う
ぎ
た
る
雲
の
一
村
は
さ
て
も
み
つ
へ
ぎ
月
の
空
哉

一
空
く
れ
竹
の
は
山
の
霧
の
あ
け
か
た
に
猶
よ
を
籠
て
残
る
月
か
け

亀
山
殿
に
て
当
座
の
三
首
野
に
雨
後
月

一
奎
村
雨
の
空
は
な
こ
り
も
な
け
れ
と
も
月
に
の
こ
れ
る
の
ぎ
の
玉
水

一
舌
七
夕
は
あ
ふ
人
か
ら
の
な
か
ぎ
夜
を
し
ら
て
や
秋
と
契
り
そ
め
げ
ん

〔
法
印
定
円
二
十
六
首
以
上
〕
〔
一
公
ｌ
一
考
・
豐
、
Ｉ
受
一
・
一
禿
一
・
一
一
空
〕
〔
一
一
夷
ノ
次
カ
ラ
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
続
ク
ヨ

嶋
花
を
」
一
三
オ

波
ま
か
と
思
へ
は
浪
の
か
シ
れ
る
は
見
え
し
小
嶋
に
花
そ
さ
く
ら
し

題
不
知

題
不
知

百
首
計
中
に

七
夕

○

』
ニ
ニ
ガ
／

一
空
ｌ
続
拾
遺
秋
下
三
宝
、
題
し
ら
ず
、
法
印
定
円
。
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人家和歌集（福田）

１

一
三
後
の
ょ
と
契
ら
は
な
に
と
惜
か
ら
む
あ
ふ
に
は
か
へ
ぬ
命
な
り
と
も

寳
遍
法
師
二
首
〔
三
’
一
三
〕

一
己
一
夕
さ
れ
は
お
野
の
し
の
原
露
ち
り
て
あ
さ
ち
色
つ
く
秋
風
そ
ふ
く

１
懐
旧
の
心
を

一
夫
つ
ら
さ
を
は
う
き
身
の
と
か
に
思
ふ
こ
そ
せ
め
て
も
し
た
ふ
心
成
け
れ

猷
貞
法
師
二
首
〔
一
究
’
一
三
〕
」
一
三
オ

大
井
川
の
ほ
と
り
に
ま
か
り
て
副
よ
み
侍
け
る
中
に
山
を

一
究
大
井
川
あ
た
り
の
山
の
な
を
と
へ
は
空
に
こ
た
へ
て
あ
ら
し
吹
也

契
恋

１

－
若
さ
な
ら
て
は
た
の
め
も
お
か
し
い
つ
わ
り
の
あ
る
よ
そ
人
の
な
さ
け
成
け
る

〔
以
下
塔
一
へ
続
ク
〕

一
梁
さ
ゆ
る
よ
は
た
き
っ
心
や
よ
は
る
ら
ん
山
下
水
も
氷
し
て
け
り

恋
寄
中
に

夜
氷

秋
野
風
を

恋
寄
中
に

〔
以
下
統
キ
未
考
〕

○

ﾑ｜元

･楽襄
互隻
ヲ恋
見了
セプL‘

消奎
チ、

ト契
シ恋
、、

示法
些印
／-,定
可円
一◎

トl

改か

二
９
１
と
Ｉ
ア
ル
イ
ハ
「
か
」
ノ
誤
写
力
。

一
三
１
旧
ｌ
底
本
草
体
（
正
字
）
ヲ
見
セ
消
チ
ニ
テ
、
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２

三
一
み
し
こ
と
は
さ
な
か
ら
夢
の
心
ち
し
て
有
し
昔
そ
う
つ
ふ
と
も
な
き

玄
覚
法
師
四
首
〔
一
三
’
一
壼
・
茎
ｌ
美
〕

一
三
ち
ら
い
ま
の
わ
か
れ
や
く
る
上
空
な
ら
む
ゑ
え
す
成
ゆ
く
花
の
色
哉

二
窟
こ
の
ね
ぬ
る
あ
し
た
の
庭
の
露
け
さ
も
誰
ゆ
へ
な
ら
ぬ
秋
の
初
か
せ

一
三
す
ゑ
染
の
袖
の
よ
そ
成
あ
や
め
草
か
け
し
五
月
の
け
ふ
そ
忘
れ
ぬ

二
実
い
つ
ま
て
か
わ
れ
も
し
の
は
む
た
ち
は
な
の
下
吹
風
に
残
る
む
か
し
を

一
三
問
人
の
あ
と
な
き
庭
の
思
ひ
草
秋
に
あ
き
そ
ふ
露
や
お
く
ら
ん
」
二
四
オ

ー
吏
は
な
薄
ま
ね
く
た
も
と
の
秋
風
に
し
は
し
と
ま
ら
ぬ
野
邊
の
夕
つ
ゆ

１

文
永
二
年
八
月
十
五
夜
五
首
奇
合
に
未
出
月

二
晁
ま
つ
程
の
空
に
心
を
つ
く
せ
と
や
猶
い
て
や
ら
ぬ
秋
の
よ
の
月

題
不
知

夕
花
を

夏
寄
中
に

１

月
前
萩〔

以
下
茎
へ
続
ク
カ
〕

題
不
知 〔

一
患
カ
ラ
続
ク
〕

○

』
二
一
ニ
ウ
／

行
書
（
同
）
二
改
ム
。
２
し
ｌ
大
本
ナ
シ
。

一
言
ノ
次
１
萩
ｌ
ア
ル
イ
ハ
「
荻
」
ノ
誤
写
力
。

二
実
ｌ
新
拾
遺
夏
三
一
、
題
し
ら
ず
、
式
乾
門
院
御
匝
。

一
三
ｌ
続
拾
遣
秋
上
一
亮
、
文
永
二
年
八
月
十
五
夜
歌
合

に
未
出
月
、
式
乾
門
院
御
厘
。
十
五
夜
歌
合
三
番
右
、

未
出
月
、
同
。
１
未
ｌ
大
本
「
末
」
。
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人家和歌集（福田）

二
一
つ

一
一
一
一

一
一
一
一
一

二
天
う
ぎ
な
か
ら
か
け
た
に
み
え
は
お
と
な
し
の
川
と
な
か
る
坐
涙
成
と
も

一
三
た
く
ひ
な
ぎ
思
ひ
の
程
も
み
え
な
ま
し
あ
さ
ま
の
山
の
煙
た
上
す
は

〔
三
カ
ラ
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
続
ク
〕

三
《
こ
ひ
し
と
も
思
ふ
許
は
め
に
ゑ
え
ぬ
心
を
い
か
上
人
に
か
た
ら
ん

一
三
こ
と
浦
に
煙
の
す
へ
は
な
ひ
く
と
も
も
し
ほ
た
れ
つ
る
か
た
を
わ
す
る
な

〔
以
下
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
云
一
へ
続
ク
カ
〕

一
三
お
も
ひ
や
る
か
た
こ
そ
な
け
れ
め
ぐ
り
あ
は
む
命
も
し
ら
ぬ
秋
の
別
は

海
邊
雪
』
一
面
ウ

ー
茜
ふ
る
雪
を
や
か
て
ふ
き
あ
け
の
濱
風
に
波
の
花
さ
へ
ち
り
ま
か
ひ
け
り

く
も
ら
て
や
な
か
め
は
て
ま
し
秋
の
よ
の
月
に
昔
を
思
ひ
出
す
は

１

お
も
ひ
し
る
人
や
な
か
ら
ん
秋
を
へ
て
い
く
よ
の
月
に
袖
ぬ
ら
す
と
も

１

氷
し
く
ひ
か
り
も
さ
え
や
わ
た
る
ら
ん
千
里
の
濱
の
秋
の
よ
の
月

題
不
知

月
奇
の
中
に

恋
奇
と
て

恋
寄
中
に

暮
秋

○

一
三
Ｔ
続
拾
遣
雑
秋
蚕
六
、
秋
の
暮
の
歌
、
式
乾
門
院
御

厘
。
秋
風
抄
秋
、
暮
秋
、
同
。
秋
風
集
秋
下
圏
一
、
あ

き
の
つ
く
る
心
を
よ
み
侍
り
け
る
、
式
乾
門
院
の
み
く

し
け
と
の
聖
別
当
。

三
一
ｌ
秋
風
抄
秋
、
題
不
知
、
式
乾
門
院
御
厘
。
１
ぬ

ら
す
ｌ
秋
風
抄
「
は
ぬ
る
」
・

一
三
１
の
ｌ
底
本
・
大
本
ナ
シ
、
今
補
う
。

三
七
ｌ
閑
窓
撰
歌
合
十
三
番
右
、
尚
侍
家
中
納
言
。
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’
三
う
き
に
か
く
た
へ
て
つ
れ
な
き
玉
の
を
の
な
か
ぎ
を
人
の
心
と
も
か
な
』
二
五
ウ

前
関
白
左
大
臣
家
の
百
首
に

〔
以
下
一
究
へ
続
ク
〕

一
三
四
こ
ひ
し
さ
も
う
ぎ
も
わ
か
れ
ぬ
た
も
と
哉
い
つ
れ
に
落
る
涙
成
ら
ん

一
三
あ
ふ
と
見
る
夢
に
心
の
な
く
さ
ま
て
つ
ら
き
う
つ
生
を
何
忍
ふ
ら
ん

内
裏
に
て
題
を
さ
く
り
て
人
ノ
、
野
よ
ま
せ
ら
れ

二
一
九

二
二
つ

一
一
一
一
一

１

三
一
あ
り
明
は
猶
そ
か
な
し
ぎ
あ
ふ
ま
て
の
か
た
ゑ
と
て
こ
そ
月
は
見
れ
と
も

あ
ふ
事
に
誰
か
は
か
へ
む
お
し
か
ら
て
わ
れ
た
に
今
は
す
つ
る
命
を

１

今
は
た
生
ま
た
れ
す
も
哉
山
の
端
に
月
い
り
な
は
と
た
の
め
や
は
せ
し
」
二
五
オ

立
か
へ
る
人
の
ゑ
う
た
て
つ
れ
な
く
て
袖
に
と
ま
れ
る
有
曙
の
月

春
日
社
五
首
野
合
に

侍
け
る
に
恋

百
首
野
中
に

寄
月
恋

題
不
知〔

以
下
続
キ
未
考
〕

上
海
法
師
三
首
〔
一
三
’
三
凸

○

三
Ｔ
続
拾
遺
恋
三
・
妾
『
〔
月
前
恋
と
い
へ
る
心
を
〕

典
侍
親
子
朝
臣
。
１
は
ｌ
続
拾
遺
「
の
〔
は
イ
〕
」
。

一
元
ｌ
続
拾
遺
恋
二
人
壷
、
恋
の
歌
と
て
、
典
侍
親
子

朝
臣
。

一
三
１
端
Ｉ
底
本
「
葉
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
葉
」
ト

改
ム
。
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人家和歌集（福田）

三
己
風
に
ち
る
こ
の
は
の
を
と
歩
間
程
に
時
雨
に
成
ぬ
の
ぎ
の
玉
水

一
三
も
ろ
と
も
に
す
む
へ
ぎ
山
と
思
へ
と
も
月
は
う
き
よ
に
出
に
け
る
哉

寂
音
法
師
二
首
〔
一
三
ｌ
二
言

三
六
か
り
染
の
こ
の
よ
は
さ
て
も
如
何
せ
む
夢
の
シ
ち
こ
そ
猶
か
な
し
け
れ

寂
忍
法
師
三
首
三
元
’
三
〕

春
の
寄
中
に
」
二
六
オ

ー

臺
充
よ
し
野
山
雪
に
た
な
引
よ
こ
雲
の
は
る
に
か
坐
れ
る
あ
け
ほ
の
上
空

三
毛
も
に
す
ま
ぬ
虫
さ
へ
秋
は
わ
れ
か
ら
の
恨
み
あ
れ
は
や
ね
を
は
な
く
ら
ん

三
〈
月
を
ざ
へ
か
さ
ね
て
そ
ま
つ
郭
公
又
も
や
間
と
山
ち
く
ら
し
て

一
三
つ
ら
し
と
は
い
は
い
物
か
ら
こ
ほ
る
上
や
せ
め
て
恨
み
の
涙
成
ら
ん

〔
以
下
続
キ
未
考
〕

一
三
お
ぎ
の
は
に
お
と
つ
れ
染
て
あ
は
れ
を
は
あ
ま
た
に
や
ら
ぬ
秋
の
は
つ
か
せ

恋 秋
の
寄
中
に

題
不
知

述
懐

虫
を
よ
め
る

○

二
元
１
る
ｌ
ア
ル
イ
ハ
「
な
」
ノ
誤
写
力
。
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１

－
酉
お
も
へ
た
上
う
き
に
た
へ
た
る
身
な
り
と
も
さ
の
承
や
人
を
眼
み
ざ
る
へ
き

法
印
良
算
身
ま
か
り
て
後
よ
み
侍
け
る

三
天
た
の
め
て
も
こ
ぬ
い
つ
は
り
の
夕
暮
に
待
し
と
な
と
か
思
は
さ
る
ら
ん

法
眼
弁
算
二
首
〔
一
三
’
一
酉
〕

二
六
あ
な
か
ち
に
色
に
出
し
と
忍
へ
と
も
心
に
坐
ぬ
は
涙
成
け
り

二
石
我
の
象
や
物
を
あ
は
れ
と
思
ふ
ら
ん
問
は
や
人
に
秋
の
夕
く
れ

一
一
一
一
一
一
〈

一
二
一
五

二
三
四

１

う
き
身
と
て
す
て
に
し
物
を
同
ょ
に
猶
も
は
か
な
く
ふ
る
涙
哉

１
２

湧
出
品
父
少
而
子
老

と
し
ふ
れ
と
松
の
み
と
り
は
か
は
ら
ぬ
に
霜
を
い
た
Ｌ
く
か
け
の
下
草

１

随
喜
功
徳
品
何
況
於
法
會

象
な
か
み
を
思
ひ
こ
そ
や
れ
谷
川
の
な
か
れ
も
に
ほ
ふ
菊
の
下
水

１

法
眼
禅
兼
三
首
三
毛
’
一
三
茜

恋
の
心
を

待
恋

恋
の
奇
に

１

法
眼
禅
兼
三
首

百
首
野
中
に
秋
寄

圏
吾
ノ
次
カ
ラ
続
ク
〕

述
懐
の
奇
に

」
二
七
オ

』
一
二
ハ
ウ
／

一
三
１
眼
ｌ
ア
ル
イ
ハ
「
恨
」
ノ
誤
写
力
。

三
夫
ｌ
新
拾
遺
釈
教
西
茜
、
…
（
同
上
）
何
況
於
法
会
、

法
眼
源
承
。
１
況
ｌ
底
本
・
大
本
「
院
」
、
新
拾
遺
ニ
ョ

リ
改
ム
。
一
望
１
参
照
。

一
三
１
兼
ｌ
底
本
・
大
本
字
形
「
遍
」
ニ
モ
近
ケ
レ
ド
ナ

ホ
「
兼
」
ト
読
マ
ル
。

一
菫
ｌ
新
後
拾
遺
釈
教
西
夫
、
湧
出
品
…
（
以
下
同
上
）
、

法
眼
源
承
。
１
湧
ｌ
底
本
・
大
本
「
浦
」
、
新
後
拾
遺
ニ

ョ
リ
改
ム
。
２
品
ｌ
底
本
草
体
ヲ
見
セ
消
チ
ニ
テ
再
ビ

草
体
ト
ス
。

二
西
１
に
ｌ
底
本
右
傍
補
入
。
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人家和歌集（福田）

一
軍
人
め
こ
そ
ま
つ
か
れ
そ
む
れ
山
里
の
か
き
ほ
の
草
は
霜
を
ま
つ
ま
に

１互
忍
恋

二
異
水
と
り
の
あ
を
は
の
山
の
月
か
け
は
は
ら
ひ
も
あ
へ
ぬ
霜
か
と
そ
承
る

二
里
は
る
秋
の
花
も
も
承
ち
も
お
し
な
へ
て
む
な
し
ぎ
色
そ
ま
こ
と
な
り
け
る

権
僧
正
聖
兼
六
首
〔
一
雲
’
一
三
・
一
三
〕

一
惠
有
し
よ
の
其
お
も
か
け
も
た
ち
そ
ひ
て
月
に
そ
い
と
生
れ
は
な
か
れ
け
る

一
酉
一
立
か
へ
り
ま
つ
と
も
誰
か
わ
き
て
ゑ
む
い
な
は
の
山
の
峯
の
白
雪
』
一
モ
ウ

普
光
園
入
道
前
関
白
か
く
れ
て
後
寄
月
懐
旧

〔
二
六
ノ
次
カ
ラ
続
ク
〕

一
酉
一
心
な
ぎ
我
こ
ろ
も
て
に
お
く
露
や
草
の
た
も
と
の
た
く
ひ
成
ら
ん

一
面
一
も
ろ
共
に
同
み
ち
と
は
な
け
上
共
そ
れ
も
か
な
は
い
よ
の
習
哉

〔
以
下
里
ノ
前
へ
続
ク
〕

空
即
是
色
の
心
を

百
首
悪
に

名
所
寄
中
に

と
い
ふ
こ
と
を

松
雪

○

」
二
八
オ

一
室
ｌ
続
拾
遺
釈
教
三
茜
（
詞
書
同
上
）
、
前
大
僧
正

道
玄
。

一
頁
１
互
Ｉ
底
本
「
牙
」
、
大
本
「
第
」
（
略
字
）
ニ
近
シ
、

茜
一
Ｔ
続
千
載
雑
上
一
茜
一
一
、
秋
の
歌
の
中
に
、
前
大
僧

正
道
玄
。
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２

二
要
も
ろ
共
に
し
の
ひ
涙
の
は
て
は
又
た
か
た
も
と
よ
り
う
き
名
も
る
ら
ん

１

二
茜
う
ぎ
も
た
上
我
み
ひ
と
つ
と
思
ひ
し
に
猶
山
深
き
さ
を
し
か
の
こ
ゑ

従
三
位
範
時
女
三
首
〔
一
室
’
一
零
〕

１

－
菫
一
か
た
ら
は
シ
春
の
わ
か
れ
や
な
ぐ
さ
む
と
ま
つ
も
つ
れ
な
き
時
鳥
哉

一
要
人
は
猶
ま
つ
へ
ぎ
事
の
あ
り
も
せ
よ
我
は
な
に
ゆ
へ
す
て
ぬ
う
き
よ
そ

二
吾
身
の
ほ
と
を
お
も
ひ
し
ら
ぬ
に
成
ぬ
と
も
う
き
に
つ
け
て
は
よ
を
や
恨
ふ
む

〔
以
下
一
丞
一
へ
続
ク
カ
〕

一
三
は
る
こ
と
に
さ
そ
わ
れ
て
ゆ
く
花
な
れ
は
桜
や
風
の
や
と
り
知
ら
む
』
二
八
ウ

一
室
ｌ
新
後
撰
春
下
一
元
、
題
し
ら
ず
、
正
三
位
経
朝
女
。

１

一
室
あ
ふ
こ
と
は
し
ら
ぬ
に
し
け
る
う
ぎ
草
の
う
き
ゑ
は
さ
こ
そ
ね
も
み
さ
り
け
れ

正
三
位
経
朝
女
三
首
〔
三
一
ｌ
一
言
〕

寄
花
恋
と
い
ふ
こ
と
を

郭
公
を

深
山
鹿

春
の
計
に

述
懐

不
逢
恋

〔
某
女
一
首
以
上
〕
〔
三
〕
〔
以
下
続
キ
未
考
〕

○

一
菫
１
つ
ｌ
底
本
「
け
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
つ
」

（
伝
）
ト
改
ム
。

一
蚕
１
深
Ｉ
底
本
「
沢
」
（
正
字
ノ
草
体
）
ヲ
見
セ
消
チ

ト
シ
、
「
深
」
（
草
体
）
ト
改
ム
。

卜
改
ム
・
２
た
ｌ
底
本
「
き
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
た
」

今
改
ム
。

一
宝
－
１
し
Ｉ
上
低
本
「
祈
」
（
草
体
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、

「
し
」
ト
改
ム
。
奎
１
参
照
。
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人家和歌集（福田）

一
言
ふ
る
は
け
に
お
も
ひ
の
外
の
う
ぎ
ょ
と
て
跡
た
に
承
せ
ぬ
春
の
あ
は
雪
』
二
九
ウ

一
天
一
う
つ
る
は
む
後
を
は
し
ら
て
春
こ
と
に
こ
り
ぬ
心
の
花
を
待
ら
ん

一
美
も
ふ
ち
葉
を
ざ
そ
ふ
嵐
の
山
の
名
も
あ
ら
は
に
ゑ
ゆ
る
神
無
月
哉

鷹
司
院
帥
附
五
首
〔
一
莞
’
三
拾
・
塁
’
四
尭
皇
妾
’
一
委
、
他
七
首
散
快
ヵ
〕

前
内
大
臣
基
家
の
百
首
計
合
に
春
冴

一
堯
さ
と
人
は
く
さ
の
は
つ
か
に
袖
承
え
て
野
へ
の
雪
ま
に
わ
か
な
つ
む
也

１

－
菫
う
つ
る
ふ
も
如
何
な
る
色
と
し
ら
さ
り
し
人
の
心
を
花
に
ゑ
る
哉

一
宝
七
さ
ま
ノ
１
に
と
ぎ
な
か
せ
と
も
法
の
水
其
八
な
か
承
は
ひ
と
つ
成
る
ら
ん

１
２

藻
檗
門
院
少
将
十
六
首
〔
一
一
交
’
一
六
一
己

１

菫
く
わ
す
る
な
と
い
ひ
し
も
如
何
成
ぬ
ら
ん
其
ま
鼻
に
こ
そ
月
は
す
め
と
も

右
京
大
夫
行
家
人
ノ
、
に
よ
ま
せ
侍
け
る
一
巻
経
」
二
九
オ

寄
月
恋

冬
寄
に

百
首
野
中
に

計
に
無
量
義
経

〔
某
女
一
首
以
上
〕
〔
一
美
〕
〔
以
下
統
キ
未
考
〕

〔
以
下
二
天
へ
続
ク
〕

○

二
炎
ｌ
建
長
八
年
百
首
歌
合
百
十
三
番
左
、
鷹
司
院
帥

一
毛
１
少
ｌ
大
本
「
弁
」
。
２
将
ｌ
底
本
・
大
本
「
持
」

今
改
ム
。

｜
妻
１
さ
ｌ
大
本
「
さ
さ
」
ト
書
キ
、
上
ノ
「
さ
」
ヲ

見
セ
消
チ
ト
ス
。

一
美
１
如
何
ｌ
大
本
「
如
何
と
。

－123－



人家和歌集（福田）

一
一
実
時
烏
つ
ら
さ
忘
る
ふ
ひ
と
こ
ゑ
に
ま
た
れ
し
程
の
う
ぎ
は
物
か
は

一
天
七
郭
公
涙
を
か
ら
は
こ
と
と
は
む
か
坐
る
た
く
ひ
の
袖
は
あ
り
や
と

〔
以
下
豐
一
へ
続
ク
〕

一
一
奎
ふ
る
雨
に
空
さ
へ
く
る
鼻
こ
ろ
な
れ
は
は
る
の
ゆ
く
ら
ん
方
も
し
ら
れ
す

１

－
蓉
一
今
ま
て
は
風
に
し
ら
れ
ぬ
花
も
あ
ら
し
な
に
と
霞
の
山
か
Ｌ
る
ら
ん

二
酋
と
ま
る
へ
き
か
た
み
と
も
見
す
暮
て
ゆ
く
け
し
ぎ
空
成
は
る
の
霞
は

二
父
ま
き
の
と
を
あ
け
て
よ
深
き
梅
か
主
に
は
る
の
ね
ざ
め
を
問
人
も
か
な

１

前
大
納
言
為
家
々
の
百
首
奇
に

２
３

二
麦
う
つ
る
ふ
も
め
に
承
ぬ
か
せ
の
つ
ら
さ
に
て
ち
り
ぬ
る
花
を
誰
に
か
こ
た
む

洞
院
摂
政
家
百
首
に
花

孟
一
わ
れ
も
又
涙
そ
く
も
る
か
す
み
つ
ふ
う
き
か
け
ゑ
す
る
月
の
つ
ら
さ
に

郭
公
を

春
謡
中
に

暮
春
雨

霞
色
春
深
と
い
ふ
事
を

春
野
に

ロ
一
君
ノ
次
カ
ラ
続
ク
〕

○

」
三
○
オ

一
天
ｌ
続
拾
遣
春
上
笑
、
題
し
ら
ず
、
藻
壁
門
院
少
将
。

閑
窓
撰
歌
合
一
番
左
、
同
。

一
禿
ｌ
続
拾
遺
春
下
一
茜
、
題
し
ら
ず
、
藻
壁
門
院
少
将
。

１
々
ｌ
底
本
「
に
」
（
爾
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
々
」
卜

改
ム
。
大
本
、
右
傍
補
入
。
２
に
ｌ
続
拾
遺
「
も
」
。
３

み
ｌ
底
本
「
も
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
み
」
（
三
）
卜

改
ム
。

二
奎
ｌ
れ
ｌ
底
本
右
傍
補
入
。
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人家和歌集（福田）

二
実
い
と
坐
又
山
は
雪
け
の
雲
さ
え
て
時
雨
し
よ
り
も
あ
ら
し
吹
也

一
考
あ
と
惜
む
た
か
な
ら
は
し
の
山
ち
と
て
つ
も
れ
る
雪
を
問
人
の
な
き

忍
恋
を

１

二
天
人
し
れ
ぬ
涙
の
色
は
か
ひ
も
な
し
見
せ
は
や
と
た
に
思
ひ
よ
ら
れ
は
」
ニ
オ

顕
恋

一
一
売
色
に
い
て
鼻
袖
の
よ
そ
め
は
ふ
り
は
て
ぬ
如
何
に
を
さ
へ
し
涙
成
ら
ん

怨
恋

二
茎
さ
て
た
に
も
み
つ
へ
き
も
の
を
う
す
紅
葉
ち
り
な
む
と
て
や
色
ま
さ
り
行

一
菫
待
い
て
む
雲
ま
と
た
に
も
ゑ
え
わ
か
す
月
の
こ
ろ
な
き
五
月
雨
の
空

秋
奇
に

１

－
冨
龍
田
山
こ
の
は
色
つ
く
程
は
か
り
時
雨
に
そ
は
ぬ
秋
か
せ
も
哉

紅
葉
を

一
三
今
も
猶
心
つ
く
し
の
時
鳥
お
な
し
な
く
ね
を
ま
た
れ
す
も
哉

一
三
桜
花
ち
ら
て
し
と
ま
る
あ
ら
ま
し
も
か
な
は
い
物
と
春
風
そ
ふ
く

一
モ
ー
な
か
ノ
、
に
に
ほ
ふ
も
つ
ら
し
山
桜
風
の
な
さ
け
の
あ
り
て
な
け
れ
は

雪 郭
公

五
月
雨

』
三
○
ウ

一
実
ｌ
洞
院
摂
政
家
百
首
ゆ
き
、
中
宮
少
将
。

一
看
Ｉ
続
拾
遺
冬
圏
四
、
冬
の
歌
の
中
に
、
藻
壁
門
院
少

将
。
万
代
冬
壺
奎
、
雪
を
よ
み
侍
け
る
、
同
。
閑
窓
撰

歌
合
十
一
番
左
、
同
。
洞
院
摂
政
家
百
首
ゆ
き
、
中
宮

少
将
。

一
』
洲
吋
噺
鍵
離
職
嶋
職
吹
鵬
唾
奉
か
伽
搬
禍
政
垂
球
切
陥
朧

摂
政
家
百
首
に
忍
恋
を
、
同
。
閑
窓
撰
歌
合
十
四
番
左
、

同
。
１
ら
ね
ｌ
閑
窓
撰
歌
合
「
は
ら
」
。

一
莞
ｌ
続
後
拾
遺
恋
一
・
交
四
、
題
し
ら
ず
、
藻
壁
門
院

少
将
。
万
代
恋
一
・
元
一
六
、
前
摂
政
右
大
臣
の
時
の
百

首
に
顕
恋
を
、
同
。
閑
窓
撰
歌
合
廿
一
番
左
、
同
。

一
霊
ｌ
続
拾
遣
秋
正
一
実
、
洞
院
摂
政
の
家
の
百
首
の
歌

に
お
な
じ
〔
紅
葉
〕
心
を
、
藻
壁
門
院
少
将
。
現
存
六
帖

六
も
み
ち
、
同
。
洞
院
摂
政
家
百
首
も
み
ち
、
中
宮
少

将
。
１
龍
ｌ
底
本
・
大
本
「
滝
烏
正
字
）
、
続
拾
遺
・
現

存
六
帖
等
ニ
ョ
リ
改
ム
。

一
菫
ｌ
洞
院
摂
政
家
百
首
も
み
ち
、
中
宮
少
将
。

一
三
Ｔ
洞
院
摂
政
家
百
首
さ
み
た
れ
、
中
宮
少
将
。

一
三
ｌ
洞
院
摂
政
家
百
首
ほ
と
シ
き
す
、
中
宮
少
将
。

一
三
ｌ
洞
院
摂
政
家
百
首
は
な
、
中
宮
少
将
。

一
玉
ｌ
洞
院
摂
政
家
百
首
は
な
、
中
宮
少
将
。
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一
毫
あ
ら
ま
し
に
お
も
ふ
あ
ま
り
は
郭
公
な
か
ぬ
初
ね
を
心
に
そ
き
く

１

－
盃
あ
か
つ
き
の
お
も
ひ
を
そ
へ
て
郭
公
な
と
い
ひ
し
ら
ぬ
空
に
な
く
ら
む

題
不
知

１

－
蚕
如
何
に
せ
む
思
ひ
絶
に
し
山
水
の
さ
す
か
に
か
よ
ふ
下
の
こ
シ
ろ
を

１

２

母
の
思
ひ
に
侍
け
る
こ
ろ
人
の
と
ふ
ら
ひ
て
侍
け
る
返
事
に

一
茎
〈
か
な
し
さ
は
又
も
た
く
ひ
の
あ
ら
は
こ
そ
い
か
は
か
り
と
も
人
に
し
ら
せ
め

〔
以
下
続
キ
未
考
〕

二
全
さ
ら
ぬ
た
に
夕
く
れ
つ
ら
き
山
里
に
と
ふ
人
か
へ
る
い
は
の
か
け
は
し
』
一
三
ウ

安
喜
門
院
大
載
三
首
〔
一
盃
’
一
棗
〕

天
一
ゆ
め
か
と
も
お
も
は
む
こ
と
の
か
な
し
き
に
た
鼻
見
す
し
ら
ぬ
契
と
も
哉

一
三
月
ま
つ
と
い
ひ
て
涙
の
こ
ほ
れ
な
は
こ
ぬ
人
ゆ
へ
の
空
や
く
も
ら
む

二
台
よ
し
さ
ら
は
さ
て
も
た
え
ね
と
い
ひ
な
し
て
う
ら
む
と
さ
へ
は
人
に
し
ら
せ
し

郭
公

題
不
知

暁
郭
公
を

山
家

○

〔
ア
ル
イ
ハ

｜
天
カ
ラ
続
ク
カ
〕

一
棗
ｌ
続
拾
遺
雑
下
三
二
、
従
三
位
為
継
身
ま
か
り
に

け
る
頃
人
の
も
と
よ
り
い
か
ば
か
り
心
の
う
ち
に
か
と

申
し
て
侍
け
る
返
事
に
、
安
嘉
門
院
大
弐
。
１
侍
ｌ
大

本
「
待
」
。
２
侍
ｌ
大
本
「
待
」
。

一
盃
ｌ
新
拾
遺
夏
三
三
、
夏
の
歌
の
中
に
、
安
喜
門
院
大

弐
。
１
そ
へ
て
ｌ
底
本
・
大
本
「
そ
ふ
く
」
、
新
拾
遺
ニ

ョ
リ
改
ム
。

一
蚕
１
こ
“
シ
ー
底
本
「
よ
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
こ
‐
と

卜
改
ム
。

一
三
ｌ
新
拾
遺
雑
中
天
三
、
洞
院
摂
政
の
家
の
百
首
の
歌

肺
帥
灘
瞳
門
剛
沙
柵
鮮
鮒
繩
鰈
燃
琳
津
鰹
覗
鮒
慌
摂
政
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人家和歌集（福田）

百
首
寄
中
に
』
一
一
三
ウ

｜
茎
こ
の
こ
ろ
の
く
も
や
ま
こ
と
の
雲
な
ら
ん
花
は
散
に
し
三
吉
の
上
山

教
願
法
師
一
首
〔
一
菫
〕

元
一
都
を
は
夜
ふ
か
く
出
て
合
坂
の
関
に
そ
と
り
の
聲
は
聞
ゆ
る

ニ
さ
ま
て
し
は
し
く
も
り
も
は
て
し
冬
の
よ
の
時
雨
る
上
山
を
出
る
月
か
け

一
発
ざ
ひ
し
と
て
心
う
か
れ
し
山
里
は
花
さ
き
て
こ
そ
見
る
へ
か
り
け
れ

１

二
天
道
た
え
て
ふ
り
つ
む
雪
や
合
坂
の
ば
て
は
ゆ
き
坐
の
関
と
成
ら
む

１

－
菫
う
き
よ
を
は
心
と
す
て
し
古
里
の
な
と
今
さ
ら
に
恋
し
か
る
ら
ん

述
懐
を
よ
め
る

旅
奇
に

久
『
月 慈

願
法
師
三
首

山
家
花
を
よ
め
る

冬
笥
と
て

道
意
法
師
一
首
〔
一
元
ヵ
〕

正
遠
法
師
一
首
〔
一
茎
〕

〔
以
下
ア
ル
イ
全
一
禿
へ
続
ク
カ
〕

○

口
一
八
九
、
Ｉ
二
九
一
〕

」
三
ニ
オ

一
天
１
と
ｌ
大
本
ナ
シ
。

三
一
１
古
ｌ
底
本
「
旧
」
（
正
字
ノ
草
体
）
ヲ
見
セ
消
チ

ト
シ
、
「
古
」
ト
改
ム
。
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一
三
立
か
へ
り
昔
の
ま
ふ
に
ふ
ゑ
ふ
て
も
又
や
た
え
な
む
ふ
る
の
た
か
橋

一
一
言
い
と
ひ
て
も
猶
う
ぎ
時
に
こ
り
は
て
鼻
う
か
れ
し
山
は
ま
た
も
た
つ
ね
す
』
三
一
ウ

１

－
芙
な
ひ
く
と
も
ほ
に
は
出
し
と
し
の
薄
お
も
ひ
し
な
か
は
霜
か
れ
に
け
り

白
川
殿
の
百
首
に
逢
不
遇
恋

二
発
そ
の
ま
ふ
に
む
す
ひ
た
え
て
も
山
の
井
の
猶
あ
か
さ
り
し
影
は
わ
す
れ
す

一
毛
あ
き
風
の
吹
に
ま
か
せ
て
ま
く
す
原
わ
れ
と
は
人
を
う
ら
み
や
は
す
る

二
突
さ
ら
に
身
を
な
け
か
し
と
て
も
か
な
し
き
は
命
つ
れ
な
き
秋
の
夕
く
れ

一
空
も
ゑ
ち
は
の
ち
し
ほ
し
ら
る
シ
た
も
と
哉
時
雨
を
か
ら
い
涙
な
れ
と
も
」
三
一
オ

〔
以
下
ア
ル
イ
全
令
カ
ラ
続
ク
カ
〕

１
安
嘉
門
院
右
衛
門
佐
八
首
〔
一
語
’
三
〕

文
永
八
年
七
月
七
日
白
河
殿
百
首
に
鴬

一
語
鴬
も
物
う
か
ら
て
や
ふ
く
か
せ
の
枝
を
な
ら
さ
ぬ
花
に
な
く
ら
む

橋 山
を

忍
絶
恋

寄
秋
風
恋
を

前
左
大
臣
家
十
首
奇
に

紅
葉

一
天
ｌ
新
拾
遺
恋
五
・
三
三
、
題
し
ら
ず
、

四
条
。
１
お
も
ｌ
新
拾
遺
「
忍
」
。

一
幸
ｌ
続
拾
遺
恋
四
・
己
只
、
山
階
入
道
左
大
臣
の
家

の
十
首
の
歌
に
寄
秋
風
恋
、
安
嘉
門
院
四
条
。

一
語
１
嘉
ｌ
大
本
「
喜
」
。

安
嘉
門
院

－128－



人家和歌集（福田）

二
七
う
か
り
け
る
は
る
の
わ
か
れ
と
思
ふ
に
も
涙
に
く
る
上
今
日
の
か
な
し
さ

五
智
如
来
野
よ
承
侍
け
る
に
平
等
性
智

１

二
六
わ
す
れ
す
よ
う
ぎ
か
な
か
に
も
思
ひ
い
て
の
身
の
程
許
有
し
昔
は

権
中
納
言
公
宗
か
く
れ
て
の
三
月
尽
に
前
左
大
臣
の
も
と
へ

一
二
一
今
日
も
猶
し
く
る
鼻
雲
と
承
る
程
に
は
る
れ
は
残
る
峯
の
し
ら
雪

前
左
大
臣
家
十
首
に
名
所
松

１

三
酉
ゆ
き
上
に
は
た
の
む
か
け
そ
と
た
ち
よ
り
て
い
そ
ち
な
れ
ぬ
る
し
か
の
濱
松

寄
山
述
懐
を
」
三
四
オ

三
五
わ
れ
な
か
ら
心
の
お
く
も
み
る
は
か
り
し
の
ふ
の
山
に
や
と
も
と
め
て
ん

三
一
と
に
か
く
に
袖
こ
そ
ぬ
る
れ
村
時
雨
す
ぎ
ぬ
る
か
た
を
思
ひ
い
つ
れ
は

申
つ
か
は
し
け
る

懐
旧

初
雪

題
不
知

新
院
弁
内
侍
十
一
首
因
究
、
ｌ
二
一
・
男
宇
土
夫
、
他
二
首
散
扶
ヵ
〕

〔
以
下
四
発
へ
続
ク
カ
〕

田
三
カ
ラ
続
ク
〕

○

二
七
ｌ
新
後
撰
秋
下
三
二
、
権
中
納
言
公
宗
身
ま
か
り

て
後
三
月
尽
に
山
階
入
道
左
大
臣
の
許
に
遣
し
け
る
、

前
大
僧
正
良
覚
。

三
実
１
か
な
’
底
本
「
哉
」
ヲ
見
セ
消
チ
ニ
テ
改
ム
。

三
五
ｌ
続
後
拾
遺
雑
下
二
菫
、
寄
山
述
懐
を
、
前
大
僧

正
良
覚
。

三
四
ｌ
続
拾
遺
雑
上
二
三
、
山
階
入
道
左
大
臣
の
家
の

叶
囎
切
鍬
献
酩
訓
棚
附
雌
柳
搬
覚
剛
現
時
州
鰄
叺
獺
柵

汁
六
人
詩
歌
「
過
」
。
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１

三
一
う
ぎ
こ
と
も
花
の
ざ
か
り
は
忘
ら
れ
て
ち
る
を
待
け
る
我
涙
哉

款
冬
を

二
一
問
人
も
こ
し
ま
か
崎
に
春
く
れ
て
い
た
つ
ら
に
ち
る
山
吹
の
は
な

一
一
三
染
て
け
る
こ
上
ろ
と
人
も
み
る
は
か
り
色
に
あ
ら
は
す
こ
と
の
は
も
哉

如
円
法
師
六
首

二
九
か
さ
上
き
の
か
は
す
つ
は
さ
や
七
夕
の
秋
の
ひ
と
よ
の
夢
の
う
ぎ
橋

二
八
郭
公
ま
つ
と
も
人
の
つ
け
な
く
に
い
く
里
お
な
し
は
つ
れ
鳴
ら
ん

横
川
に
て
ひ
さ
し
く
皇
后
宮
の
御
い
の
り
し
侍

１

け
る
に
春
宮
む
ま
れ
さ
せ
給
た
り
け
れ
は
三
昧
院
に

ま
い
り
て
思
ひ
つ
生
け
入
る

〔
以
下
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
ー
灸
へ
続
ク
カ
〕

月 述
懐
奇
と
て

百
首
野
中
に

七
夕
を 〔

以
下
続
キ
未
考
〕

寛
慶
法
師
二
首
昌
男
’
三
白

○

』
三
四
ウ

」
三
五
オ

三
一
１
も
ｌ
底
本
「
の
」
（
能
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
も
」

ト
改
ム
。

ニ
ハ
ー
宮
ｌ
底
本
草
体
（
字
形
不
分
明
）
ヲ
見
セ
消
チ
ニ

テ
槽
書
二
改
ム
。
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一
三
一
く
も
る
と
て
月
を
は
如
何
Ｌ
う
ら
む
へ
き
た
上
う
き
物
は
涙
成
け
り

一一

一一

二子'二LZL4
三
未
よ
の
常
の
心
の
外
の
こ
上
ろ
そ
と
し
る
こ
そ
人
の
し
ら
ぬ
な
り
け
れ

１
道
日
法
師
二
首

〔
以
下
続
キ
未
考
、
ア
ル
イ
ニ
葵
へ
統
ク
カ
〕

１

三
九
ゆ
く
ほ
た
る
光
承
せ
す
は
ね
に
た
て
ぬ
思
ひ
を
い
か
て
人
の
し
ら
ま
し

三
八
思
ふ
事
有
し
に
上
た
る
た
も
と
哉
ほ
す
に
ほ
さ
れ
ぬ
五
月
雨
の
比

〔
中
務
親
王
家
小
督
六
首
以
上
〕
呈
毛
’
一
三
〕
ｇ
ノ
前
欠
脱
〕

三
七
も
の
思
ふ
わ
れ
な
れ
は
と
や
郭
公
な
く
へ
ぎ
こ
ろ
も
聲
を
き
か
せ
ぬ
』
三
五
ウ

１

臺
己
お
と
つ
れ
ぬ
よ
は
こ
そ
な
け
れ
待
人
を
お
き
ふ
く
風
と
思
は
ま
し
か
は

１

よ
な
ノ
、
の
わ
か
思
ひ
れ
を
し
る
へ
に
て
人
も
お
し
へ
ぬ
夢
の
か
よ
ひ
ち

こ
坐
ろ
な
き
身
は
う
ぎ
事
も
あ
ら
れ
と
も
涙
そ
物
は
思
ひ
し
り
け
る

百
首
奇
中
に

荻
風

尺
教

恋
舟
と
て

螢 五
月
雨

○

三
五
１
へ
ｌ
底
本
「
つ
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
へ
」
ト

改
ム
。

三
九
１
く
ｌ
底
本
「
へ
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
く
」
ト

改
ム
。

三
六
ノ
次
１
日
ｌ
大
本
字
形
「
同
」
ニ
近
シ
。

三
己
１
き
ｌ
大
本
右
傍
補
入
。
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１

一
三
か
く
こ
ひ
む
む
く
ひ
を
人
の
思
は
て
や
の
ち
の
ょ
知
す
つ
れ
な
か
る
ら
ん

三
一
さ
も
こ
そ
は
う
き
身
な
り
共
ち
か
ひ
て
し
命
に
か
へ
て
な
と
わ
す
る
ら
ん

中
務
卿
親
王
家
播
磨
二
首
〔
一
三
一
丁
三
巴

」
三
六
オ

二
三
は
か
な
く
も
ま
よ
ひ
そ
め
ぬ
る
心
哉
み
し
は
誰
と
も
知
ぬ
こ
ひ
ち
に

三
四
か
き
り
あ
る
み
ち
に
も
と
こ
そ
思
ひ
し
に
こ
の
よ
な
か
ら
も
わ
か
れ
ぬ
る
か
な

平
親
清
女
九
首
Ｑ
三
・
四
杏
ｌ
実
芭

１

三
宝
立
よ
る
も
か
こ
と
か
ま
し
き
花
の
か
に
あ
や
な
く
に
ほ
ふ
春
の
衣
手

〔
以
下
異
昊
続
ク
〕

里
邑
ノ
次
カ
ラ
統
ク
〕

三
宍
難
波
か
た
浦
風
荒
ぎ
波
主
よ
り
時
雨
て
ゑ
ゆ
る
淡
路
嶋
山

１

三
毛
う
ぎ
人
を
忘
る
上
程
の
こ
上
ろ
た
に
な
と
か
我
身
に
任
せ
ざ
る
ら
ん
』
三
六
ウ

臺
穴
い
つ
は
り
を
さ
の
み
は
よ
も
と
た
の
む
こ
そ
我
心
さ
へ
う
た
か
は
れ
け
れ

恋
奇
中
に

別
心
を

百
首
吾
に

恋
奇
中
に

依
変
疑
恋

○

琴
塗
篭
鼈
，
竺
趣
誤
認
芽
藻
柳

ト
シ
、
「
こ
」
ト
改
ム
。
三
三
１
参
照
。

三
宝
１
衣
ｌ
底
本
草
体
ヲ
見
セ
消
チ
ニ
テ
行
書
二
改
ム

三
七
１
を
ｌ
底
本
「
お
烏
於
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
を
」

改
ム
。
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人家和歌集（福田）

三
禿
う
ぎ
事
を
お
も
ひ
つ
上
け
て
ね
ぬ
る
よ
は
夢
の
う
ち
に
も
ね
そ
な
か
れ
け
る

円
俊
法
師
一
首
〔
三
巳

三
壱
ひ
と
り
ぬ
る
枕
に
近
き
巷
と
こ
を
草
は
と
ね
を
や
鳴
ら
ん

実
承
法
師
一
首
〔
一
三
〕

一
三
お
も
ひ
出
る
お
も
か
げ
ま
て
や
つ
ら
か
ら
ん
わ
か
る
上
空
の
有
曙
の
月
」
三
七
オ

朝
守
法
師
二
首
〔
三
一
’
一
三
一
〕

二
一
わ
か
れ
ち
は
夕
つ
け
烏
の
つ
ら
き
ね
に
う
ぎ
か
上
す
そ
ふ
鐘
の
お
と
哉

母
身
ま
か
り
て
第
三
年
に
懐
旧
を

１

一
三
一
め
く
り
あ
ふ
承
と
せ
の
今
日
の
月
も
こ
そ
う
か
り
し
物
の
か
た
ゑ
成
け
れ

〔
以
下
続
キ
未
考
〕

〔
ア
ル
イ
全
一
三
カ
ラ
続
ク
カ
〕

１

二
西
よ
の
中
を
な
け
か
む
た
め
と
な
れ
る
承
や
う
き
に
た
え
て
は
い
と
は
さ
る
ら
ん

観
存
法
師
二
首
〔
一
三
’
三
宍
〕

述
懐

秋
寄
中
に

寄
月
恋
を

百
首
奇
に
恋

○

｜
一
美
ｌ
新
後
撰
雑
中
酉
壼
、
題
し
ら
ず
、
法
印
定
意
。

一
三
一
１
こ
ｌ
底
本
「
う
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
こ
」
ト

改
ム
。
三
一
１
参
照
。

二
面
１
え
ｌ
底
本
「
み
」
（
ミ
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
え
」

ト
改
ム
。
奎
１
参
照
。
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三
ｇ
山
吹
の
花
こ
そ
い
は
い
色
な
ら
め
さ
き
な
は
つ
け
よ
い
て
の
里
人

二
元
あ
た
し
よ
に
つ
ゐ
に
は
と
ま
る
人
も
な
し
を
く
れ
さ
き
た
つ
ね
の
み
な
か
れ
て

定
意
法
師
五
首
〔
一
言
・
臺
宍
’
一
三
召
」
三
八
オ

三
六
逢
ま
て
を
物
思
ふ
こ
と
の
か
ぎ
り
に
て
あ
け
行
空
に
わ
か
れ
す
も
哉

三
毛
秋
深
ぎ
と
き
は
の
山
の
鹿
の
ね
に
色
な
ぎ
つ
ま
や
つ
れ
な
か
る
ら
ん

了
性
法
師
二
首
三
天
’
三
元
〕

二
三
ち
る
花
に
そ
へ
し
心
の
か
へ
り
て
や
く
れ
行
は
る
を
又
し
た
ふ
ら
ん

述
懐
』
三
七
ウ

一
三
〈
い
つ
ま
て
と
思
ふ
心
の
な
か
り
せ
は
何
に
な
ぐ
さ
む
う
き
ゑ
な
ら
ま
し

巌
性
法
師
一
首
〔
一
三
〕

海
邊
時
雨

款
冬
を
よ
め
る

題
不
知

恋
笥
中
に

題
不
知

秋
野
に〔

以
下
三
宍
へ
続
ク
〕

○
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家
川
上
提
を

人
一
一
零
つ
く
は
ね
の
峯
さ
し
の
ほ
る
月
か
け
に
氷
て
落
る
み
な
の
川
な
ゑ

１

和歌集（福m)

１

壼
〈
よ
の
中
を
そ
む
き
て
後
も
か
な
し
き
は
い
と
ふ
を
し
ら
ぬ
命
成
け
り

能
慶
法
師
二
首
〔
一
一
雪
上
一
頁
〕

三
里
お
も
ひ
か
れ
も
ら
す
心
の
う
ち
は
猶
し
の
ひ
し
よ
り
も
く
る
し
か
り
け
り

三
閨
紅
葉
せ
し
木
上
の
こ
の
は
入
散
は
て
Ｌ
松
こ
そ
山
の
あ
る
し
な
り
け
れ

一
言
な
へ
て
よ
の
人
き
け
と
て
や
時
烏
ぬ
し
さ
た
ま
ら
ぬ
は
つ
れ
な
く
ら
ん

平
の
と
き
も
ち
身
ま
か
り
て
後
か
の
す
ゑ
侍
り

け
る
と
こ
ろ
あ
け
に
げ
る
を
見
て
よ
め
る

一
三
一
ゑ
し
人
の
あ
ら
ま
し
か
は
と
思
ひ
い
て
Ｌ
な
き
跡
ま
て
も
ぬ
る
上
袖
哉
』
三
八
ウ

行
然
法
師
三
首
里
鬮
上
一
更
〕

〔
某
法
師
一
首
以
上
〕
〔
重
〕
〔
以
下
続
キ
未
考
〕

一
茜
一
も
ゑ
ち
葉
を
風
に
任
て
ゆ
く
秋
は
か
た
ゑ
ま
て
こ
そ
と
ま
ら
さ
り
け
れ

唯
教
法
師
二
首
〔
壼
一
ｌ
壼
己

述
懐

初
恋
の
こ
こ
ろ
を

川
上
月
を

冬
野
中
に

唯
教
法
師
二
首
〔
一
茜
一

初
間
郭
公
と
い
ふ
事
を

」
三
九
オ

壼
七
１
る
ｌ
底
本
「
か
」
（
可
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
る
」

（
留
）
ト
改
ム
。

壷
〈
１
い
ｌ
底
本
右
傍
補
入
。
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一
一
菫
く
も
ら
し
な
涙
は
か
り
は
し
く
る
と
も
袖
よ
り
外
の
秋
の
よ
の
月

一
壼
四
如
何
に
せ
む
い
け
ら
は
後
の
は
る
に
又
あ
は
む
あ
は
し
も
し
ら
ぬ
別
を

一
三
一
う
つ
せ
ゑ
の
む
な
し
ぎ
よ
と
は
思
へ
と
も
猶
う
ぎ
か
ら
に
ね
こ
そ
な
か
る
れ

親
道
法
師
三
首
ロ
ー
言
上
一
三
、
他
一
首
散
快
ヵ
〕

一
三
も
の
お
も
ふ
身
と
て
い
と
は
上
郭
公
い
つ
れ
の
年
か
こ
ゑ
を
き
ぐ
へ
ぎ

恋
寄
に
』
三
九
ウ

ニ
ー
い
か
に
せ
む
さ
も
こ
と
し
け
き
よ
ひ
の
ま
を
し
は
し
と
ま
た
て
人
の
か
へ
ら
は

臺
ロ
涙
こ
そ
う
き
物
な
れ
や
は
る
の
ょ
は
く
も
り
も
は
て
ぬ
月
と
間
し
に

三
男
あ
ち
ぎ
な
く
人
の
た
め
と
は
う
へ
さ
り
し
の
ぎ
は
の
梅
に
誰
を
待
ら
ん

一
一
夷
山
に
て
も
猶
う
ぎ
時
の
心
こ
そ
よ
を
い
て
は
て
ぬ
程
は
し
り
け
れ

寂
恵
法
師
五
首
昌
男
上
一
壹
〕

月
を

述
懐親

道
法
師
三
首
〔

百
首
奇
中
に
三
月
尽

春
月

題
不
知

梅
を
よ
め
る

述
懐
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人家和歌集（福田）

一
一
一
一
〈
一

三
六
二

三
六
三

一
一
き
た
上
に
こ
そ
身
に
し
む
風
も
き
こ
え
し
か
人
ま
た
さ
り
し
秋
の
夕
く
れ

１

壹
八
お
し
な
へ
て
う
き
は
う
へ
の
み
こ
ほ
り
つ
上
下
は
え
な
ら
ぬ
ほ
と
も
し
ら
れ
す

一
一
一
尭
心
か
ら
な
に
か
難
波
の
浦
千
と
り
う
き
め
か
る
て
ふ
か
た
に
し
も
な
く

壹
七
か
た
み
と
て
秋
の
と
め
け
る
も
ゑ
ち
は
を
う
た
て
も
さ
そ
ふ
山
を
ろ
し
哉

因
尭
カ
ラ
続
ク
〕

惜
秋
」
四
○
オ

三
美
か
ぎ
り
あ
る
秋
よ
り
外
の
日
か
す
を
は
な
ぎ
に
な
し
て
や
け
ふ
を
し
た
は
ん

身
に
か
へ
は
た
か
な
は
た
上
し
と
は
か
り
に
今
ま
て
つ
ら
ぎ
よ
に
も
ふ
る
か
な
』
四
○
ウ

う
つ
上
と
も
夢
と
も
わ
か
す
な
か
ノ
、
の
物
思
ひ
そ
ふ
る
け
さ
の
心
ち
は

ま
と
ろ
ま
ぬ
程
に
み
し
か
は
け
さ
は
又
う
き
を
夢
と
も
思
ひ
な
さ
れ
す
一
垂
一
Ｔ
続
拾
遺
恋
三
・
妻
一
、
中
務
卿
宗
尊
親
王
の
家
の

百
首
の
歌
に
恋
の
心
を
、
鷹
司
院
帥
。

文
永
五
年
八
月
十
五
夜
内
裏
五
首
奇
合
に
月

恋
寄
中
に

寳
治
二
年
百
首
に
落
葉
を

暮
秋

夕
恋
を

百
首
寄
中
に

〔
以
下
続
キ
未
考
〕

○

一
一
実
１
え
ｌ
底
本
「
み
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
え
‐
」
卜

改
ム
。

一
壼
七
ｌ
宝
治
御
百
首
冬
、
落
葉
、
〔
鷹
司
院
〕
帥
。
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一
美
四
今
は
た
上
人
を
も
身
を
も
恨
み
ね
と
月
に
涙
そ
猶
残
け
る

一
一
室
い
つ
か
又
か
け
を
た
に
み
む
を
ぎ
わ
か
れ
う
か
り
し
ま
上
の
有
曙
月

〔
以
下
欠
脱
力
〕

一
一
萎
永
よ
し
野
の
山
郭
公
待
人
は
花
よ
り
後
も
帰
ら
さ
り
け
り

坐
禅
の
時
よ
め
る
」
四
一
オ

ー

昊
七
ゆ
り
の
う
へ
に
し
つ
か
な
る
よ
の
暁
は
心
に
の
こ
る
お
も
か
げ
も
な
し

１
禅
春
法
師
一
首
〔
昊
凸

三
充
よ
を
い
と
ふ
心
や
も
と
に
帰
ら
む
う
ぎ
に
時
雨
る
入
冬
の
山
単

貞
雲
法
師
一
首
〔
一
三
〕

一
美
八
．
い
つ
は
り
と
思
ふ
心
も
な
き
ま
て
に
た
の
む
は
な
に
の
行
ゑ
成
ら
ん

順
空
法
師
一
首
〔
一
一
禿
〕

１驚
絶
恋
と
い
ふ
事
を

郭
公

題
不
知

恋
奇
中
に

寄
時
雨
述
懐
を

〔
以
下
続
キ
未
考
、
ア
ル
イ
全
実
ノ
次
カ
ラ
続
ク
カ
〕

○

一
一
蚕
１
驚
ｌ
底
本
・
大
本
「
鴬
」
ニ
近
シ
、
今
改
ム
。

一
一
毫
１
り
ｌ
底
本
・
大
本
「
り
」
（
里
）
ト
ア
レ
ド
、
ア

ル
イ
ハ
「
か
」
（
可
）
ノ
誤
写
力
。

美
八
１
春
ｌ
底
本
・
大
本
字
形
不
分
明
、
ア
ル
イ
ハ
「
宿
」

モ
シ
ク
ハ
「
寮
」
力
。
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人家和歌策（福田）

一
垂
一
な
ひ
く
か
と
み
え
し
も
し
ほ
の
煙
た
に
今
は
跡
な
ぎ
浦
風
そ
吹

旅
泊
風
を
」
四
一
オ

ー

三
潟
都
い
て
上
か
入
る
所
の
た
ひ
ね
に
も
な
れ
す
は
い
か
上
す
ま
の
浦
か
せ

権
大
僧
都
公
朝
廿
八
首
〔
一
三
ｌ
天
一
・
四
面
ｌ
堅
四
、
他
十
首
散
供
力
〕

三
七
一

三
七
二

一
三
あ
は
れ
な
と
よ
の
こ
と
は
り
の
う
ぎ
に
た
に
思
ひ
な
さ
れ
ぬ
我
身
な
る
ら
ん
』
四
一
ウ

１

あ
ら
は
れ
て
た
つ
と
な
ゑ
え
そ
ふ
し
の
根
の
煙
も
よ
そ
の
思
な
ら
ね
は

１

あ
わ
て
こ
そ
猶
う
か
り
け
れ
人
の
承
を
な
ば
ら
は
し
物
と
何
思
け
ん

春
野
中
に

合
に
恨
絶
恋

〔
法
印
憲
実
二
首
以
上
〕
〔
一
三
’
一
毛
巴
〔
欠
脱
ヲ
挾
ソ
デ
一
元
セ
ヵ
ラ
続
ク
ヵ
〕

右
京
大
夫
行
家
人
々
に
ょ
ま
せ
侍
け
る
住
吉
社
計

題
不
知

恋
野
中
に

百
首
吾
中
に

〔
一
行
空
白
〕

慈
性
法
師
三
首

〔
以
下
ア
ル
イ
ハ
三
両
へ
続
ク
カ
〕

○

〔
一
毛
一
、
Ｉ
一
毛
一
一
・
三
西
力
〕

毛
四
１
か
ｌ
庇
本
「
よ
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
か
」
卜

改
ム
。

三
一
ｌ
続
拾
遺
恋
五
・
一
三
一
、
恨
絶
恋
、
法
印
憲
実
。

一
毛
－
１
患
ｌ
底
本
「
思
火
」
ヲ
兇
セ
消
チ
ト
シ
、
「
忠
」

ト
改
ム
。

一
毛
一
丁
は
ｌ
底
本
・
大
本
ア
レ
ド
術
力
。
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１

一
一
菫
山
た
か
み
ま
こ
と
の
雲
も
か
入
る
ら
ん
い
か
上
さ
の
み
は
桜
な
る
へ
き

二
〈
ま
つ
事
も
な
し
と
思
ひ
し
老
か
よ
の
心
に
か
上
る
山
桜
か
な

一
毛
八
一
こ
ゑ
も
な
さ
け
な
り
け
り
時
鳥
あ
ば
れ
と
そ
思
ふ
有
明
の
空

五
月
雨
』
四
ニ
ウ

三
究
大
井
川
い
く
ひ
の
う
へ
に
波
こ
え
て
せ
く
と
も
見
え
ぬ
五
月
雨
の
比

一
一
一
台
ふ
ち
は
瀬
に
か
わ
る
と
聞
し
あ
す
か
川
た
か
い
つ
は
り
そ
五
月
雨
の
こ
ろ

一
毛
七
桜
花
た
を
る
人
に
は
ゆ
る
す
と
も
嵐
に
お
し
め
春
の
山
も
り

一
天
一
わ
ひ
っ
生
も
住
な
ら
ひ
に
し
よ
の
中
の
又
あ
ち
き
な
き
秋
の
夕
く
れ

〔
以
下
里
更
続
ク
〕

三
一
わ
か
き
ゑ
の
た
め
し
に
す
へ
ぎ
松
も
猶
と
し
さ
た
ま
れ
る
物
と
こ
そ
き
け

法
印
尊
海
十
五
首
〔
三
一
丁
一
三
・
四
二
Ｉ
豐
召

は
る
の
比
難
波
の
か
た
に
ま
か
り
て

郭
公

百
首
奇
に

秋
野
に

題
不
知

〔
一
言
カ
ラ
続
ク
カ
〕

○

一
毛
五
１
い
か
比
ｌ
大
本
右
傍
補
入
。

’
一
否
ｌ
新
千
載
夏
毫
、
題
し
ら
ず
、
前
大
僧
正
公
朝
。
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人家和歌集（福田）

昊
七
な
ら
や
ま
を
ゆ
ふ
こ
え
く
れ
は
古
里
の
と
ふ
ひ
野
の
へ
に
鹿
そ
な
く
な
る

中
務
卿
親
王
家
十
首
野
合
に
見
月

美
へ
身
に
つ
も
る
老
の
行
ゑ
の
か
な
し
さ
も
忘
れ
て
み
つ
る
よ
は
の
月
か
な

三
八
四

三
八
五

三
八
六

〃、三
灸
ま
て
し
は
し
身
は
な
坐
そ
ち
に
な
り
い
と
も
し
ら
て
や
秋
の
す
き
む
と
す
ら
ん

光
俊
朝
臣
よ
ま
せ
侍
け
る
春
日
社
五
首
奇
合
に
雪
』
四
三
ウ

ー

２

三
召
し
は
し
こ
そ
た
ま
れ
は
か
て
に
は
ら
ひ
つ
れ
風
を
も
う
つ
む
松
の
雪
か
な

１

い
か
に
み
て
い
か
に
語
ら
む
難
波
ゑ
や
か
す
め
る
か
た
の
芦
の
村
た
ち

百
首
嵜
中
に
」
四
三
オ

花
を
猶
承
は
や
と
思
ふ
こ
上
ろ
こ
そ
う
き
に
残
れ
る
昔
成
け
れ

よ
の
つ
ね
に
間
と
や
思
ふ
郭
公
老
の
ね
ざ
め
の
ま
た
ふ
か
き
よ
は

わ
れ
許
よ
を
は
な
け
か
し
郭
公
聲
に
た
て
上
は
待
わ
た
る
ら
ん

惜
秋

題
不
知

〔
実
一
カ
ラ
続
ク
〕

勝
林
寺
に
ま
か
れ
り
け
る
に
思
順
上
人
あ
り
き
た
か

山
家
を

〔
以
下
空
三
へ
続
ク
〕

○

一
三
一
１
芦
ｌ
底
本
「
蘆
」
ヲ
見
セ
消
チ
ニ
テ
改
ム
。

一
一
毫
ｌ
夫
木
十
二
鹿
二
三
題
不
知
、
明
玉
、
法
印
尊
海
。

莞
－
１
に
ｌ
大
本
ナ
シ
。
２
つ
ｌ
ア
ル
イ
ハ
「
ら
」
ノ
誤

写
力
。
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１

２

－
エ
ー
あ
や
な
く
も
あ
ら
ぬ
山
ち
と
お
も
ふ
哉
こ
の
を
く
に
こ
そ
花
も
さ
く
な
れ

１聲
聞
の
心
を
」
四
四
オ

元
四
は
か
な
く
も
ゆ
き
は
て
ぬ
と
や
お
も
ひ
け
ん
お
し
か
な
く
野
の
秋
の
夕
く
れ

藤
原
隆
祐
朝
臣
身
ま
か
り
て
後
四
十
八
願
野
人

の
す
上
め
侍
り
け
る
に
佛
光
無
邊
願

尭
垂
月
は
い
ざ
こ
れ
こ
そ
く
ら
き
道
ま
て
も
遙
に
て
ら
す
光
成
け
れ

法
印
道
雲
三
首
皀
突
、
Ｉ
一
垂
、
他
一
首
散
快
力
〕

云
一
き
え
は
て
は
さ
て
も
や
む
へ
ぎ
露
の
み
を
又
ふ
き
む
す
ふ
風
は
う
ら
め
し

毒
〈
今
も
け
に
見
る
は
う
つ
上
に
あ
ら
れ
と
も
昔
の
夢
は
猶
そ
こ
ひ
し
ぎ

１
ユ
キ
、

元
一
こ
た
ふ
へ
き
人
な
き
寺
と
聞
し
よ
り
と
ふ
に
と
は
れ
ぬ
ゑ
ち
は
し
り
に
き

１

一
一
毛
け
さ
ま
て
は
よ
そ
に
そ
ゑ
つ
る
朝
か
ほ
の
夕
の
露
や
我
身
な
る
ら
ん

〔
以
下
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
ー
三
一
へ
続
ク
カ
〕

十
界
計
中
に
地
獄

あ
さ
か
ほ
を

と
に
つ
か
わ
し
け
る

百
首
割
中
に
懐
旧

ひ
て
対
面
を
と
け
さ
り
け
れ
は
か
の
て
ら
の
僧
の
も

二
乗
成
佛

壼
一
Ｔ
続
拾
遺
釈
教
三
全
、
二
乗
成
仏
の
心
を
、
法
印

定
円
。
１
山
ち
ｌ
続
拾
遺
「
み
山
」
。
２
も
ｌ
続
拾
遺

「
は
」
。

美
四
１
間
ｌ
底
本
草
体
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
改
メ
テ
草

体
ヲ
書
ク
。

一
元
－
１
間
ｌ
大
本
「
き
と
（
ル
ビ
ナ
シ
）
。

一
元
七
１
は
‐
上
廷
本
「
も
」
（
毛
）
ヲ
兇
セ
消
チ
ト
シ
、
「
は
」

（
者
）
ト
改
ム
。
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人家和歌集（福田）

百
首
目
牛
に
』
四

一
え
へ
う
き
た
ひ
に
よ
を
は
恨
承
す
か
す
な
ら
ぬ
身
の
と
か
と
の
み
思
ひ
し
ら
れ
て

１

三
究
玉
く
し
け
ふ
た
か
み
山
に
て
る
月
の
か
け
は
く
も
ら
ぬ
か
上
承
成
け
り

権
少
僧
都
成
宣
一
首
〔
邑
巳

あ
ら
さ
る
外
の
こ
と
に
よ
り
て
な
き
名
た
ち
け
る
時

北
野
社
に
祈
請
し
て
よ
み
侍
け
る

四
ｇ
く
も
り
な
ぎ
神
は
空
に
そ
知
ら
め
は
あ
ふ
き
て
は
る
上
時
を
こ
そ
ま
て

１

権
少
僧
都
教
範
一
首
〔
皇
〕

２
草
庵
月
を

畠
一
夜
も
す
か
ら
い
つ
く
に
月
の
や
と
ら
ま
し
露
げ
き
草
の
い
ぼ
り
な
ら
す
は

法
眼
源
全
七
首
〔
窒
一
’
四
二
・
豊
一
丁
患
吾

」
四
五
オ

光
俊
朝
臣
よ
ま
せ
侍
り
け
る
百
首
に

豐
一
こ
れ
や
承
し
そ
の
神
山
の
桜
花
老
木
は
春
の
色
そ
す
く
な
き

１

邑
三
さ
た
め
な
き
命
に
は
る
を
ま
ち
ゑ
て
も
又
ち
る
花
に
物
や
思
は
ん

邑
四
も
の
思
へ
は
こ
と
の
ほ
か
な
る
涙
哉
よ
の
常
な
り
し
秋
の
タ
ヘ
を

秋
奇
に

〔
僧
都
某
二
首
以
上
〕
〔
一
美
ｌ
一
美
〕
〔
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
豐
四
カ
ラ
続
ク
ヵ
〕

百
首
笥
中
に

、

○

四
四
ウ

ｇ
－
１
都
ｌ
底
本
・
大
本
「
朝
」
、
今
改
ム
。
２
庵
ｌ
底

本
「
蚕
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
庵
」
ト
改
ム
。

三
究
１
玉
ｌ
底
本
草
体
ヲ
見
セ
消
チ
ニ
テ
偕
書
二
改
ム
。

四
三
１
又
Ｉ
大
本
右
傍
補
入
。
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酉
冤
種
し
あ
れ
は
人
の
心
の
八
十
桜
つ
ゐ
に
さ
と
り
も
ひ
ら
け
さ
ら
め
や

１

浄
土
要
文
計
に
彼
佛
寿
命
及
其
人
民
無
量
無
邊

２

阿
僧
祇
劫
故
名
阿
弥
陀

田
奎
カ
ラ
続
ク
〕

１寄
花
無
常

四
実
承
る
人
の
な
き
か
入
す
そ
ふ
は
る
こ
と
に
花
も
あ
た
な
る
よ
を
や
知
ら
ん

わ
つ
ら
ゐ
侍
り
け
る
こ
ろ
し
く
れ
を
き
上
て
』
四
五
ウ

四
宅
め
く
り
あ
は
む
残
の
秋
も
定
め
な
き
時
雨
は
老
の
涙
成
け
り

母
身
ま
か
り
て
後
ふ
る
ぎ
あ
と
の
月
を
見
て

１

四
宍
古
里
に
か
わ
ら
す
す
め
る
月
承
れ
と
猶
な
ぎ
か
け
そ
か
な
し
か
り
け
る

四
皇
年
こ
と
に
あ
ひ
承
る
こ
と
は
命
に
て
老
の
か
す
そ
ふ
秋
の
よ
の
月

１

日
吉
社
に
ょ
み
て
奉
り
け
る
百
首
奇
に
旅

〔
以
下
墨
一
天
続
ク
〕

１

里
一
し
る
へ
す
る
よ
は
の
螢
も
つ
け
さ
り
ぎ
も
ゆ
る
を
や
か
て
秋
の
か
せ
と
は
」
四
六
オ
雲
１
き
Ｉ
大
本
右
傍
補
入
。

四
三
人
を
承
な
う
ぎ
に
か
へ
さ
ぬ
あ
わ
れ
ゑ
そ
わ
か
か
ぎ
り
な
き
命
と
も
な
る

地
獄
猛
火
化
為
清
喧
風

八
識
種
子
と
い
ふ
事
を

○

四
二
１
文
ｌ
底
本
・
大
本
「
又
」
、
今
改
ム
。
２
劫
Ｉ
底

本
「
却
」
、
大
本
ニ
ョ
リ
改
ム
。

酉
室
ｌ
風
雅
雑
上
一
菫
一
、
月
の
歌
の
中
に
、
法
印
源
全
。

四
宝
ノ
次
１
旅
ｌ
大
本
「
懐
」
。
天
１
参
照
。

四
宝
ｌ
新
続
古
今
哀
傷
三
三
、
前
大
納
言
伊
平
身
ま
か

り
て
後
詠
み
侍
り
け
る
、
前
僧
正
実
伊
。
１
と
ｌ
新
続

古
今
「
は
」
。

四
実
’
三
十
六
人
大
歌
合
十
五
番
左
、
法
印
実
伊
。
１

寄
花
無
常
ｌ
大
本
「
寄
花
」
ヲ
前
行
二
続
ケ
テ
書
キ
、

行
末
二
至
り
改
行
。
解
説
第
二
節
参
照
。
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人家和歌集（福田）

四
天
さ
ら
し
な
や
お
は
す
て
山
の
夕
時
雨
月
み
し
よ
り
も
袖
は
ぬ
れ
け
り

四
元
い
か
る
か
の
よ
る
か
の
池
は
こ
ほ
れ
と
も
と
み
の
お
か
は
そ
た
え
す
な
か
る
上

中
務
卿
親
王
家
三
首
奇
合
に
千
鳥

四
宍
く
も
る
と
て
い
と
ふ
も
し
ら
す
老
ら
く
の
涙
も
よ
を
す
秋
の
夜
の
月
』
四
六
ウ

四
毛
わ
ひ
人
の
涙
も
と
む
る
月
か
け
に
ち
ぎ
り
有
け
る
我
た
も
と
哉

四
玉
ね
て
あ
か
す
人
を
う
し
と
や
さ
を
し
か
の
を
し
と
思
ふ
よ
の
月
に
な
ぐ
ら
ん

〔
昊
一
カ
ラ
続
ク
〕

四
面
あ
さ
ち
ふ
の
を
の
に
し
め
ゆ
ふ
夕
く
れ
を
猶
た
の
め
と
や
ま
つ
虫
の
な
く

四
三
う
ぎ
に
そ
ふ
我
み
の
秋
は
つ
ぎ
も
せ
て
お
し
む
に
く
る
Ｌ
長
月
の
空

〔
以
下
一
三
一
へ
続
ク
〕

四
三
こ
れ
の
み
そ
う
き
み
の
は
る
と
な
く
さ
め
て
花
よ
り
外
は
ま
つ
事
も
な
し

鹿冬
笥
と
て

月 暮
秋
を

春
副
に

法
印
良
覚
十
首
田
三
’
四
三
・
一
三
’
一
実
、
他
一
首
散
快
〕

○
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四
毛
ほ
に
出
て
ま
ね
く
け
し
き
を
し
の
薄
し
の
ひ
も
あ
へ
ぬ
袖
か
と
そ
み
る
』
四
七
ウ

四
一
天
ま
て
と
た
に
た
の
め
も
お
か
ぬ
よ
ひ
ノ
、
に
心
と
月
を
な
か
め
つ
る
哉

皇
后
宮
内
侍
三
首
固
毛
ｌ
望
む

四
一
五
雨
は
る
上
の
き
は
の
山
は
霧
こ
め
て
し
か
の
れ
と
を
ぎ
夕
く
れ
の
空

１

空
西
月
草
の
花
す
り
衣
か
へ
す
よ
は
う
つ
ろ
ふ
人
そ
夢
に
ゑ
え
け
る

〔
以
下
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
ー
禿
八
へ
続
ク
カ
〕

四
三
暁
は
帰
る
袖
こ
そ
ぬ
れ
ま
さ
れ
と
ま
る
も
お
な
し
別
な
れ
と
も

」
四
七
オ

四
三
あ
る
よ
そ
と
思
ふ
許
の
な
く
さ
め
や
い
け
る
別
の
た
の
承
成
ら
ん

豐
一
こ
め
や
と
は
思
ふ
物
か
ら
雨
ふ
り
て
ね
ら
れ
ぬ
よ
は
そ
人
は
待
る
上

空
己
あ
は
れ
に
そ
老
の
ね
さ
め
の
友
千
鳥
わ
か
よ
ふ
け
ぬ
る
月
に
な
く
な
る

秋
野
中
に

恋 秋
寄
に

寄
夢
恋

別
恋

恋
心
を

〔
某
女
二
首
以
上
〕
国
宝
ｌ
豊
さ
〔
以
下
統
キ
未
考
〕

○

四
一
西
ｌ
新
後
撰
恋
五
・
二
菫
、
寄
夢
恋
を
、
前
僧
正
公

朝
。
１
衣
ｌ
底
本
「
花
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
衣
」

ト
改
ム
。
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人家和歌集（福田）

空
西
山
里
に
つ
ま
ぎ
こ
る
へ
ぎ
道
を
た
に
求
め
か
ね
た
る
よ
を
も
ふ
る
か
な

空
宝
い
た
つ
ら
に
お
い
ぬ
る
身
を
も
な
け
か
れ
す
花
さ
け
は
承
つ
と
り
な
け
は
き
く

ロ
一
三
ノ
次
カ
ラ
統
ク
〕

四
一
三
今
さ
ら
に
く
や
し
か
り
け
り
山
里
に
す
ま
て
う
ぎ
よ
を
な
に
歎
き
け
ん

四
二
雲
と
見
て
よ
そ
に
や
人
の
い
と
ふ
ら
ん
花
に
か
く
る
上
山
の
は
の
月

夏
草
を
」
四
八
オ

豐
三
さ
ら
て
た
に
ゑ
ち
の
間
も
な
ぎ
我
や
と
を
草
は
に
か
こ
つ
夏
は
ぎ
に
け
り

〔
以
下
続
キ
未
考
〕

空
ご
し
る
し
ら
す
道
の
ゆ
き
上
に
問
人
の
た
よ
り
す
ぐ
さ
ぬ
花
の
比
か
な

四
一
元
た
の
め
け
る
人
の
契
は
む
な
し
く
て
ひ
と
り
そ
ゑ
つ
る
有
曙
の
月

１

安
嘉
門
按
察
五
首
国
三
’
四
三
、
他
二
首
散
扶
ヵ
〕

前
左
大
臣
家
十
首
に
忍
恋

１

２

四
六
い
は
し
ろ
の
ま
つ
の
い
は
し
と
忍
ふ
れ
と
色
に
は
い
て
す
む
す
ほ
れ
つ
上

春
笥
中
に

百
首
奇
中
に

春
月

題
不
知

○

四
一
三
ｌ
新
千
載
雑
下
言
若
、
題
し
ら
ず
、
法
印
尊
海
。

空
言
１
嘉
ｌ
大
本
「
喜
」
。

四
六
１
の
ｌ
底
本
「
や
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
の
」
ト

改
ム
。
２
ほ
ｌ
下
二
「
・
と
脱
力
。
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空
宍
今
は
よ
に
身
は
な
き
も
の
と
し
り
な
か
ら
猶
山
す
け
の
ね
こ
そ
な
か
る
れ

四
一
毛
つ
く
ノ
、
と
思
へ
は
か
な
し
何
事
も
後
を
ま
つ
へ
き
身
の
ょ
は
ひ
か
は

高
野
に
ま
う
て
け
る
時
と
ま
り
て
侍
け
る
や
と
の

あ
る
し
又
は
い
つ
か
と
申
け
れ
は

里
六
又
こ
む
と
み
こ
そ
契
ら
ね
身
は
老
ぬ
よ
は
定
め
な
し
道
は
は
る
け
し
』
四
八
ゥ

よ
を
の
か
れ
て
侍
り
け
る
人
の
も
と
へ

空
禿
は
か
な
く
て
身
こ
そ
う
き
よ
を
す
て
さ
ら
め
の
か
る
上
人
を
な
に
な
け
く
ら
ん

法
印
尊
家
二
首
届
ｇ
ｌ
圏
一
〕

四
皀
枕
の
み
し
ら
は
し
る
へ
ぎ
わ
か
れ
ち
を
を
く
る
も
つ
ら
し
有
明
の
月

圀
一
は
る
の
花
秋
の
紅
葉
も
ゑ
そ
し
ら
ぬ
わ
か
た
つ
杣
の
谷
の
む
も
れ
木

法
印
公
宗
二
首
〔
窒
一
、
他
一
首
散
扶
ヵ
〕

１

窒
一
か
す
な
ら
ぬ
身
を
は
思
は
す
山
里
の
花
を
あ
る
し
と
上
ふ
ひ
と
も
哉

〔
以
下
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
実
昊
続
ク
ヵ
〕

国
室
カ
ラ
続
ク
〕

四
里
い
く
里
の
夕
く
れ
こ
と
に
や
と
か
り
て
都
へ
た
つ
る
ひ
か
す
成
ら
ん
」
四
九
オ

題
不
知

百
首
割
中
に

○

圏
一
１
４
シ
ー
大
本
ナ
シ
。
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人家和歌集（福田）

圏
四
い
た
つ
ら
に
老
の
命
の
な
か
ら
へ
て
涙
と
な
る
は
昔
な
り
け
り

酉
豐
お
く
山
の
よ
川
の
水
を
た
つ
ね
き
て
深
き
承
の
り
の
な
か
れ
を
そ
く
む

法
眼
有
海
二
首
因
巽
ｌ
患
芭

四
実
さ
り
と
も
と
承
の
ゆ
く
末
を
た
の
ゑ
こ
し
心
も
よ
は
る
老
そ
か
な
し
ぎ

圏
七
古
里
は
玉
し
く
庭
と
成
に
け
り
あ
さ
ち
か
露
に
月
を
や
と
し
て

法
眼
覚
基
三
首
因
突
ｌ
豐
巳

秋
語
に

四
実
お
ほ
か
た
の
秋
は
習
と
い
ひ
な
か
ら
う
き
身
に
か
ぎ
る
袖
の
露
哉

四
男
う
き
よ
そ
と
思
ひ
し
り
て
も
い
と
は
い
は
如
何
に
つ
れ
な
き
心
成
ら
ん

前
権
僧
正
勝
尊
か
く
れ
て
後
と
ふ
ら
ひ
て
侍
け
る
人
の

四
舌
お
と
ろ
か
す
こ
と
の
は
ざ
へ
も
か
な
し
き
は
う
き
よ
の
夢
の
別
な
り
け
り

法
眼
源
承
三
首
〔
二
西
’
一
三
〕

題
不
知

寳
塔
品
の
心
を

述
懐
野
中
に

述
懐

返
事
に

〔
以
下
二
茜
へ
続
ク
〕

』
四
九
ウ

四
舌
ｌ
続
門
葉
雑
下
、
権
僧
正
勝
尊
か
く
れ
て
後
程
へ

て
人
の
も
と
よ
り
と
ふ
ら
ひ
け
る
返
事
に
そ
へ
侍
り
け

る
、
法
印
覚
基
。
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四
芙
袖
の
う
へ
の
涙
し
な
く
は
か
け
や
と
す
月
に
う
き
身
や
し
ら
れ
さ
ら
ま
し

四
妻
な
け
か
し
と
思
ひ
す
て
入
も
い
か
上
せ
む
う
き
身
に
そ
へ
る
秋
の
夕
く
れ

中
務
卿
親
王
家
の
十
首
野
合
に
同
心
を
』
五
○
ウ

窒
七
い
か
に
せ
む
袖
に
涙
の
か
上
ら
て
も
有
に
し
物
を
秋
の
夕
く
れ

四
讓
帰
さ
の
お
ち
か
た
人
の
袖
も
み
す
ま
た
霧
は
れ
ぬ
宇
治
の
わ
た
り
は

豐
一
う
た
上
ね
に
は
か
な
く
あ
く
る
夏
の
よ
は
見
は
て
ぬ
月
の
か
け
そ
か
な
し
き

七
夕
」
五
○
オ

窒
一
な
か
れ
て
も
今
日
を
こ
そ
ま
て
天
川
つ
ゐ
に
よ
る
せ
の
絶
ぬ
た
の
承
に

１

文
永
二
年
八
月
十
五
夜
計
合
に
未
出
月

窒
一
如
何
に
し
て
誰
ゆ
へ
な
ら
ぬ
な
か
め
と
も
山
の
あ
な
た
の
月
に
し
ら
れ
ん

同
五
年
内
裏
寄
合
對
月
間
昔
と
い
ふ
こ
と
を

豐
四
月
な
ら
て
又
誰
に
か
は
事
と
は
む
ゑ
ぬ
よ
の
秋
の
昔
か
た
り
を

見
月

秋
夕

百
首
奇
に

夏
月

三
宅
カ
ラ
続
ク
〕

○

豐
四
ｌ
続
拾
遣
雑
秋
杳
『
月
の
歌
と
て
、
鷹
司
院
帥
。

窒
一
Ｔ
十
五
夜
歌
合
十
五
番
右
、
鷹
司
院
帥
。
１
未
ｌ

大
本
「
末
」
。
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人家和歌集（福田）

１

型
酋
年
ふ
れ
と
有
し
な
か
ら
の
お
も
か
け
や
身
を
も
は
な
れ
ぬ
か
た
み
成
ら
ん

四
奎
い
く
よ
わ
れ
涙
に
月
を
や
と
す
ら
む
思
ひ
出
よ
と
い
ひ
し
は
か
り
に

１

四
毛
あ
ち
ぎ
な
く
な
に
か
歎
け
ん
く
れ
竹
の
う
き
ふ
し
と
て
も
夢
の
よ
な
れ
は

１
平
親
清
女
妹
七
首
〔
空
父
’
四
三
、
他
四
首
散
扶
ヵ
〕

空
尖
都
に
て
み
し
に
は
な
に
も
か
わ
り
け
り
お
な
し
空
ゆ
く
月
日
な
ら
て
は

四
六
一
一

四
一
〈
三

〔
三
三
カ
ラ
続
ク
〕

里
己
あ
ま
衣
今
や
檮
ら
む
夜
さ
む
な
る
た
承
野
の
鴫
の
秋
の
し
ほ
か
せ

１

２

奥
一
あ
は
れ
わ
か
そ
て
を
ゑ
せ
は
や
人
っ
て
に
き
け
は
そ
猶
と
た
の
ま
ざ
る
ら
ん

四
麦
も
み
ち
は
の
色
に
出
て
や
山
姫
も
我
身
し
く
る
上
秋
を
み
す
ら
む

〔
以
下
壹
六
へ
続
ク
〕

と
へ
か
し
な
袖
ほ
し
わ
ふ
る
こ
の
こ
ろ
の
空
も
を
や
ま
ぬ
春
の
な
か
め
を

１

我
そ
て
の
た
く
ひ
成
ら
し
紅
葉
は
に
た
ま
れ
る
か
り
の
秋
の
涙
は
」
五
一
オ

旅1 題
不
知

恋
百
首
奇
よ
ゑ
侍
け
る
に

百
首
寄
中
に

紅
葉

○

空
酋
１
と
ｌ
底
本
「
は
」
（
者
）
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
と
」

卜
改
ム
。

空
父
１
親
ｌ
底
本
「
示
篇
二
尺
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、

「
秋
（
篇
労
逆
）
」
ト
ス
。
大
本
「
秋
」
、
今
改
ム
。

実
七
１
け
ｌ
底
本
・
大
本
「
け
」
（
介
）
ナ
レ
ド
、
「
か
」
ノ

誤
写
力
。

四
棗
１
旅
ｌ
底
本
「
手
篇
二
哀
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、

「
旅
」
卜
改
ム
。
穴
１
参
照
。

四
奎
１
て
ｌ
底
本
「
く
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
て
」

改
ム
。

癸
一
１
て
ｌ
底
本
「
く
」
ヲ
見
セ
消
チ
ト
シ
、
「
て
」
卜

改
ム
。
２
と
ｌ
ア
ル
イ
ハ
「
も
」
ノ
誤
写
力
。

ト
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函
芙
な
く
さ
ま
て
は
て
は
物
こ
そ
か
な
し
け
れ
人
に
よ
り
て
や
月
も
見
ゆ
ら
ん

四
茜
あ
り
し
ょ
り
な
と
恋
し
さ
の
増
る
ら
ん
わ
す
れ
な
む
と
も
思
ひ
よ
ら
ぬ
を

恋
寄
に

」
五
ニ
オ

酉
奎
い
つ
は
り
の
と
り
の
そ
ら
ね
は
よ
ふ
か
ぎ
に
た
か
ま
こ
と
坐
か
を
き
わ
か
る
ら
ん

四
七
一

四
七
一
一

四
七
三

１

酉
さ
い
か
う
ぎ
ね
許
は
か
上
る
ら
ん
な
に
の
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
た
も
と
に

〔
以
下
続
キ
未
考
〕

空
父
を
し
か
ら
ぬ
う
き
ゑ
も
は
る
に
あ
ふ
ま
て
と
思
へ
は
花
そ
命
成
け
る
』
五
一
ウ

四
究
思
は
す
ょ
つ
ひ
に
ち
る
へ
ぎ
花
な
れ
と
昨
日
今
日
と
は
春
の
山
か
せ

身
を
し
れ
は
ま
つ
に
も
あ
ら
す
た
の
め
し
を
こ
よ
ひ
そ
か
し
と
思
ふ
は
か
り
そ

こ
い
ま
て
も
月
を
み
て
こ
そ
な
く
さ
ま
め
ま
つ
に
ま
さ
れ
る
よ
ひ
の
雨
哉

心
に
は
人
を
ま
ち
つ
上
山
の
は
の
月
を
と
い
は
入
つ
ぎ
や
う
ら
み
む

題
不
知

春
日
社
五
首
奇
合
に
恋

百
首
奇
に

昌
蒲
を

百
首
奇
に

〔
一
毛
カ
ラ
続
ク
〕

○

四
ざ
１
〔
空
白
〕
ｌ
「
な
れ
は
」
ア
ル
イ
ハ
「
に
し
て
」
力
。
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人家和歌集（福田）

四
茜
人
し
れ
す
こ
か
る
上
も
の
は
煙
た
ち
も
ゆ
と
も
承
え
ぬ
思
ひ
な
り
け
り

四
全
我
恋
の
た
め
し
や
な
に
そ
ふ
し
の
ね
も
け
ふ
は
思
ひ
の
煙
な
ら
ね
は

四
台
う
ぎ
事
や
あ
す
は
か
は
る
と
た
の
む
哉
く
る
上
を
今
日
の
な
さ
け
に
は
し
て

母
身
ま
か
り
て
又
の
と
し
光
俊
朝
臣
の
百
首
を

和
し
侍
り
け
る
に
』
五
二
ウ

賢
一
こ
そ
こ
え
し
人
の
秋
に
は
郭
公
し
て
の
山
に
も
あ
は
す
や
有
け
ん

四 四 酉

究支二層
窒
一
な
か
め
き
く
お
い
そ
の
も
り
の
冬
か
れ
に
月
も
我
身
も
今
そ
さ
ひ
し
ぎ

光
俊
朝
臣
よ
ま
せ
侍
け
る
春
日
社
五
首
副
合
に
歳
暮

四
全
い
つ
も
か
く
あ
け
て
は
く
る
上
お
な
し
ひ
を
今
日
は
と
し
と
て
な
に
惜
ら
ん

い
か
に
せ
む
難
波
の
事
も
こ
の
う
へ
て
あ
し
火
た
く
や
の
す
生
ま
れ
ぬ
み
を

心
に
は
わ
れ
も
な
く
又
人
も
な
し
な
に
を
い
か
に
と
思
ひ
わ
く
ら
ん

忘
れ
て
は
又
う
つ
上
に
そ
ま
よ
ひ
ぬ
る
夢
と
の
み
こ
そ
思
ふ
へ
ぎ
よ
を

恋
計
中
に

杜
冬
月

夕
述
懐

〔
法
印
実
伊
十
八
首
以
上
〕
〔
賢
一
丁
塁
一
茜
実
ｌ
堅
一
〕
〔
欠
脱
ヲ
挾
ン
デ
窒
一
カ
ラ
続
ク
ヵ
〕

〔
以
下
一
元
一
へ
続
ク
〕

○
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四
突
冬
の
く
る
神
な
ひ
山
の
村
時
雨
ふ
ら
は
と
も
に
と
ち
る
こ
の
は
哉

四
釜
月
た
に
も
あ
り
明
な
ら
ば
く
れ
て
ゆ
く
秋
の
な
こ
り
は
空
に
ゑ
て
ま
し

四
茜
袖
ぬ
れ
て
秋
を
く
つ
ゆ
の
か
な
し
さ
や
を
つ
と
は
み
え
ぬ
涙
成
ら
む
』
五
一
一
一
ウ

至
一
ゑ
て
す
ぐ
る
よ
そ
ち
の
夢
の
お
も
か
げ
そ
今
と
思
へ
は
昔
成
け
る

酉
奎
お
と
ろ
か
す
心
も
外
に
な
か
り
け
り
わ
れ
と
そ
よ
は
の
夢
は
さ
め
け
る

〔
以
下
四
実
へ
続
ク
〕

尭
一
う
つ
せ
象
の
命
を
坐
し
ふ
れ
を
そ
な
く
有
て
う
き
よ
の
む
な
し
た
の
承
に

四
尖
き
い
ノ
、
の
つ
ら
き
わ
か
れ
の
あ
か
月
を
し
は
し
と
な
か
ぬ
と
り
の
ね
そ
う
き

１

２

突
七
た
の
ま
す
よ
こ
れ
は
あ
る
よ
の
別
と
も
又
あ
ふ
ま
て
の
命
し
ら
れ
は
」
五
三
オ

実
八
波
た
か
ぎ
な
る
と
の
を
き
の
あ
ま
を
舟
を
し
か
へ
し
て
や
猶
恨
ゑ
ま
し

中
務
卿
親
王
家
百
首
牙
に
恋

四
発
我
袖
に
か
す
か
く
許
ゆ
く
水
や
は
か
な
き
恋
の
涙
成
ら
ん

四
さ
は
て
は
わ
か
思
ひ
し
ら
ぬ
に
成
や
せ
ん
つ
ら
き
を
忍
ふ
こ
上
ろ
な
か
さ
は

冬
寄
中
に

暮
秋
を

題
不
知

述
懐

○

里
〈
ｌ
続
拾
遣
冬
一
三
、
初
冬
の
心
を
、
院
弁
内
侍
。

窒
一
Ｔ
玉
葉
釈
教
一
実
七
、
中
務
卿
宗
尊
親
王
の
家
の
百

首
の
歌
に
、
前
傾
正
実
伊
。

四
発
ｌ
続
拾
遣
恋
二
入
き
、
恋
の
歌
の
中
に
、
権
僧
正

実
伊
。

突
七
ｌ
新
拾
遺
離
別
菫
、
別
の
心
を
、
前
大
僧
正
実
伊
。

１
の
ま
ｌ
底
本
・
大
本
「
ち
さ
」
（
地
左
）
、
新
拾
遺
ニ

ョ
リ
「
の
ま
」
（
能
万
）
ノ
誤
写
卜
見
テ
改
ム
。
２
る
ｌ

大
本
「
か
」
。
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人家和歌集（福田）

五

一
五
つ
己

五
つ
一

〔
一
三
ノ
次
カ
ラ
続
ク
カ
〕

宝
治
二
年
百
首
奇
に
翫
花
」
五
四
オ

ー

四
発
を
り
て
ゑ
む
こ
と
の
承
そ
よ
ぎ
桜
花
う
つ
し
心
は
ち
り
も
こ
そ
す
れ

四
夫
お
も
ふ
事
さ
ば
か
り
し
の
ふ
心
に
も
あ
ら
て
お
つ
る
は
涙
成
け
り

雪
い
た
う
ふ
り
た
る
朝
人
ノ
、
鳥
羽
殿
へ
ま
い
り
け
る
に

１ら
ひ
せ
い
も
ん
の
石
す
へ
も
う
つ
も
れ
た
る
を
ゑ
て

四
老
い
に
し
へ
の
あ
と
こ
そ
ゑ
え
ね
ふ
る
雪
に
う
つ
も
れ
ぬ
名
は
あ
り
と
き
け
と
も

ま
た
さ
か
ぬ
萩
の
下
は
に
露
ち
り
て
す
上
し
く
成
ぬ
村
雨
の
室

〔
ア
ル
イ
壺
茜
へ
続
ク
カ
〕

を
の
つ
か
ら
か
せ
の
や
と
せ
る
白
雲
の
し
は
し
と
ゑ
ゆ
る
山
桜
哉１

な
か
ら
へ
て
い
け
ら
は
の
ち
の
は
る
と
た
に
契
ら
ぬ
さ
き
に
花
の
ち
り
ぬ
る

ゑ
な
月
の
こ
ろ
か
せ
す
坐
し
く
吹
て
村
さ
め
し
た
る

朝
萩
戸
の
か
た
た
上
に
は
承
す
て
か
た
く
て
よ
み
侍

花
笥
中
に

り
け
る

忍
恋
を〔

三
行
余
白
〕

〔
以
下
欠
脱
力
〕

』
五
四
ウ

舌
一
Ｔ
新
統
古
今
夏
一
三
八
、
…
…
（
同
上
）
村
雨
打
ち
そ

シ
き
た
る
あ
し
た
萩
の
戸
の
か
た
見
す
ぐ
し
が
た
く

て
、
後
深
草
院
弁
内
侍
。

吾
－
１
新
後
撰
雑
上
三
君
、
題
し
ら
ず
、

存
六
帖
六
は
な
、
同
。
１
の
ｌ
新
後
撰

垂
ｇ
ｌ
続
拾
遣
春
下
舌
、
題
し
ら
ず
、
院
弁
内
侍
。

四
発
ｌ
現
存
六
帖
六
さ
く
ら
、
弁
内
侍
。
宝
治
御
百
首

春
、
翫
花
、
同
。
１
よ
’
宝
治
御
百
首
「
よ
〔
う
イ
〕
」
。

究
七
１
ら
ひ
せ
い
も
ん
ｌ
羅
生
門
力
。

弁
内
侍
。
現

「
そ
」
。
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現
存
本
文
に
見
ら
れ
る
錯
乱
の
復
元
案
に
つ
い
て
は
、
右
の
翻
刻
中
に
そ
の
都
度
示
し
た
が
、
こ
こ
で
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
見
や
す
く

表
示
し
て
お
く
。
煩
を
避
け
て
題
・
詞
書
お
よ
び
歌
は
省
き
、
作
者
名
と
歌
数
を
記
し
た
標
目
の
み
を
原
形
と
推
定
し
た
順
序
に
挙
げ
、

現
存
本
で
一
続
き
の
部
分
ご
と
に
括
っ
て
そ
の
通
し
番
号
（
丸
で
囲
む
）
と
錯
乱
前
の
推
定
行
数
と
を
下
に
付
し
た
。

但
し
、
特
に
巻
九
・
十
に
お
い
て
は
、
疑
問
符
を
付
し
た
番
号
の
歌
の
位
置
や
○
印
を
挿
入
し
た
部
分
の
連
接
は
確
定
し
が
た
い
。
従

っ
て
、
巻
九
の
中
途
以
後
は
、
厳
密
に
は
一
区
切
り
の
群
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
ご
と
に
そ
の
中
の
順
序
を
つ
け
た
と
言
う
に
と
ど
ま
る
。
ま

た
、
現
存
本
に
標
目
の
見
え
な
い
作
者
名
等
は
、
角
括
孤
に
入
れ
て
示
し
た
。

人
家
和
歌
集
巻
第
八

前
大
僧
正
公
豪
九
首
（
丁
さ

前
大
僧
正
道
慶
二
首
（
己
’
二
）

前
大
僧
正
隆
弁
十
七
首
（
三
’
一
六
）

前
大
僧
正
道
勝
三
首
（
一
元
’
三
）

前
大
僧
正
澄
覚
十
五
首
一
一
潅
削
繩
紳
）

〔
欠
脱
〕

〔
僧
正
某
－
首
以
上
〕
（
三
）

権
僧
正
定
済
三
首
（
二
三
’
三
巴

前
権
僧
正
道
玄 構

造
復
元
私
案

八
首
｛
一
一
一
一
鴎
川
一
一
一
瞭
一

一－－－、－－〆ョー

⑥
一
八
行

①
八
一
行
力

欠
脱
１

法法法
印印印
公尊尊
宗家海

権
僧
正
聖
兼
六
首

〔
欠
脱
〕

〔
法
印
実
伊十

八
首
以
上
〕

十
五
首

二
首

二
首

廟
一
一
一
蝦
Ⅶ
二
言
）

一
壼
聖
川
翫
一
一

（
四
四
一
Ｊ
Ｉ
四
四
一
）

｛
蝸
四
能
散
快
）

一
鰡
薦
雫

酋
実
ｌ
些
一
）

｛
酋
三
’
四
三
）

｝
⑳
一
八
行

｝
⑮
一
八
行

ー一丁一一一一 －

⑳
一
八
行

欠
脱
２

⑯
一
八
行

⑬
一
八
行
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人家和歌集（福田）

〔
欠
脱
〕

〔
僧
都
某
二
首
以
上
〕
三
夫
上
一
禿
）

権
少
僧
都
成
宣
一
首
（
ｇ
ｅ

権
少
僧
都
教
範
一
首
（
昌
一
）

法
眼
源
全
七
首
廟
鵬
一
一
一
川
》
鶚
一

法
眼
有
海
二
首
（
墨
〈
ｌ
圏
ち

法
眼
覚
基
三
首
酋
要
ｌ
豊
ｅ

法
眼
源
承
三
首
（
二
西
’
一
三
容

法
眼
禅
兼
三
首
（
一
三
ｌ
二
元
）

法
眼
弁
算
二
首
（
一
言
’
一
酉
）

権
律
師
円
勇
十
五
首
酋
一
ｌ
妾
）

権
律
師
聖
勝
一
首
（
美
）

権
律
師
円
範
二
首
（
君
ｌ
受
）

権
律
師
良
性
二
首
（
莞
１
否
）

法
印
良
覚
十
首
（
三
丁
三
◇
｝
⑳
一
八
行

（
一
首
散
快
）
一
欠
脱
３

〔
欠
脱
〕

一
一
一
ｍ
缶
垂
一
》
一
Ｗ
》

〔
法
印
定
円

二
十
八
首
以
上
〕

〔
欠
脱
〕

｝
欠
脱
４

峰
罐
”
轤
蕊
朝
二
聴
叫
華
〕
一
一
吾
川
一
幸
》
一
》
一
巫
雨

（
十
首
散
扶
）

－～－一ー一ー一一一一一一一

⑲
一
八
行

⑫
一
八
行

⑰
一
八
行

②
七
六
行
位

欠
脱
５

人

観慈貞順禅道如寛資志導心勝円心禅円家
存性雲空春日円慶円遠世円秀嘉海空空和
法法法法法法法法○法法法法法法上上上歌
師師師師師師師師師師師師師師人人人集

巻
第
九

二三一一一一二六二二十二九三四六五二

首首 首首首首首首首首首首首首首首首

権
律
師
兼
済

権
律
師
守
円

権
律
師
定
勝

権
律
師
全
家

権
律
師
隆
範

法
橋
弁
全

二三 三 二

首首首首首首

－

へへ
一一

一一

一一

＝一画
四一

？’
ゞ ＝

－造
一

一

一

（
一
〈
一
）

（
六
一
一
Ｊ
ｑ
六
三
）

（
一
〈
四
、
く
六
一
〈
）

（
一
〈
七
、
Ｉ
一
〈
九
）

（
七
一
）

（
七
一
、
Ｉ
七
二
）

（
七
三
、
く
七
四
）

（
九
一
Ｊ
、
九
四
）

（
九
五
、
く
一
一
一
）

（
一
つ
一
、
Ｉ
一
つ
四
）

（
一
つ
五
Ｊ
ｋ
一
一
七
）

（
一
一
〈
、
ｔ
一
一
六
）

（
一
一
七
、
ｆ
一
一
〈
）

（
一
一
土
、
く
一
二
〈
）

（
一
二
元
、
Ｉ
一
三
つ
）

（
三
一
九
、
Ｉ
三
一
つ
）

（
一
一
二
一
、
Ｉ
一
一
二
《
）

（
三
六
〈
、
く
一
二
〈
七
⑨
，
。
）

（
三
六
〈
）

（
三
六
九
）

（
三
七
口
）

（
二
三
’
三
宍
）

｜

⑤
九
○
行

一一
⑳
一
八
行

一
⑬
一
八
行

－、-
〆

③
九
行
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巌
性
法
師
一
首

丁
性
法
師
二
首

定
意
法
師
五
首

円
俊
法
師
一
首

実
承
法
師
一
首

朝
守
法
師
二
首

○

上
海
法
師
三
首

寂
忍
法
師
三
首

寂
音
法
師
二
首

○〔
欠
脱
〕

〔
某
法
師
一
首
以
上
〕

唯
教
法
師
二
首

行
然
法
師
三
首

能
慶
法
師
二
首

寂
恵
法
師
五
首

親
道
法
師
三
首

〔
欠
脱
〕

○

〔
某
法
師
一
首
以
上
〕

静
範
法
師
六
首

〔
欠
脱
〕

（
三
四
一
）

（
三
四
二
、
Ｉ
三
四
三
）

（
三
四
四
、
く
三
四
一
〈
）

（
三
四
七
苗
Ｉ
三
四
八
）

（
三
四
《
、
Ｉ
三
五
三
）

室
壼
腫
臆

一
望
譜
Ｗ
三
一
元
）

（
一
三
〈
’
二
六
）

（
一
三
九
’
二
二
）

（
一
三
一
’
二
三
）

（
雲
三
一
）

（
三
三
一
）

（
二
三
’
三
三
）

（
三
三
七
）

（
一
二
一
〈
３
ｔ
一
二
一
一
九
）

（
一
四
五
）

（
一
四
バ
ー
Ｉ
一
五
一
）

一
⑲
一
八
行

｝
欠
脱
６

’

一
⑳
三
六
行

一一一

:黙
不と
明一
．続

以き
一

｝
欠
脱
７

一
⑳
一
八
行

一
⑳
一
八
行

｜
人
家
和
歌
集
巻
第
十

式
乾
門
院
御
匝
廿
二
首
・
幸
一
一
一
瓢
川
一
一
湖
一
一
唖
却
叩
行

！

本
蓮
法
師

慈
願
法
師

正
遠
法
師

教
順
法
師

道
意
法
師

道
妙
法
師

源
勝
法
師

猷
貞
法
師

宝
遍
法
師

玄
覚
法
師

任
弁
法
師

仲
恵
法
師

良
位
法
師

良
和
法
師

良
心
法
師

順
真
法
師

○

全
教
法
師

西
円
法
師

定
宣
法
師

首首首首首首
二三

首首首 首首首首首首
四
首
｛
鶚
廓
垢
四
）

首首首

一、一

（
一
七
二
）

（
一
七
三
、
く
一
七
五
）

（
一
七
六
１
ｔ
一
七
七
）

（
一
七
八
）

（
一
一
〈
七
、
Ｉ
一
一
〈
く
つ
‐
・
）

（
一
一
八
九
、
Ｉ
一
丸
一
）

（
一
一
九
二
）

（
二
九
三
）

（
二
元
？
。
）

（
一
四
つ
）

（
七
七
）

（
七
八
１
Ｉ
八
一
）

（
八
一
り
く
〈
一
一
）

（
八
三
Ｉ
Ｉ
八
四
）

（
〈
五
ｂ
く
八
六
）

（
〈
七
、
Ｉ
八
主
）

（
一
九
〈
Ｏ
‐
・
）

（
一
九
九
、
ｌ
一
己
一
）

（
二
一
一
、
Ｉ
一
一
一
一
一
）

｝
⑦
五
行

一
⑫
一
八
行

一

⑭
一
八
行

一 一
⑮
一
八
行

－－ －

④
三
六
行
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《
（
七
首
散
侠
）
｝
欠
脱
９

〔
欠
脱
〕

〔
後
鳥
羽
院
二
条
五
首
以
上
〕
（
室
一
’
一
葵
）
一

纈
叫
蛎
十
霊
一
躍
胆
膵
）
一
⑩
娃
朏

一
欠
脱
ｕ

○〔
欠
脱
〕

〔
某
女
一
首
以
上
〕
（
一
菫
）

一
⑳
一
八
行

正
三
位
経
朝
女
三
首
（
一
室
ｌ
一
語
）

従
三
位
範
時
女
三
首
（
一
垂
’
一
零
）

螂
灘
剛
賊
妙
洲
十
一
ユ
鮒
辛
一
繊
川
示
媚
一
⑳
三
六
行

○

安
嘉
門
院
右
衛
門
佐
八
首
（
一
語
’
一
三
）
｝
⑳
一
八
行

愈
茜
，
圭
三
、
但

一
乢
珊
順
問
題
ぁ
｝
⑰
一
八
行
ヵ

新
院
弁
内
侍
十
一
首

（
二
首
散
侠
）

〔
欠
脱
〕

○〔
欠
脱
〕

〔
某
女
一
首
以
上
〕

鷹
司
院
帥
汁
五
首

（
二
五
↓
〈
）

（
一
一
五
九
、
Ｉ
二
六
七
）

（
四
垂
一
、
Ｉ
四
五
九
）

｝
欠
脱
退

ー－ー

⑬⑳
一一欠
八八脱

行行13

一

全
美
ｌ
美
ろ
｝
⑫
一
八
行

（
七
首
散
扶
）

一
欠
脱
型

〔
欠
脱
〕

露
頭

〔
典
侍
親
子
朝
臣

二
十
八
首
以
上
〕

（
恐
ら
く
三
十
五
首
前
後
か
）

室
町
院
中
納
言
二
首
一
壱
一
能
散
扶
力
）
一
欠
脱
恥

〔
欠
脱
力
〕

○
〔
欠
脱
ヵ
〕

｝
欠
脱
Ⅳ

熟
鍵
迂
鍾
］

〔
欠
脱
ヵ
〕

○
〔
欠
脱
ヵ
〕

｝
欠
脱
岨

〔
中
務
卿
親
王
家
小
督

一
⑳
一
八
行

六
首
以
上
〕
（
三
七
’
三
一
）

中
務
卿
親
王
家
播
磨
二
首
（
三
一
丁
三
西
）

平
親
清
女
妹
繩
羅
那
臓
）
一
⑭
峠
朏

平
親
清
女

〔
欠
脱
〕
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あ
行

あ
か
さ
り
し

あ
か
す
承
る

あ
か
つ
き
の

あ
か
つ
き
の

あ
か
つ
き
の

あ
か
つ
き
の

あ
か
つ
き
は

一
、
今
回
翻
刻
し
た
本
文
と
そ
こ
に
付
し
た
歌
番
号
に
よ
っ
て
初
二
句
索
引
と
作
者
索
引
と
を
作
成
し
、
左
に
掲
げ
る
。

二
、
初
二
句
索
引
は
、
右
に
翻
刻
し
た
本
文
の
す
べ
て
の
歌
の
初
二
句
を
採
り
、
そ
れ
を
歴
史
的
仮
名
遣
の
五
十
音
順
に
排
列
し
た
。

三
、
作
者
索
引
は
、
本
文
の
歌
の
作
者
と
し
て
判
明
す
る
も
の
の
す
べ
て
を
採
り
、
そ
れ
を
慣
用
読
象
と
し
た
上
、
現
代
仮
名
遣
の
五
十
音
順
に
よ
っ
て

排
列
し
、
表
記
さ
れ
て
い
る
官
位
・
称
号
ま
た
は
宮
仕
え
先
等
を
括
弧
に
入
れ
て
付
記
し
た
。
な
お
、
本
文
の
欠
脱
に
よ
っ
て
標
記
の
部
分
を
欠
い
て

い
る
作
者
の
項
は
、
角
括
弧
で
括
っ
た
。

各
作
者
の
歌
の
所
在
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
第
一
首
の
番
号
に
よ
っ
て
示
し
た
が
、
標
目
と
第
一
首
と
の
間
に
錯
乱
に
よ
る
切
れ
目
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
場
合
に
は
、
標
目
の
所
在
を
示
し
た
。

索初
二
句
索
引

そ
て
か
と
に
ほ
ふ

こ
こ
ろ
を
は
な
に

あ
ら
し
や
か
は
る

お
も
ひ
を
そ
へ
て

と
り
の
は
つ
ね
に

ま
く
ら
に
な
る
る

か
へ
る
そ
て
こ
そ

引

一
六
三

六
七

一
つ

二
八
四

〈
元

九
一

四
二
一
一

ああ あ あ あ あ ああ
たすさく き き きき
しかちかふののか

よらふれかよよせ

にはのてきののの

つつを た と つ かふ

ひきのちぎぎたく
にひにかはにふに

はのしへのはくま
とゆめるやつつか
まゑゆにまらきせ
る はふそのきのて

二
元
七

一
一
一
一
一
一
一

一
三
九

一
三
一
一
七

一
二
〈

四
一
四

四
四

一
二
一
一
丸

ああああああああ
ははなとつちちた

て す か を め き きら
ことちしおななよ
そはにむくくくの

あ
め
の
う
ち
に
そ

な
に
か
な
け
か
む

ひ
と
の
た
め
と
は

ま
と
の
ほ
た
る
よ

た
か
な
ら
は
し
の

い
る
に
い
て
し
と

お
も
ひ
し
る
と
も

な
ほ
う
か
り
け
れ

一
一
二

四
六
七

三
四
九

一
一
一

一
一
七
七

一
一
三
〈

一
四
〈

三
七
二
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あ
は
れ
け
に

あ
は
れ
な
と

あ
は
れ
に
そ

あ
は
れ
わ
か

あ
ふ
こ
と
に

あ
ふ
こ
と
は

あ
ふ
と
承
る

あ
ふ
ま
て
を

あ
ま
こ
ろ
も

あ
め
は
る
る

あ
や
し
く
も

あ
や
な
く
も

あ
ら
は
れ
て

あ
ら
ま
し
に

あ
り
あ
け
は

あ
り
し
よ
の

あ
り
し
よ
り

あ
る
よ
そ
と

い
か
に
し
て

い
か

い
か
に
せ
む

い
か
に
せ
む

い
か
に
せ
む

い
か
に
せ
む

う
き
よ
の
ゆ
め
を

よ
の
こ
と
わ
り
の

お
い
の
ね
さ
め
の

そ
て
を
ゑ
せ
は
や

た
れ
か
は
か
へ
む

し
ら
ぬ
に
し
け
る

ゆ
め
に
こ
こ
ろ
の

も
の
お
も
ふ
こ
と
の

い
ま
や
う
つ
ら
む

の
き
は
の
や
ま
は

ね
を
の
ゑ
し
の
ふ

あ
ら
ぬ
や
ま
ち
と

た
つ
と
な
み
え
そ

お
も
ふ
あ
ま
り
は

な
ほ
そ
か
な
し
き

そ
の
お
も
か
け
も

な
と
こ
ひ
し
さ
の

お
も
ふ
は
か
り
の

た
れ
ゆ
ゑ
な
ら
ぬ

う
き
ね
は
か
り
は

い
け
ら
は
の
ち
の

お
も
ひ
た
え
に
し

さ
も
こ
と
し
け
き

そ
て
に
な
ゑ
た
の

四三三＝三三四四睡剖四二 二 ＝ 二 二 ． 三 三 三 一 四 四 三 三 二 二 ・・二二二【座4厘ヨー
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い
か
に
せ
む

い
か
に
せ
む

い
か
に
み
て

い
か
る
か
の

い
く
、
式
）
Ｌ
」
の

い
く
、
よ
わ
れ

い
け
る
よ
は

い
た
つ
ら
に

い
た
つ
ら
に

い
つ
か
ま
た

い
つ
く
、
に
も

い
つ
と
て
も

い
つ
は
り
と

い
つ
は
り
の

い
つ
は
り
を

い
つ
ま
て
か

い
つ
ま
て
か

い
つ
ま
て
と

い
つ
ま
て
の

い
つ
も
か
〃
く

い
て
か
た
き

い
と
と
ま
た

い
と
ひ
て
も

い
に
し
へ
の

な
に
は
の
こ
と
も

を
し
め
と
あ
た
に

い
か
に
か
た
ら
む

よ
る
か
の
い
け
は

ゆ
ふ
く
れ
こ
と
に

な
ゑ
た
に
つ
き
を

あ
る
に
も
あ
ら
ぬ

お
い
ぬ
る
象
と
も

お
い
の
い
の
ち
の

か
け
を
た
に
ゑ
む

あ
と
を
は
と
め
し

つ
ゆ
け
き
そ
て
は

お
も
ふ
こ
こ
ろ
も

と
り
の
そ
ら
ね
は

さ
の
み
は
よ
も
と

わ
か
承
の
よ
そ
の

わ
れ
も
し
の
は
む

お
も
ふ
こ
こ
ろ
の

な
さ
け
な
り
け
む

あ
け
て
は
く
る
る

よ
を
う
ぐ
ひ
す
の

や
ま
は
ゆ
き
け
の

な
ほ
う
き
と
き
に

あ
と
こ
そ
ゑ
え
ね

四
壱
七

九
九

三
八
三

四
一
丸

四
四
三

四
麦
五

五
六

四
二
五

四
四
四

三
六
五

一
七

六
三

三
六
八

四
七
五

一
三
一
〈

一
五
一

二
つ
一
〈

三
三
六

垂
八

四
〈
三

雲
三

二
七
六

三
一
つ

四
九
七

い
の
ち
を
は
い
か
な
る
ひ
と
の

い
は
か
ね
に
た
ま
と
か
き
し
き

い
は
し
ろ
の
ま
つ
の
い
は
し
と

い
ま
さ
ら
に
く
や
し
か
り
け
り

い
ま
は
た
た
ま
た
れ
す
も
か
な

い
ま
は
た
た
ひ
と
を
も
象
を
も

い
ま
は
は
や
と
き
す
き
ぬ
ら
し

い
ま
は
よ
に
承
は
な
き
も
の
と

い
ま
ま
て
は
か
せ
に
し
ら
れ
ぬ

い
ま
も
け
に
み
る
は
う
つ
つ
に

い
ま
も
な
ほ
こ
こ
ろ
つ
く
し
の

い
り
か
た
き
ま
こ
と
の
ゑ
ち
の

い
る
に
い
て
て
い
は
い
も
し
る
き

い
ろ
に
い
て
て
そ
て
の
よ
そ
め
は

い
る
か
は
る
を
の
の
は
き
は
ら

う
か
り
け
る
は
る
の
わ
か
れ
と

う
き
く
も
の
と
た
え
て
か
か
る

う
き
こ
と
も
は
な
の
さ
か
り
は

う
き
こ
と
や
あ
す
は
か
は
る
と

う
き
こ
と
を
お
も
ひ
つ
つ
け
て

う
き
た
ひ
に
よ
を
は
う
ら
ゑ
す

う
き
に
か
く
た
へ
て
つ
れ
な
き

う
き
な
か
ら
か
け
た
に
ゑ
え
は

う
き
に
そ
ふ
わ
か
永
の
あ
き
は

九
八

一
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ほへまれれれ れよみきふふはとゑゑねすをそたととと
すてのははははにはしももむもののにもはとたてをの

か
た
み
と
み
る
も

わ
す
る
る
ほ
と
の

す
て
に
し
も
の
を

わ
か
み
ひ
と
つ
と

お
も
ひ
し
り
て
も

こ
こ
ろ
と
す
て
し

も
の
う
か
ら
て
や

は
か
な
く
あ
く
る

い
の
ち
を
を
し
ゑ

む
な
し
き
よ
と
は

ゆ
め
と
も
わ
か
す

の
ち
を
は
し
ら
て

い
か
な
る
い
ろ
と

め
に
ゑ
ぬ
か
せ
の

や
と
の
ま
つ
こ
そ

い
つ
も
こ
と
し
と

か
た
ら
ひ
つ
く
せ

お
も
ふ
も
の
な
し

つ
き
に
こ
こ
ろ
も

ぬ
ら
れ
ぬ
ま
ま
に

承
こ
そ
か
な
は
ね

よ
か
は
の
ゑ
つ
を

う
き
は
う
へ
の
承

み
わ
の
や
ま
た
に
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お
と
つ
れ
ぬ
よ
は
こ
そ
な
け
れ

お
と
ろ
か
す
こ
こ
ろ
も
ほ
か
に

お
と
ろ
か
す
こ
と
の
は
さ
へ
も

お
な
し
く
は
わ
れ
を
か
た
ら
へ

お
の
つ
か
ら
か
せ
の
や
と
せ
る

お
の
つ
か
ら
さ
そ
ひ
し
ゑ
つ
も

お
の
つ
か
ら
ま
ち
え
た
る
よ
は

お
ほ
か
た
の
あ
き
は
な
ら
ひ
と

お
ほ
か
た
の
な
さ
け
は
か
り
の

お
ほ
ゐ
か
は
あ
た
り
の
や
ま
の

お
ほ
ゐ
か
は
ゐ
く
ひ
の
う
へ
に

お
も
は
す
よ
つ
ひ
に
ち
る
へ
き

お
も
ひ
か
れ
も
ら
す
こ
こ
ろ
の

お
も
ひ
し
る
ひ
と
や
な
か
ら
む

お
も
ひ
い
つ
る
お
も
か
け
ま
て
や

お
も
ひ
や
る
か
た
こ
そ
な
け
れ

お
も
し
こ
と
あ
り
し
に
に
た
る

お
も
し
こ
と
い
る
に
は
い
て
し

お
も
し
こ
と
さ
は
か
り
し
の
ふ

お
も
へ
た
た
う
き
に
た
へ
た
る

か
行

か
へ
る
か
り
わ
か
れ
を
う
し
と

か
へ
る
さ
の
を
ち
か
た
ひ
と
の

か
き
く
ら
し
ふ
り
つ
る
も
の
を

三
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一
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四
九
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三
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一
一
一
一

四
九
八

二
四
つ

一
六
四

四
五
五

一
七
二

か
ぎ
り
あ
る
あ
き
よ
り
ほ
か
の

か
ぎ
り
あ
る
ゑ
ち
に
も
と
こ
そ

か
ぎ
り
あ
れ
は
さ
ら
て
も
い
ま
は

か
く
こ
ひ
む
む
く
い
を
ひ
と
の

か
く
は
か
り
う
き
こ
と
き
か
ぬ

か
く
は
か
り
す
ゑ
う
き
よ
に
は

か
く
は
か
り
わ
す
る
る
こ
と
の

か
さ
さ
ぎ
の
か
は
す
つ
は
さ
や

か
す
な
ら
ぬ
み
を
は
お
も
は
す

か
す
ゑ
つ
つ
わ
た
る
ひ
か
け
も

か
せ
に
す
る
こ
の
は
の
お
と
と

か
た
ゑ
と
て
あ
き
の
と
め
け
る

か
た
ら
は
は
は
る
の
わ
か
れ
や

か
な
し
さ
は
ま
た
も
た
く
ひ
の

か
ゑ
よ
よ
り
ひ
か
り
を
と
め
て

か
り
か
ね
は
あ
き
と
ち
ぎ
り
て

か
り
そ
め
の
こ
の
よ
は
さ
て
も

き
え
は
て
は
さ
て
も
や
む
へ
き

き
い
き
ぬ
の
つ
ら
き
わ
か
れ
の

き
り
は
る
る
あ
か
し
の
う
ら
の

く
も
と
ゑ
て
よ
そ
に
や
ひ
と
の

く
も
ら
し
な
な
ゑ
た
は
か
り
は

く
も
ら
て
や
な
か
め
は
て
ま
し

く
も
り
な
き
か
ゑ
は
そ
ら
に
そ

』
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く
も
り
ゆ
く
ひ
と
の
こ
こ
ろ
の

く
も
る
と
て
い
と
ふ
も
し
ら
す

く
も
る
と
て
つ
き
を
は
い
か
か

く
る
と
ゑ
て
あ
る
へ
き
も
の
を

く
れ
た
け
の
は
や
ま
の
き
り
の

く
れ
て
の
ち
さ
き
は
し
め
け
る

け
さ
は
ま
た
や
ま
の
は
も
な
く

け
さ
ま
て
は
よ
そ
に
そ
ゑ
つ
る

け
さ
承
れ
は
は
ら
ひ
か
ね
た
る

け
さ
よ
り
は
あ
き
を
へ
た
て
て

け
ふ
と
て
も
あ
や
め
そ
わ
か
ぬ

け
ふ
は
ま
た
た
れ
を
た
の
め
て

け
ふ
ま
て
は
な
に
な
か
ら
へ
て

け
ふ
も
な
ほ
し
く
る
る
く
も
と

こ
え
は
て
は
さ
と
か
と
お
も
ふ

こ
こ
に
て
は
く
も
ゐ
に
ゑ
え
て

こ
こ
も
な
ほ
う
き
よ
の
な
か
の

こ
こ
ろ
あ
て
に
は
る
や
し
る
ら
む

こ
こ
ろ
か
ら
な
か
め
て
も
の
を

こ
こ
ろ
か
ら
な
に
か
な
に
は
の

こ
こ
ろ
な
き
承
は
う
き
こ
と
も

こ
こ
ろ
な
き
わ
か
こ
ろ
も
て
に

こ
こ
ろ
に
は
ひ
と
を
ま
ち
つ
つ

こ
こ
ろ
に
は
わ
れ
と
な
く
ま
た
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こ
そ
こ
え
し

こ
た
ふ
へ
き

こ
と
う
ら
に

こ
と
の
は
の

こ
ぬ
ま
て
も

こ
の
あ
き
は

こ
の
あ
き
も

こ
の
こ
ろ
の

こ
の
こ
ろ
は

こ
の
さ
と
も

こ
の
ね
ぬ
る

こ
の
ほ
か
に

こ
の
よ
を
は

こ
ひ
し
さ
も

こ
ひ
し
と
も

こ
ひ
わ
ふ
る

こ
ほ
り
し
く

こ
ほ
り
せ
し

こ
め
や
と
は

こ
れ
の
ゑ
そ

こ
れ
も
ま
た

こ
れ
や
ゑ
し

さ
行

さ
き
の
よ
に

ひ
と
の
あ
き
に
は

ひ
と
な
き
て
ら
と

け
ふ
り
の
す
ゑ
は

つ
ゆ
の
な
さ
け
の

つ
き
を
ゑ
て
こ
そ

ひ
か
す
を
そ
へ
て

さ
す
か
い
の
ち
の

く
も
や
ま
こ
と
の

を
き
の
は
か
せ
に

つ
き
そ
ま
た
る
る

あ
し
た
の
と
こ
の

さ
と
り
は
な
し
と

い
と
ひ
は
て
た
る

う
き
も
わ
か
れ
ぬ

お
も
ふ
は
か
り
は

わ
か
ま
つ
や
ま
は

ひ
か
り
も
さ
え
や

や
ま
の
た
き
つ
せ

お
も
ふ
も
の
か
ら

う
き
象
の
は
る
と

む
く
い
あ
り
て
や

そ
の
か
承
や
ま
の

い
か
に
む
す
ひ
て
一
莞

四
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は
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く
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は
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さ
く
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は
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さ
す
か
ま
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さ
す
か
よ
も

さ
た
め
な
き

さ
て
た
に
も

さ
て
も
な
ほ

さ
と
ひ
と
は

さ
と
り
い
る

さ
な
ら
て
は

さ
の
承
ま
た

さ
ひ
し
と
て

さ
ま
さ
ま
に

き
ゑ
た
れ
と

さ
も
こ
そ
は

さ
ゆ
る
よ
は

さ
ら
し
な
や

さ
ら
て
た
に

さ
ら
に
象
を

さ
ら
ぬ
た
た

さ
り
と
も
と

し
け
か
り
し

し
な
は
や
と

つ
ひ
の
わ
か
れ
は

た
を
る
ひ
と
に
は

ち
ら
て
し
と
ま
る

こ
こ
ろ
に
も
の
を

か
く
て
は
と
こ
そ

い
の
ち
に
は
る
を

承
つ
へ
き
も
の
を

か
ぎ
り
あ
る
よ
の

く
さ
の
は
つ
か
に

ゑ
や
ま
か
く
れ
の

た
の
め
も
お
か
し

永
の
う
き
た
ひ
に

こ
こ
ろ
う
か
れ
し

と
き
な
か
せ
と
も

も
の
お
も
ふ
そ
ら
の

う
き
承
な
り
と
も

た
き
つ
こ
こ
ろ
や

を
は
す
て
や
ま
の

み
ち
の
ま
も
な
き

な
け
か
し
と
て
も

ゆ
ふ
く
れ
つ
ら
き

ゑ
の
ゆ
く
す
ゑ
を

く
さ
の
ゆ
か
り
も

お
も
ふ
こ
こ
ろ
に
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し
の
ひ
れ
も
な
か
て
そ
す
ぎ
む

し
は
し
こ
そ
し
の
ひ
あ
へ
し
か

し
は
し
こ
そ
た
ま
れ
は
か
て
に

し
ら
つ
ゆ
も
お
き
こ
そ
あ
へ
ね

し
る
し
ら
す
み
ち
の
ゆ
き
き
に

し
る
へ
す
る
よ
は
の
ほ
た
る
も

す
き
に
け
る
と
し
は
む
そ
ち
の

す
ゑ
そ
め
の
そ
て
の
こ
ほ
り
も

す
糸
そ
め
の
そ
て
の
よ
そ
な
る

す
ゑ
な
れ
し
あ
ま
の
と
ま
や
は

す
ゑ
ま
さ
る
い
け
の
こ
こ
ろ
に

す
ゑ
わ
ふ
る
ゑ
は
な
か
な
か
に

せ
き
も
り
の
い
か
な
る
ひ
ま
の

せ
め
て
よ
の
か
す
な
ら
ぬ
ゑ
は

そ
こ
と
た
に
し
ら
れ
て
す
ぐ
る

そ
て
ぬ
る
る
の
さ
は
の
わ
か
な

そ
て
ぬ
れ
て
あ
き
お
く
つ
ゆ
の

そ
て
の
う
へ
の
な
ゑ
た
し
な
く
は

そ
の
ま
ま
に
む
す
ひ
た
え
て
も

そ
め
て
け
る
こ
こ
ろ
と
ひ
と
も

そ
れ
も
な
ほ
お
な
し
な
ゑ
た
や

た
行

た
き
つ
せ
に
み
と
せ
し
を
れ
し

た
き
の
う
へ
に
ま
た
た
き
つ
せ
の
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承
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ち
か
へ
り
ま
つ
と
も
た
れ
か

た
ち
か
へ
り
む
か
し
の
ま
ま
に

た
ち
か
へ
る
ひ
と
の
み
う
た
て

た
ち
よ
る
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か
こ
と
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ま
し
き

た
つ
た
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こ
の
は
い
ろ
つ
く

た
な
は
た
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あ
ふ
ひ
と
か
ら
の

た
れ
し
あ
れ
は
ひ
と
の
こ
こ
ろ
の

た
の
ま
す
よ
こ
れ
は
あ
る
よ
の

た
の
め
け
る
ひ
と
の
ち
ぎ
り
は

た
の
め
て
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こ
ぬ
い
つ
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り
の

た
ま
く
し
け
ふ
た
か
み
や
ま
に

た
れ
ゆ
ゑ
に
あ
く
か
れ
そ
め
し

ち
ぎ
ら
れ
と
み
の
の
を
や
ま
の

ち
ら
い
ま
の
わ
か
れ
や
く
る
る

ち
る
は
な
に
そ
へ
し
こ
こ
ろ
の

ち
る
は
な
の
な
か
る
る
か
は
の

つ
き
か
け
も
ふ
け
や
し
ぬ
ら
む

つ
き
く
さ
の
は
な
す
り
こ
ろ
も

つ
き
た
に
も
あ
り
あ
け
な
ら
は

つ
き
な
ら
て
ま
た
た
れ
に
か
は

つ
き
に
な
ほ
の
こ
る
あ
は
れ
て

つ
き
は
い
さ
こ
れ
こ
そ
く
ら
き
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つ
き
ま
つ
と

つ
き
を
さ
へ

つ
く
つ
く
と

つ
く
は
ね
の

つ
ゆ
き
え
し

つ
ゆ
さ
へ
と

つ
ゆ
の
承
を

つ
ら
さ
を
は

つ
ら
し
と
は

と
き
は
や
ま

と
き
わ
か
ぬ

と
し
こ
と
に

と
し
ふ
れ
と

と
し
ふ
れ
と

と
に
か
く
に

と
は
れ
ぬ
も

と
は
れ
む
と

と
ふ
ひ
と
の

と
ふ
ひ
と
も

と
へ
か
し
な

と
ま
る
へ
き

と
り
の
ね
に

な
行

な
か
な
か
に

い
ひ
て
な
ぷ
た
の

か
さ
ね
て
そ
ま
つ

お
も
へ
は
か
な
し

み
ね
さ
し
の
ほ
る

あ
き
よ
り
そ
て
の

お
も
ひ
し
あ
き
を

い
か
な
る
か
せ
の

う
き
承
の
と
か
に

い
は
い
も
の
か
ら

ゑ
ね
の
う
き
く
も

こ
け
の
こ
ろ
も
の

あ
ひ
承
る
こ
と
は

あ
り
し
な
か
ら
の

ま
つ
の
ゑ
と
り
は

そ
て
こ
そ
ぬ
る
れ

さ
こ
そ
は
あ
れ
と

お
も
ひ
し
ひ
と
は

あ
と
な
き
に
は
の

こ
し
ま
か
さ
き
に

そ
て
ほ
し
わ
ふ
る

か
た
ゑ
と
も
ゑ
す

な
か
き
ね
ふ
り
の

う
き
た
る
く
も
の
元
一

4

二二・四三三二－一三三＝四口目ニニー一一一三三四ニニニ．

プ凹六フ管一一一ノ、‐三三，麦一四プマ三三プレ六プレ五四三三ニノ、
四四＝二二．一ビービーニニ三五四五五＝三三，’､‐五一一ヒーセフ滝二二

－164－



人家和歌集（福田）

な
か
な
か
に

な
か
な
か
に

な
か
む
る
に

な
か
め
き
く

な
か
め
て
も

な
か
ら
へ
て

な
か
ら
へ
て

な
か
れ
て
も

な
く
さ
ま
て

な
け
か
し
と

な
な
そ
ち
に

な
に
こ
と
も

な
に
と
な
く

な
に
は
か
た

な
ひ
く
か
と

な
ひ
く
と
も

な
へ
て
よ
の

な
ほ
さ
り
に

な
ほ
も
ま
た

な
ふ
た
か
き

な
ゑ
た
こ
そ

な
ゑ
と
ほ
き

な
ゑ
ま
か
と

な
ら
や
ま
を

に
ほ
ふ
も
つ
ら
し

ぬ
る
か
う
ち
に
も

な
ゑ
た
お
つ
と
は

お
い
そ
の
も
り
の

た
た
わ
れ
か
ら
の

い
け
ら
は
の
ち
の

も
の
や
お
も
は
む

け
ふ
を
こ
そ
ま
て

は
て
は
も
の
こ
そ

お
も
ひ
す
て
て
も

あ
ま
り
う
ぎ
み
の

か
は
り
は
て
た
る

な
か
む
れ
は
け
に

う
ら
か
せ
あ
ら
き

ゑ
え
し
も
し
ほ
の

ほ
に
は
い
て
し
と

ひ
と
き
け
と
て
や

か
へ
ら
む
ほ
と
を

つ
き
せ
し
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道
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